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「……申し訳ありませんでしたっ」




　暗くて狭い、事務所の一室。

　一人の少女が、スーツ姿の大柄な男に頭を下げていた。

「ふぅー……」

　男は一息つくと、持っていたアルミの灰皿で煙草たばこをもみ消す。

「あのフェイスチェンジを一式調達するのに、一体いくらかかったと思っているんだ？」

「も、申し訳ありま……」

「正確にはあのでくの坊にいくら給料を払ったと」

　謝罪の言葉を言い終わらぬうちに、男は言葉をかぶせる。まるでそんな言葉など聞きたくはないとでも言うように。その行為は、少女にとてつもない威圧感を与えた。

「は、はい……」

　蚊の鳴くような小さな声で少女は答える。

「アイデアは素晴らしかったよ。最下位の候補生であり、タレントとしてもパッとしない『梅うめ村むらちゆり』の劣等感を利用して問題を起こさせる。実際、努力も何もせずに他人をひがむことしか能がないあいつは、ちょっとしたアドバイスとタイミングよく振り込まれた多額の給料で、まんまと思い通り動いてくれたが…………ツメが甘かったようだな」

　ぐっと握った少女の拳が震ふるえる。

「おまえの役目はわかっているな？」

「はい」

「これからどうすればいいかも、わかっているな？」

「はい」

「いい子だ。おまえは俺に、どれだけの恩があるのか……」

「わかっていますっ……！」

　男は満足気な顔をすると、二本目の煙草に火を点つけて煙を吐き出した。

「そう、おまえは俺の言う通りにしていればいい。そうすればおまえは……」

　煙草をくわえたまま、男は少女に近づきその髪を撫なでる。煙たいのだろう。少女は、しかしそれとわからぬように、顔をそらした。

　男はまた一息煙を吐き、くるりと向きを変え少女に背を向けた。そしてそのまま振り向かず、低く冷たい声で言った。




「今度こそ確実に、小お野の寺でらソフィアを潰つぶせ」




　うつむいた少女の拳が、再び震えた。
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「おお～～い！　こりゃどういうことだってばようううう!?」

　デジャブか？

　と思ったけれど、今回の山やま岡おかの叫びは俺に対するものではなく、己の心の叫びである。

「サイトを開いてびっくりだぜ！　あのソフィアたんが七しち大だい天てん使し少しよう女じよの候補生になってるんだもんよ！」

　山岡は興奮状態で話を続ける。いや、興奮しているのは山岡だけではない。クラス中が、その話題で持ち切りだ。

「ソフィアたん、トビオのスカウトにＯＫしたのかな？　おまえ、最近あいつと仲いいだろ？　何か知らねーのかよ？」

「さ、さぁ……」

　俺は慌てて誤ご魔ま化かす。するとそこへ、渦中の美少女である小お野の寺でらソフィアがやってきた。その瞬しゆん間かん、さっきまでのざわつきが噓うそのようにシーンと静まり返る。しかし、

「あっ！　ソフィアたんだぁ！　ねぇねぇ、ソフィアたん！」

　そこは神をも恐れぬバカ、山岡である。この空気の中、一目散にソフィアに駆け寄り、

「スカウトＯＫしたの？」

　と、ストレートに質問した。本当は知りたくてたまらない野次馬たちが、必死に耳を澄すませているのがわかる。

「うん、そうなの！」

　そしてソフィアも、拍子抜けするくらいあっさりと頷うなずいた。

「でもすっげえなぁ！　それでフリーオーディション通過したんだ！　てか、言ってくれよな！　そしたら俺も投票したのに！」

　山岡は悔しそうに身体からだをくねらす。

　しかし秘密を持つ身というのは、なかなか辛いものだ。俺がアイドルグループ、七大天使少女のスタッフ（という名の何でも屋）になったことは、ファンの反感を買うという理由から公にすることを許されていない。とはいえもともと七大天使少女のファンである俺は、こうして何かとこの話題を振られるわけで、そのたびにしらを切るのは少し良心が痛んだ。

「なぁ、永と久わ！」

「お、おう……！」

　そしてその良心の呵か責しやくからしどろもどろになった俺は、

「そういえばさ」

　と話題を変えることにした。

「ソフィアのアバター、超おもしれーよな！」

「えっ？」

　ソフィアは目をまん丸にして驚おどろく。そうか、やっぱり自覚はなかったのか。

「だってさぁ、『ただいま』って言ったら何て言ったと思う？」

「えっ？　なになに？」

　山やま岡おかが身を乗り出して聞いた。

「それがさぁ～……『おつカレーライス！』だぜ？　俺、笑っちまったよ！」

「ぶっ！　なんだよそれ！」

「えっ？　なんでなんで～？　どこがおかしいの？」

「いやいや、おっかしいだろ！　普通さぁ『ただいま』つったら『おかえり』だって！」

「ええ～……そうかなぁ……」

「そうだよ～……ぷっ……くくく……」

　俺はアバター用の写真撮さつ影えいとボイス収録の現場にも立ち会ったので、ソフィアのパターンは全て生で見ている。その時の様子を思い出し、思わず吹き出してしまった。




　　　　　　　　　　　　＊




　あれは数日前のことだ。




「うお～すっげえ！」

　スタッフとして現場の空気を知るために付いて来いとトビオに言われて、初めて現場というものにやってきた俺は、部屋に入ってすぐに思わず声を上げた。それは小さなスタジオだったが、何やらスイッチのたくさん付いた機械やマイク、照明なんかが置かれているそのシチュエーションは、俺のテンションを上げるのには充分だった。何を見ても新しん鮮せんで大おお騒さわぎをしてしまう。しかしそんな俺とは対照的に、トビオは脇で淡々と準備をしていた。

「なぁ、この機械何だ？」

「ミキサーだよ。触って壊こわすなよ!?」

「さ、触らないよ」

　とは言ったものの、初めての現場に興味津々の俺はじっとしていられず、キョロキョロと辺りを見回した。

「わっ！　これ、テレビで見たことあるっ！」

　緑の幕がかけられたスペースに、背の高い照明が立っている。それはモデルさんの撮影シーンなんかでよく見る光景だった。三脚にはカメラが立てられている。

「すげーなぁ……撮影スタジオみたいだ」

「ははっ。そりゃあ今から撮影をするからね」

「えっ？」

　振り向くと、そこには優しい顔をした黒くろ縁ぶち眼鏡のお兄さんが立っていた。

「何の撮さつ影えいですか？」

「何って、ソフィアちゃんの撮影に決まっているじゃないか。君、友達なんだろ？　彼女の撮影が見たくて、付いて来たんじゃないのかい？」

「え、あ、ま、まぁ……」

　本当はスタッフとしてちゃんと付いて来たのに、そう言われると思わず頷うなずいてしまう。

　そうだよなぁ……やっぱり俺じゃあ、スタッフには見えないよなぁ……。

　スタッフどころか、そのトップのプロデューサーとしててきぱきと動いているトビオを横目に見て、やっぱりあいつはすげえやとあらためて尊敬した。

　そして否定できない理由はもう一つ。スタッフという名目で付いて来たとはいえ、ミーハー心が勝っていることは、紛れもない事実なのだ……。

　よし、ならばミーハーついでだ！

　割り切った俺は、その黒くろ縁ぶち眼鏡のお兄さんが優しそうなことも利用して、色々と質問してみることにしたのである。

「あの、お兄さんはカメラマンさんなんですか？」

「そうだよ。今からアバター用のソフィアちゃんの写真を撮影するんだ。全体からバストアップ、顔の表情はもちろん衣装も何パターンかあるから、かなりの長丁場になるだろうね」

「へぇ……」

　あのリアルに動くアバターは、こんな風にして撮影されているのかと感動してしまった。

「でも、アバターの背景ってこんな緑色だったっけ？」

　俺がそう言うと、お兄さんは笑いながら言った。

「ああ、これは違うよ。アバターの背景は合成だからね。そういう時はこのグリーンの背景を使うんだ。だから、衣装でグリーンは禁止！　そこだけ後ろが透けちゃうからね」

「そうなんだぁ」

「ほら、プリクラなんかがその原理だよ。今って、色々合成できたりするんだよね？　最近は男の子もよく撮とったりするって聞いたから、君も知ってるだろう？」

「え、ええ……まぁ……」

　俺は曖あい昧まいに頷く。プリクラなんてリア充アイテム、悲しいかな興味本位で山やま岡おかと撮ったくらいである。優しい笑顔にて繰くり出された突然の攻こう撃げきに、不意の大ダメージを与えられ、俺が凹へこんでいたその時だった。

「小お野の寺でらさん入られまーす！」

　ＡＤと思おぼしき若いお兄さんが声を張り上げ、

「お、おはようございまうーっす！」

　とぎこちない挨拶のソフィアがスタジオに入ってきた。

「えっ!?」

　その姿を見て、俺は思わず声を上げる。

　そこには……本物の天使がいた。

　白地にピンクのふんわりした花柄ワンピース。そしてそこからは、小鹿のように長く細い美脚がすらりと伸びている。足元はこれからの季節らしく華きや奢しやなサンダルだ。普段のカジュアルな服装とは違い、ぐっと大人っぽく見える。これがソフィアのアバターの通常衣装か。

　か、かわいい……！

　そしてその天使のようにかわいいソフィアが、

「あっ、永と久わっ！」

　俺を見つけて小走りに駆け寄ってきた。そしてワンピースの裾を両手でつまみながら、

「これ……変じゃないよね？」

　と、恥ずかしそうに俺に尋ねた。

「あ、ああ！　うんっ！　変じゃないよ。ソフィアによく似合ってる！」

「本当っ!?　よかったぁ♪」

　ソフィアの顔が途端にほころぶ。その表情を見て、ドキッとしてしまった。

　何だろう？　洋服だけじゃない。今日のソフィアは、いつもと何かが違う。

　ハーフで目鼻立ちのはっきりしたソフィアは、普段だって抜群にかわいい。だけどそれとはまた違った魅み力りよくを醸かもし出している。なんていうか、こういうのを華やかっていうんだろうか。思わずじっと見つめていると、

「お～、やっぱ化粧映えするなぁ彼女」

　脇にいた黒くろ縁ぶち眼鏡お兄さんが呟つぶやいた。

　そうか、化粧のせいか！

　よく見ると睫まつ毛げはくるんと上向きにカールし、ほっぺたはほんのりとピンク色になっている。あまりにじっと見すぎたので、ソフィアが俺の視線に気づいた。

「ん？　何か付いてる？」

　すぼめた唇は、ピンク色にピカピカと光っている。髪の毛もいつもよりふんわりとカールしていた。それが妙に色っぽくて、

「えっ、い、いやっ！　何も……」

　俺は赤面して顔をそらしてしまった。

「はい、では撮さつ影えい入りまーす！」

「あっ、は、はいっ」

　呼ばれたソフィアは、緑の幕の前に立つ。カメラマンさんに指示を受け、メイクさんに髪型を整えられた。そして緊きん張ちようの面持ちのまま撮影が始まった。

　パシャパシャとフラッシュが光る。カメラマンさんが色々と声を掛けるも、ソフィアの表情は緊張で引きつったままだった。

「うーん、表情が硬いなぁ。ソフィアちゃん、好きなもの、なに？」

「えっ！　好きなものですか？」

「うん。なんでもいいから」

「好きな……もの……カレーライスっ！」

「ぷっ。カレーライスって」

「えっ、へ、変ですか？」

「いや、変じゃないよ。よし、じゃあカレーライスでいこう。君の好きなカレーライス、食べているところ想像してみて！」

「えっ？」

「すっごくおいしいカレーライスだよ。それが君の目の前にあるんだ。君はすんごくお腹が減っている。そしてその念願のカレーライスをスプーンですくって……」

「ぱくっ！　おいし～いっ！」

　パシャッ！

　その瞬しゆん間かん、フラッシュが光る。

「その笑顔、いいね！　すごく自然だ。そんな感じでいってみよう。テーマは引き続きカレーライス！」

「はいっ！」

　カメラマンの黒くろ縁ぶち眼鏡お兄さんは、さっきのおっとりとした様子とはまるでキャラクターが変わってしまった。少し演技じみてはいるけれど、その必要以上の気遣いがソフィアをリラックスさせているのがわかる。

　すげえなぁ……これがプロってやつか。

「ビーフカレーに～チッキンカレーっ♪　どれもおいしいの～ルンルルンルル～ン～♪」

　そしてそれをきっかけにソフィアはまたしてもオリジナルソングを作り上げたらしく、くるくると回りながら楽しそうに歌った。そしてそのたびに、フラッシュが光る。

　いつものソフィア、いや、いつも以上にキラキラした笑顔のソフィアがそこにいた。

「彼女、いいね。これは化けるかもしれないな……」

　振り向くと、ディレクターと思おぼしき偉そうなおじさんが、そうトビオに耳打ちしているのが見えた。スタッフ全員が、ソフィアに見み惚とれているのがわかる。

　やっぱり、ソフィアはすごいんだ。

　しかしそんな風にして全員を虜とりこにした彼女が本当に「すごい」のは、その後だったのである。

　写真撮さつ影えいが終わり、次はアバターのボイス収録。それが、これだったのだ。

「おつカレーライスっ！」

「今日も元気にカレーを食べようっ！」

「カレーライ……好き……！」

　黒くろ縁ぶち眼鏡お兄さんの演出効果は抜群過ぎたらしい。

　完全にカレーライスの妄想を引きずったソフィアは、どんなシチュエーションのボイスにもカレーライスを持ち込み、ヘッドフォンでダイレクトにそれを聞く音声さんはもちろんのこと、周りのスタッフ全員の腹筋を崩ほう壊かいさせたのである。




　　　　　　　　　　　　＊




「あとさぁ、三時のボイスも笑うよな！　たいていのメンバーはおやつの時間だよ～とか、一緒におやつ食べよ～だとか言うのにさ、ソフィアの奴やつ、笑顔で『カレー食べよう！』って言うんだぜ？　しかもさ、六時のボイスでも言うんだよ！　どんだけカレー好きなんだよ！」

　そんな収録の時の様子を思い出して一人盛り上がっていると、ふと視線を感じた。山やま岡おかだった。

「おまえさ……やけにソフィアたんのアバターに詳しいよな？」

「え？　別にそんなことない……」

「いーや！　あるね！　最近なんだか様子が変だと思ってたんだよ」

　や、やべえ……バレたか？

「よ、様子って？　俺はいつもこ～んな感じだぜ？」

　俺は必死で誤ご魔ま化かそうとした。しかし山岡は、

「怪しいなぁ～……」

　と、疑惑のジト目で俺に迫る。ドッと冷や汗が出た。

「おまえ……もしかして……」

　ああ、やはり善良かつ純真な俺に隠し事など無理な話だったのだ。それならばいっそ打ち明けてしまおうと、俺は深呼吸をした。

「悪ぃっ！　俺、実は……」

「やーっぱり、そうか！　おまえ、ゆりりんからソフィアたんに推おし変へんしたんだなっ!?」

「へっ？」

　思いがけない返しに、拍子抜けした声が出た。

「だーから！　推し変だよ、推し変っ！　アバターをソフィアたんに変更したんだろ？」

　そ、そっちか！

　それならば、話の方向をそちらに転換するまでである。しかしその話題をソフィアの前でするのはさすがに恥ずかしいので、「ちょっと来い」と耳打ちをして山岡を教室の隅に連れて行った。

「そ、そうなんだよ～！　やっぱ身近にいるクラスメイトの方が親近感あっていいっていうか？　俺にもチャンスがあるかも……っていうか？」

「はぁ？　何言ってんだよ？　天使アイドルは恋愛禁止だろ？　いくらクラスメイトでも、そんなチャンスねーんだよっ！」

「わ、わかってるって……」

　山やま岡おかが言っていたのは推おし変へんのことだったらしい。俺はホッとため息をつく。

「でも……そうか……間違っても出会うことのない推しメンよりも、毎日会えるクラスメイトのソフィアたんの方が……いやでも俺はかおるん一筋……」

　そして自分の世界に入ってしまった山岡はこのまま放っておくことにした。

「ふぅ～。危なかったぜ……」

　自分の席に戻り一息つくと、目の前にソフィアの顔があった。

「って、わああああっ！」

　俺は思わず叫び声を上げる。

「永と久わ、私を推し……メンにしたの？」

　ぎこちなくアイドル用語を使いながら、ソフィアはじっと俺を見つめながら小首をかしげ聞いた。

「えっ！」

　さっきの会話、聞こえていたのか！

　俺は真っ赤になる。
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「え、えっと……う、うん。そ、そそ、そうなんだよ」

「どうして……？」

　ソフィア、ぐっと顔を近づけて。

「ど、どどどどうしてってそれは……」

「だって、永と久わの推おしメンは、ゆりりんさんなんでしょう？」

　勢いで言ってしまったとは今更弁解できず、俺は必死で言い訳を考えるも、目をパチクリとしながら俺に顔を近づけるソフィアに照れて、思考回路が停止してしまった。

「そ、そうなんだけど……」

「永久……もしかして……」

「えっ？」

　二人の間に沈ちん黙もくが訪れる。それを破ったのはソフィアだった。

「永久もカレーが好きなの？」

「へ？」

「ほら、私のアバター、初期設定の壁かべ紙がみがカレーでしょう？　だから、永久もカレーが好きなのかなって！」

　どこをどう考えたらそんな発想に至るのかわからないが、一番平和（？）な結論に落ち着いたので、俺はそのまま話に乗ることにした。

「そ、そうなんだよ～！　俺、カレーが大好きでさ！　あの壁紙、かわいかったから！」

「そうだったんだぁ！　私と同じだねっ♪」

　満面の笑みを浮かべて、ソフィアは俺の手を取りブンブンと振り回す。

「お、おうっ！　同じだなっ！」

　ソフィアに手を握られるというラッキーイベントに遭遇しデレデレとした矢先に、クラスメイトの男子からの鋭するどい視線に気が付きヒヤヒヤする。

　天使アイドルとの秘密を抱えた俺の学校生活は、今日も忙しい。




『小お野の寺でらソフィアです！　推しメンに選んでくれてありがとうっ♪』

　その日の夜、俺は有言実行とばかりに推しメンをゆりりんからソフィアに変更した。それは断腸の思いではあったが、夢への第一歩を踏ふみ出したソフィアを応援したい気持ちに噓うそはない。

　それに…………。

『これから応援よろしくねっ！　トワ♪』

　デフォルトの衣装である花柄のワンピースは、やっぱりすごくかわいくて。

「もちろんだよ～～」

　と、俺は思わずニヤけながら独り言を言ってしまった。この姿を生で見られた俺は、なんてラッキーなのだろう。ソフィアとお近づきになりたい男子は学校にごまんといるわけで、彼女が七しち大だい天てん使し少しよう女じよメンバーの候補生になってからは、その数は更に増えたと予測される。そんな中でスタッフをしている俺は、そこから一歩も二歩もリードしているのではないだろうか？

『やっぱ身近にいるクラスメイトの方が親近感あっていいっていうか？　俺にもチャンスがあるかも……っていうか？』

　その時、不意に自分の言った言葉が脳裏にこだました。

　こんなにかわいいアイドルのソフィアとクラスメイトで、しかもこうして数々の秘密を共有する俺……もしかして、本当にもしかすることだってあるんじゃないか……？

「い、いかんいかんっ！」

　天使アイドルは恋愛禁止！

　ましてスタッフの俺がソフィアに恋をすることなど、あってはならないのである。

「でも……やっぱかっわいいなぁ……い、いかんいかんっ！」

　俺はその晩、ソフィアのアバターを見ながら何度もその押し問答を独り繰くり返していた。
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「おい！　すごいニュースだぞ！」

　ここはハンバーガーショップＡＡＡトリプルエー。

　安価なジャンクフードを提供するこの場所に、およそ不似合いなオーラを持つ少年が声を張り上げる。

　Ａランクの超エリートであり、今をときめく人気アイドル『七大天使少女』のプロデューサーでもある天才少年、紫し藤どうトビオだ。

　その肩書きのイメージを裏切ることなく、いつもクールで淡々としているこいつが、こんな風に感情的になるのは珍しい。

「どうしたんだよ。なんかあったのか？」

　この店で一番値段の安いオリジナルハンバーガーセットを平らげ、コーラをすすりながら尋ねた。

「ちょっと待ってくれ。内容をきちんと把握する」

　そう言ってトビオは、神経質そうな表情を浮かべながら、持っていたタブレット端末の画面をスクロールする。注意を引いておきながらもったいぶるとはいかがなものか。本当にこういうところがいかにもこいつだな、といったところである。

「ニュース、ニュースっ♪　なんだろなぁ～？」

　ソフィアは何でも楽しくてたまらないといった風に半身をゆらゆらさせながら、同じくオリジナルハンバーガーを頰ほお張ばった。しかしその頰張った量は、ソフィアの小さな口の許容量をはるかに超えており、

「あっ、落ちる！」

　と、声を上げるも時すでに遅く、ケチャップをぶにゅりと落とした。

「はうっ！」

　ソフィアは何かを食べていると百発百中でそれを食べこぼす。以前それを指摘した際に彼女いわく、

『食べ物のおいしさと、それが及ぼす感動により思考が乱れ、この手の動きがついてゆかぬのだ！』

　ということらしいのだが、あまりよくわからなかったのでスルーしてしまった。要は食べることに夢中になってこぼしてしまうという至極シンプルなことなのであろう。

「小お野の寺でらさん、大丈夫？」

　そしてその落としたケチャップとかわいらしく口元に付いたそれを、備え付けのナプキンで甲か斐い甲が斐いしく拭いたのは智とも花かだ。もともとアイドルになんてまったく興味はなかったのに、何な故ぜかやたらとこうして俺たちに構うようになった。こいつもようやく、七しち大だい天てん使し少しよう女じよの魅み力りよくに気が付いたということだろうか。

　ここ最近、俺たち四人はこうして放課後にＡＡＡトリプルエーに集まることが日課になっていた。

　打ち合わせと称してだらだらとお喋しやべりをしたり、たまには真ま面じ目めな話をしたり。その時間は、いつの間にか俺にとって大切な楽しいひと時になっていて、誰だれかの用事で集まれない時に「寂しいな」なんて思ってしまうほどになっていた。俺はずっと帰宅部だったからよくわからないけれど、クラブ活動ってこんな感じなのだろうか。

「制作会社は……マジかよ!?　かなりの好条件だな……」

　しかしクラブ活動では聞かれることのない単語がトビオの口から発せられ、俺は我に返った。

「おい、さっきから一人でブツブツ言って何なんだよ。俺らにも教えろよ」

「ああ、悪かった。これを見てくれ」

　トビオが持っていたタブレット端末を、テーブルの中心に置いた。俺たちは四隅からそれを覗のぞき込む。

「小野寺ソフィア様へ、ＣＭ出演のご依い頼らい…………ええっ？　ＣＭだって!?」

　難しく書かれた文面は、パッと見ただけではわからなかったが、それでもその部分だけが大きく俺の目に飛び込んできた。

「こ、これって、ソフィアにＣＭ出演の依頼が来たってこと!?」

「そうだ」

「ええっ？　それってめっちゃすげえことなんじゃねえの!?」

「小野寺さん、すご～い！」

「ひーえむ？」

　当の本人はハンバーガーを食べることに夢中で、あまり事情が把握できていないようだった。直後、ぶにゅりと二回目のケチャップ落下をさせる。

「レトルトカレーのＣＭだ。小お野の寺でらにぴったりだな」

「えっ、カレー？」

　カレーと聞いて、途端に目を輝かがやかすソフィア。いかにも彼女らしい反応である。

「ああ。新発売のカレーらしい。しかもメーカーはホーム食品。かなりの大手だ。デビューしたてでこの条件はすごいぞ」

「だってよ、ソフィア！　よかったなぁ！」

「うんっ！」

　本当にわかっているんだろうか？　口の端には、いまだケチャップがついている。

「候補生になったとはいえ、まだ小野寺の知名度は低い。この仕事は大きなチャンスだぞ。カレーの歌と、日々のカレー大好き発言がよかったな」

「えっ？　そんなことでＣＭの仕事が来たの？」

「案外そんなもんだぞ。いや、むしろこういうケースは多い。この世の中、何がチャンスになるかはわからないからな。だから、自分の好きなものを日ごろから『好き』と発言することはとても大切なんだ。タレントという公の立場であるなら、それは多少あざといくらいでも構わないと俺は思っている。まぁ小野寺の場合は素直に振ふる舞まった結果だろうがな」

「へえ～……そんなもんなんだ……」

　好きなものを『好き』とはっきり言うこと。

　でもそれって、簡単なようで難しいことなのかもしれない。俺はふとそう思った。

「とにかくこれは大きなチャンスだ。事務所でも全力でバックアップをするぞ」

　アイドルユニット七しち大だい天てん使し少しよう女じよはあくまでプロジェクトなので、メンバーにはそれぞれの所属事務所がある。まったくの素人からデビューしたソフィアは、そのままトビオの父親が経営するグループ企業の一つである芸能事務所、ＳＨＩＤＯプロダクションに所属をすることになった。そこにはもちろん、トビオの妹であり、七大天使少女のトップアイドルでもある、紫し藤どうあんずも先せん輩ぱいとして所属している。

「えっと……スケジュールは…………うわ、マジかよ」

「どうした？」

「しょっぱなの顔合わせから、あんずの写真集の撮さつ影えいともろかぶりだ」

「えっ！　Ａｎ様、写真集出すの？」

「まだ、オフレコだぞ。しかし困ったな……小野寺はまだマネージャーがついていないんだ。本当なら俺がついていきたいんだが……」

　言いながら忙しそうに、タブレット端末の画面をスライドさせる。

「ホーム食品は大手だし……しかしあんずの写真集もカメラマンはあの大御所……うーん、どうにかして現場を回せないだろうか……」

　トビオが珍しく困っている様子だった。

　マネージャー……かぁ……。

　俺にできることがあれば手伝いたいのだが、俺にはそれがどんな仕事をするものなのかすらよくわからなかった。イメージとしては、スーツ姿で走り回り、タレントと苦楽を共にしながら二人三脚で夢を追う……って感じだ。とにかくマネージャーってのは、その人の一番近くで応援をすることができる仕事なんだろう。

　一番……近く……？

　その瞬しゆん間かん、脳内で俺劇場が始まった。

『よろしくお願いします、マネージャー！』

『ソフィア！　何だあの演技はっ！』

『す、すみません！　私……自信がないんです……』

『何を言っているんだ。おまえは……俺が見込んだ唯一のアイドルだろ？』

『マネージャー……』

『自信、持てよな？』

『…………はいっ！』

　溢あふれそうになる涙を人差し指でそっと拭い、力強く頷うなずくソフィア。そして彼女は頰ほおを赤らめてこう言うのである。

『あ、あの……私のプライベートのマネージメントも、してくれませんか？』

　きたああああああ！

「俺がやりまあああああす！」

　考えるよりも先に、俺は挙手をして叫んでいた。

「何だよ、うるせえな」

　そしてトビオからの白い目、ｗｉｔｈ冷たい返事。

「だから～、俺がやるよ！」

「はぁ？　いったい何をやるんだよ」

「マネージャー！　人が足りないんだろ？　俺がやってもいいかなぁ～なんて。ほら、だってさ。俺は何でも屋なわけじゃん？　その名の通り何でもこなせる便利屋なわけで、だったらソフィアのマネージャーも……」

「ふざけてんじゃねえよっ！」

　ダンッ！

「はうっ！」

　トビオがテーブルを叩たたいて立ち上がり、ハンバーガーに夢中だったソフィアがそれに驚おどろく。机上に置かれたコーラやオレンジジュースが弾んだのではないかと錯さつ覚かくするほどの勢いだった。

「ふ、ふざけてなんかねえよ！　ただ……おまえが困っていたから……」

「いーや、ふざけている。だいたいおまえ、マネージャーがどれだけ大変な仕事かわかってんのか？　タレントのスケジュールと体調管理はもちろん、ブッキングから関係者への挨拶まで、すべて一人でこなさなければいけないんだぞ？　それがおまえにできるのか？」

「そ、それは……」

　そう言われると少し考えてしまう。しかし七しち大だい天てん使し少しよう女じよのスタッフになってから、俺の中で確実に何かが変わっていた。その証拠に、いつもならそのまま引き下がっているであろう俺が、即座に言い返していた。

「でも……やってみなきゃわかんねえよ……」

　やましい動機も少々あったとはいえ、困っているトビオを助けようとしたことと、ソフィアを一番近くで応援したいと思ったことは本心だ。

「確かに俺は芸能界のことは何もわからない。でも、何だってやってみなくちゃわかんねーだろ？　それに……俺、ソフィアのことを応援したいんだ……」

「永と久わ……」

　相変わらずハンバーガーは放さないものの、ソフィアが呟つぶやく。

「やらせてくれよ、トビオ！」

　とても長い沈ちん黙もくの後、

「はぁ……」

　トビオは大きく嘆息をして口を開いた。

「わかった。おまえにマネージャーを頼たのむ」

「マジ!?」

「人が足りないというのは事実なんだ。そのかわり、ひと通りのビジネスマナーはきっちりと覚えて貰もらうからな。おまえが何か失敗したら、うちの事務所と小お野の寺でらの評判に傷が付く。くれぐれもそのことは覚えておくんだぞ！」

「っしゃあ！　ありがとう、トビオ！　俺、頑張るよ！　ソフィア、よろしくなっ！」

「うんっ！　永と久わマネージャーさん、よろしくねっ！」

「お、おう……」

　さっきの妄想シーンがふと頭をよぎる。い、いかんいかん！

「よーしっ！　小野寺ソフィアのマネージャー、いっちょやってやんぜ！」

　その時だった。

「ぷう……」

　斜め前でおかしな声が聞こえた。顔を上げると、智とも花かの顔がハムスターのように膨ふくれている。

　あれ？　俺、何か変なこと言ったか？

「おまえ、どうかしたの？」

「どうもしないけど……」

　どうもしないという言葉とは裏腹に、その頰ほおは更に膨ふくれた。

「えっ、なに？　もしかして、おまえ何か怒ってんの？」

「怒ってないっ！」

　明らかに怒っている。

「怒ってんだろ？　何だよ、言えよ！」

「怒ってないって言ってるじゃないっ！　永と久わのバカっ！」

「あっ！　智とも花かちゃん！」

　そして脇に置いた鞄かばんを手に取ると、そそくさと店を出て行ってしまった。

　いやいやいや、めっちゃ怒ってんじゃんかよ!?

　残ったのは呆あつ気けにとられたポカン顔の三人と、微妙な空気。

「今日はひとまず解散するか……」

　トビオの一声で、俺たちは三々五々帰途についた。

　なんだよ、智花の奴やつ……わけわっかんねえなぁ……。
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「あら、それは恋に決まってるじゃなぁ～いっ♪」

　またしても、なんだかデジャブな光景だ。

　ここは再びハンバーガーショップＡＡＡトリプルエー。友人との集まりからアルバイトまで、なんだか俺は毎日ここにいる気がする。そして今度目の前にいるのは、いつものテリヤキバーガーを頰ほお張ばる美み咲さきさんだ。いつものごとく、バイト帰りに呼び止められたのである。

「その手の話は私プロなのよ？　だから間違いないわ！」

　美咲さんはティーン向けの恋愛小説を書いている有名作家だ。その割に自身の恋愛はからっきしなので、俺は最近この人の恋愛論に信しん憑ぴよう性せいを感じなくなってきている。だから、不信感たっぷりの顔で応戦した。

「だーから、誰だれが？　誰に!?　言っとくけどトビオが俺にっていうネタはもういらねーからな！　ただでさえ学校で噂うわさに……」

「えっ？　噂!?　何なに？　その話、詳しくっ！」

「だぁーっ、もう！　それはいいからっ！　で？　誰が誰に恋なんだよ？」

「だーから！　智花ちゃんがあんたに、に決まってんじゃない。同じことを何回も言わせないで頂ちよう戴だいよ、あんたバカなの？」

「だから何でそうなるんだよっ!?　あいつアイドルに興味が出てきたとか言っておきながら、俺がソフィアのマネージャーをすることになったって決まったらいきなりキレてんだぞ？」

「そんなのヤキモチに決まっているでしょう？　あんたがソフィアちゃんのマネージャーになるのが嫌だった。超シンプルな感情じゃない」

「えっ？　なんでそれでヤキモチ焼くんだよ？」

「あんたって本っ当に鈍いわねぇ。マネージャーとタレントつったら、言わば一心同体でしょう。仕事中はもちろん、移動をするのも食事を取るのも一緒。何なら一日中ずっと一緒にいるのよ？　これがヤキモチ焼かずにいられるかっていう話よ。まして思春期真っ只ただ中なかのヒステリックな小娘なんだから」

　だからその『ヒステリックな小娘』向けの恋愛小説を書いているのはどこのどいつだよ。

「そもそもさぁ、智とも花かが俺にヤキモチを焼くっていう前提がおかしいだろ？」

「あら、どうして？」

「前にも言っただろ？　あいつには好きな奴やつがいるの！　俺は本人から聞いてんだから……」

「それが真実である証拠は？」

　ストローを弄びながら、美み咲さきさんが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ。

「証拠って……本人がそう言うからそうなんだろ？」

「ふふっ。甘いわね。女ってのは、そうそう簡単に真実を言わないもんなのよ。逆説を言えば、『好きな人』なんて高機密情報をあんたなんかに簡単に言うだなんて怪しいわ」

「あんたなんかって、俺は一応あいつの幼おさな馴な染じみなんだぞ？」

　俺は少しムッとして反論をした。

「だからよ。そんな近しい人だからこそ、真実は言わない。女の子の好きな人……それは盾にも矛にもなる魅み惑わくの武器なんだから……ねぇ、永と久わ。その相手、Ａクラスだったでしょう？」

「えっ！　どうしてわかったの？」

「ふふっ。誰だれかさんと一緒ねっ♪」

「えっ!?　誰かさんって？」

　…………俺？

「だぁーーーー！　なんだよもうっ！　女なんてわけわっかんねぇっ！」

「ご乱心ね。思春期くん」

「じゃあそもそもどうしてアイドルに興味が出てきたなんて言ったんだよ～」

「あら、それは敵情視察でしょ？」

「敵情視察？」

　なんだかどこかで聞いた言葉……そうだ、真ま乃のちゃんだ！

　女子は敵情視察ってやつがそんなに好きなんだろうか。

「恋のライバルは美少女な上にあんたの大好きなアイドル『七しち大だい天てん使し少しよう女じよ』の卵！　普通の女の子なら、心配でいてもたってもいられないわよね。智花ちゃんは作戦変更をしたってわけよ。今まではあんたの好きなアイドルにヤキモチを焼いていたけれど、そんなことしている場合じゃないってね。好きな人と同じものを好きになること。それは仲良くなるのに一番の近道だわ。智とも花かちゃんって、案外策士ね」

「ちょ、ちょっと待って！　恋のライバルとかヤキモチとかさ、それって俺がソフィアのことをす……好きっていう前提の話じゃん!?」

「あら、違うの？」

「ち、違う……」

　のか？

　正直、俺はまだ好きな女子というものがよくわからない。「好き」っていうものがどういうものなのか。「かわいい」と思う女子はたくさんいるし、その中で群を抜いているのはソフィアだとは思うけれど、果たしてそれが「好き」ということなのかと聞かれるとよくわからないのだ。

「とにかく俺や智花の好きな相手を勝手に決めるなっつーのっ！」

「ちぇーっ。三角関係になったら面白いのにんっ」

　ちくしょう、本音はそれか！

　美み咲さきさんは口を尖とがらせて、セットのコーラをヂューヂューと音を立てて飲んだ。

「ねぇ、永と久わ」

　そしてそれをテーブルに置くと、ゆっくりとその長いロングヘアを耳にかけて、妙に息を溜ためて言った。

「智花ちゃん、明らかに怒っていたんでしょう？」

「え？　あ、う、うん。見るからにすっげー怒ってたな」

　そして俺がそう答えると、美咲さんは嬉うれしそうに「ふふっ」と笑った。

「いいことだわ。みんなどんどん素直になっているのね」

「どういうこと？」

　美咲さんが何を言いたいのか俺にはわからなかった。

「あと十年もしたらわかるわよっ♪」

　キョトンとする俺に結局答えは教えてくれず、美咲さんはウインクをして「はむっ」とテリヤキバーガーを頰ほお張ばった。
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「え～と、しょれでは……まずは課題をわしゅれないように……あっ、しょれと……」

　嚙かみ嚙みキングの「みずたん」こと担任の水みず田たは、眼鏡を上げ下げしつつ必死に連絡事項の書かれたプリントを読み上げている。

「……あれ？　あのお知らしぇはどこに書いてあったかな……？　えーと、えーと……」

　老眼で小さな文字が見えないのだろう。顔から距きよ離りを離はなした状態で、手に持った数枚のプリントをペラペラとめくった。

「あ～もう、早くしろよ～」

　そのもたもたした様子にイラ立ち、俺は思わず小さな声で呟つぶやく。みずたんの要領の悪さはいつものことであるが、今日は特にそれが癇かんに障った。

「ああ、あったあった……えーと……最近、自転車での事故が多発しているとのことでしゅ。みなしゃんくれぐれも気を付けるように。以上っ！」

　みずたんは話の最後を必ず「以上っ！」で締しめくくる。でも俺は、それを聞く前に教室を飛び出した。




「おはようございまーすっ」

　俺はうきうきと弾んだ声で、ＳＨＩＤＯプロダクションの事務所のドアを開ける。デスクに座りキーボードをカチャカチャ言わせていた数人のスタッフが、こちらをちらりと振り向き挨拶を返した。すぐにカチャカチャという音が復活する。始めはこのいかにも仕事場ですという雰囲気に慣れなかったけれど、今はもう平気だ。朝昼夜に関わらず「おはようございます」と言う挨拶だって、板についたものである。

　今日はレッスンスタジオでの「何でも屋」業務の日だった。

「さぁ～て、今日もやるぞ～！」

　俺は肩を回して張り切る。七しち大だい天てん使し少しよう女じよファンである俺にとって、週に数回のこの仕事はとても大きな存在となっていた。だってスタジオへの扉を開ければ、憧あこがれの天使たちがすぐそこにいるのだ。

　こんな幸せがあるだろうか？

「おっはようございまーすっ！」

　幸せを嚙かみ締めながら、天国への扉を開ける。その声に、天使たちが振り向いた。

「あっ、佐さ藤とうさん。おはようございます」

　にっこりと微笑ほほえみかけるゆりりんに癒いやされ、

「おっは～！　今日もよろしくなっ、永と久わ！」

　元気いっぱいな真ま乃のちゃんにパワーを貰もらう。

「永久お兄ちゃ～んっ！　がうっ☆」

　チビッ子うりたんは俺の足にじゃれついて、

「今日もお掃除よろぴく～！」

　えーこ姉さんは無自覚にその巨乳を近づける。

「あら、今日もいいケツしているのね」

　そして小さ夜よ子こさんにケツを触られた。

「わああああっ！　だからなんでいつもケツ触るんすか！」

「ほんの挨拶よ。握手みたいなものね。少年の締しまったお尻が大好きなの」

「アイドルがサラっと何言ってんすか」

「いいのよ、私はもう成人しているのだから」

「そういう問題じゃないでしょうがっ！」

「ケツを触る件に関してどういう問題が起こるのかはよくわからないけれど。あ、そうだ。紫し藤どうさんからの伝言を預かっているわ。後で君に用事があるって。レッスンが終わったらソフィアと一緒に会議室に来い、だそうよ」

「用事？　なんだろう？」

「さぁ、なにかしら。紫藤さんと君と二人っきりなのだったらともかく……ふふふふ……」

　何がともかくなのかは知らないが、妄想の世界に入ってしまった小さ夜よ子こさんはひとまず放っておくことにした。

「永と久わ～！　おっはよ～！」

　すると聞きなれた声で呼び止められる。ソフィアだった。憧あこがれのアイドルだらけであるこの状況は、仕事とはいえやはりまだ緊きん張ちようしてしまう。そんな中にクラスメイトのソフィアがいることは、なんだかとってもホッとした。

「おはよう、ソフィア。今日はレッスンなんだね」

「うんっ！　本当ならね、候補生は七しち大だい天てん使し少しよう女じよメンバーの練習には入れないんだけれど、私はＣＭの件があるから特別なんだって。早く覚えないといけないことがたくさんあるからって。みんな歌もダンスも上手だから、ついていけるように頑張らなくっちゃ」

「そっかぁ。なんかすげえな！　頑張れよ、ソフィア！」

「うんっ！」

　ソフィアは満面の笑みで頷うなずく。やっぱりかわいいなぁ～……なんて見み惚とれていたその時だった。

「いってええっ！」

　今度はケツを蹴けられた！

　一いつ瞬しゆん小夜子さんが舞まい戻ったのかと思ったが、あの人はそんなことはしない。恐る恐る振り返るとそこにいたのは、

「ちょっとあんた邪じや魔まよっ！　どきなさいよっ！」

　ツインテールと真っ赤なロリポップキャンディ、Ａｎ様こと紫藤あんずだった。

「な、何も蹴ることないだろ!?」

「あたしの行く手を阻んだことへの制裁の意味も含めてよ」

　あんずは相変わらずの舌ったらずな口調で、どう猛なチワワのようにキャンキャンと吠ほえた。

「あんたもっ！」

　そして今度はキッとソフィアの方を睨にらむと、

「ふっ！」

　彼女はそのあまりの迫力に気をつけの姿勢を取った。

「特例で七しち大だい天てん使し少しよう女じよのレッスンに参加させてやってんのよ。こんなとこでペラペラ喋しやべってんじゃないわよっ！　お兄ちゃんのお気に入りだからっていい気にならないで頂ちよう戴だいっ！」

「ご、ごめんなさい。あんずちゃん」

「気安く呼ばないでっ！　あたしはあんたの先せん輩ぱいなんだからねっ！」

「ご、ごめんなさい」

「ふんっ！」

　どう猛なチワワはツインテールを翻ひるがえすと、プリプリ怒りながら去って行った。

「はう～～なんだかあんずちゃんを怒らせてしまったみたい……」

「気にすんなよ。あいつはいつもああだからさっ」

「何か言ったかしら？」

「わぁっ！」

　てっきりもう行ってしまったと思ったあんずの顔が真下にあり、俺は大声を上げてしまった。地獄耳とはまさにこのことである。

「あたしはこんなとこでお喋りしてるなって言ったのよ。聞こえなかったってんならその耳元でもう一度大声で言ってあげてよ？　鼓膜が破れるくらいにっ！」

　そう言ってあんずは、まだ包みを開けていないロリポップキャンディの先っちょで、俺のほっぺたをぐりぐりとなぶった。

「いてててて……ご、ごめんなひゃいごめんなひゃい……」

　背の低いあんずは、手をグーにしてキャンディを握り、かなりの背伸びをしている。そこまでして俺にこの行為をする必要があるのかと突っ込みたいところではあるが、強烈なぐりぐりに負けて声が出なかった。

「いい？　あたしはこういう友達同士の馴なれ合いが一番嫌いなの！　覚えておきなさいっ！」

「ふ、ふわい……」

　ほっぺたが貫通するかと思うほどの力に耐えながら、かろうじて返事をした。

　ったくよう……そんなに怒ることないよなぁ……。
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　俺は皆への挨拶を終えると、スタジオを出て休きゆう憩けい室へと向かった。

「ちくしょう。あんずの奴やつ、思いっきりやりやがって……ちょっと喋しやべっただけだろ……」

　ヒリヒリするほっぺたを押さえながら、ドアを開ける。

　バタン。

「え？」

　そこには今まさに上着を脱いでいる途中の、上半身裸の女の子がいた。真っ白で細い背中が覗のぞいている。

「わ、ご、ごめっ！」

　まさかこんな所で着替えている子がいるとは思わず、慌ててドアを閉めようとした俺を、その女の子が制した。

「いや、別に閉めなくていいけど」

　そしてロングヘアを翻ひるがえして、なんとその女の子は振り返った。え、そ、そんなことしたら見えて……!?

「え、ちょ、まっ……あれ？」

　よーく見ると、こちらを向いた裸の上半身は俺がよく見慣れた形状をしていた。

「何慌ててんの？」

　くりくりとしたロングヘアの女の子……ではなくロングヘアのウィッグをかぶった男の子、もとい男の娘こが、冷静な口調と冷たい視線で俺を見つめていた。

　かおるんこと国くに本もと薫かおるである。

「な、なんだ。おまえかよ。びっくりさせんなよ……」

「だって俺が更衣室で着替えるわけにはいかねーじゃん」

　それもそうか。

　しかし男だとわかってはいても、どうもこの格好は見ていて落ち着かない。ボリュームのあるくりくりとしたロングヘアが、うまい具合に胸元を隠しているからだろう。またこいつが女の子みたいに華きや奢しやで色白なんだよな。

　あれ？　な、なんかドキドキしてきた……っていやいやいや！

　倒とう錯さく的な世界に目覚めてしまいそうになった俺は、違う話題で誤ご魔ま化かすことにした。

「ところでレッスンでもウィッグかぶってんのか？」

「当たり前だろ。ライブと同じ状態でやらなきゃ意味がない」

「そっか……」

　ウィッグをかぶりながらあんなに激しいダンスをするのは、きっと大変なんだろうなとふと思う。しかしここまでしてこいつがアイドルをやりたい理由はなんなんだろう？

「なぁ、おまえさ。なんで女装してまでアイドルになりたいって……うわっ」

　尋ねようとしたその時だ。かおるんが急に顔をぐっと近づけて、俺の左頰ほおを親指の腹で撫なぜた。

「なっ、なにすんだよ！」

　顔だけを見ればあのＡｎ様に次ぐ美少女人気アイドル、第二天使ガブリエルのかおるんである。理性では男だとわかっていても、こんな風にされてしまうと心臓がバクバクした。

　ああ、男の心ってのはどうしてこう視覚からの情報に弱いのだろう。まったくもって浅はかである。

「どうしたの、ここ？　赤くなってるけど」

「あ、ああ。これか。さっきあんずにやられたんだよ」

「ふうん」

　俺はさっきの顚てん末まつを話した。

「Ａｎ様、おまえや小お野の寺でらみたいなタイプ嫌いそうだしな」

「えっ。どうして？」

　俺はともかく、ソフィアを嫌う理由がよくわからなかった。

「なんていうの？　なんか……軽いじゃん」

「軽い？」

「お気楽っていうの？　Ａｎ様はそういうの嫌いだよ。人一倍、アイドルにプライド持ってるからね」

「俺たちだって持ってるよ！」

「実際のことはどうでもいいよ。Ａｎ様にとってそう見えるんならそうなんだよ。俺はさ、Ａｎ様のそういう所を尊敬しているからあんたの味方はしないよ」

　そう言ってかおるんはレッスン用のＴシャツを着た。ビビッドなピンク色のこのＴシャツは、ＺＩＰＰツアーにてアンコールの時に着ていたものだ。頭を通すと、Ｔシャツの中に入り込んでしまったロングヘアを肩に流す。その仕草は女の子そのものだった。

「おまえ、Ａｎ様のことすげえ好きなのな」

「紫し藤どうくんのことも好きだよ。こんな風にアイドルになることを許してくれた人だからね。熱意があるなら関係ないって言ってくれた。その考えは妹のＡｎ様も同じ。こんな俺に分け隔てなく接してくれた。あの二人にはすごく感謝しているんだ。そのＡｎ様がそんな風に怒るんだとしたら、あんたたちの熱意が伝わってないんじゃない？」

「そ、そうなのかな……」

　熱意……。

　俺もソフィアも真剣に七しち大だい天てん使し少しよう女じよに向き合うって決意したつもりだ。でも、まだ何かが足りないのかな……？

「さて、と。もう行くからどいてくんない？」

「あっ、ごめん」

　俺は塞いでいたドアの前を開ける。去り際にかおるんが言った。

「アイドルになる理由ってさ、二通りあると思うんだ」

「二通り？」

「一つは自分のため。そしてもう一つは誰だれかのため。ちなみに俺は後者。あ、あとこれ。さっきの質問の答えだから」

「えっ、そうなの!?　あっ、ちょ、ちょっと待ってよ！」

　呼び止める間もなく、バタンとドアを閉められてしまった。

　かおるんがアイドルになった理由……それはいったい誰だれのためなんだろう。そして、トビオやあんずに対して特別な思いがあることも知った。

　ここに来て一番実感したこと。

　それは、七しち大だい天てん使し少しよう女じよメンバーそれぞれが、みんな色んな思いでアイドルをしているってことだ。その思いに出会うたび、身が引き締しまった。

「よしっ……俺もやるかっ！」

　そしておもむろにモップを手に取ると、掃除に取り掛かった。
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「違うっ！　名刺交換は右手で差し出して左手で受け取るんだよっ！　何度言ったらわかるんだっ！」

　数時間後。今度は俺はツインテールチワワの兄に怒られていた。

「ったく……もう一度っ！」

　この冷たく厳しい感じは、さしずめ金持ちが飼っているドーベルマンといったところだろうか。

　小さ夜よ子こさんが言っていたトビオの用事とは、顔合わせのための打ち合わせと俺のためのビジネス研修だった。

「受け取ったら『頂ちよう戴だい致します、よろしくお願いします』だろ!?」

「はいっ！　すみませんっ！」

「ったく……この程度のビジネスマナー、常識だぞ!?」

　アシンメトリー前髪ドーベルマンは、妹とはまた違ったタイプの凶暴っぷりである。

　一般高校生男子にとっては常識じゃねえよ……。

　ギリギリと歯ぎしりをしながら、俺は心の中で悪態をついた。

「もういい。とりあえず明日までにこの本を読破しておけ」

　渡されたのは『救いようのないバカでもわかるビジネスマナー』という本だった。

「…………ありがとう」

　なんていうか、他にもビジネスマナーの本はたくさんあったと思う。

「ああ～～もう疲れたっ！　休きゆう憩けいしようぜ、休憩！」

　慣れない行為とトビオのしごきにより、俺は疲れ切っていた。そばにあった椅子に腰掛けると、いかにも会議室にありそうな無機質なテーブルに突っ伏す。

「あっ、コーラでも飲まねえ？　俺買ってくるからさ！」

「さぁ、次はＣＭ撮さつ影えいに関する打ち合わせだ」

　まるでそこにいないかのようにスルーされる俺。仕方なくトビオの持つタブレット端末を覗のぞき込んだ。

「まずこれを見てくれ」

　画面に映っていたのはレトルトカレーの写真だった。パッケージには『エンジェルカレー』と書かれている。主婦系高校生男子である俺は、たまの手抜き用としてレトルトパウチ食品にもかなり詳しいが、この種類は初めて見た。

「これはホーム食品が新しく発売するレトルトカレーだ。見ての通り商品名にエンジェルが付くことと、ターゲット層がうちのファン層ともかぶる中高生であることから、今回小お野の寺でらに白羽の矢が立った。たまたまコンセプトが『試験や受験勉強の合間に食べるおやつや夜食』というものだったので、勉強を頑張る学生たちと候補生として頑張るアイドルのイメージが重なり、候補生から異例の抜ばつ擢てきとなったんだ。小野寺は本当に運がいいよ。しかも今回それを撮とるのは、新進映像クリエイターの新しん條じようマモルだ！」

「ええーっ！　あの新條マモル!?」

　新條マモルとは、今もっとも人気と勢いのある若手映像クリエイターである。しかもただの若手ではない。その年ねん齢れいはなんと十七歳！　俺たちと同じ、高校生なのだ。ＣＧを駆使した極彩色の独特な仮想世界を舞ぶ台たいにした、しかし見た目の奇抜さだけではない奥深いストーリーの作品は、若者に絶大な支持を受けている。

　しかも腹の立つことに、若くしてそんな才能を持ちながらこいつは超イケメンなのだ！

　もちろんランクはＡ。天は二物を与えずというのは、まったくもって間違っている。天はイケメンには甘く、二物も三物も与えるものなのだ。神様ってのは、きっと女なんだろう。

「まさかあいつがＣＭの仕事を受けるとはな。普段から種を撒まいていた甲か斐いがあったよ」

「知り合いなのか？」

「少しな。しかし新條マモルをあててきたということは、ターゲットを本当に中高生に絞っているということだろうな」

「えっ？　どういう意味？」

「新條マモルはその才能と耽たん美び的なルックスから、若くしてサブカルをこじらせた女子中高生に大人気だ。男女の中高生を取り込み、なおかつ話題性もある」

「確かに人気クリエイターと、候補生とはいえ人気アイドルのメンバーのコンボだもんな」

「それだけじゃない。天才映像クリエイターと天才プロデューサーという天才Ａランク高校生コンビのコラボレーションでもあるんだからな」

「…………」

　じ、自分で言うか。

　思わず突っ込みたかったけれど、真顔でいけしゃあしゃあと言うあたりこれは突っ込んではいけないのであろう。

「というわけでこの仕事は小お野の寺でらにとってそれくらい大きな仕事でありチャンスなんだ。マネージャーのおまえは責任重大だぞ。心して従事しろよ？」

「わ、わかったよ……」

　そう言われると、途端に緊きん張ちようしてくる。

「じゃあスケジュールの確認だ。まずは顔合わせ。これは簡単に言うとスタッフやタレントなど全員が挨拶をする場だ。ただの挨拶だと思って気を抜くなよ。ここでの第一印象が肝心なのだから。言い換えれば、この場の印象が悪かったせいで仕事を降ろされることだってある」

「お、おう……」

　俺は姿勢を正し、トビオが説明するスタッフの名前と役割、簡単な相関図なんかをメモにとった。この相関図とやらが重要で、その上下関係をしっかりと把握して対応しなければいけないらしい。大人の世界ってやつは大変なんだな……と思ったが、このランク社会では俺たち学生も似たようなものかと思い直した。

「ま、こんなところか」

　相関図を説明し終えて、トビオはタブレット端末の画面を閉じる。そして、今度はソフィアの方に視線を移して言った。

「ところで小野寺。顔合わせに着ていく私服のことなんだが……」

「ふっ？」

　巷ちまたの流行にまったく興味がなく、難しい話が嫌いなソフィアにとっては、今の二人の会話はさぞかしちんぷんかんぷんだったことだろう。まったくもって油断し、鼻歌まじりで余ったメモ用紙に落書きをしていた彼女は、いたずらを見つかった子猫のように飛び上がった。

「な、ななななぁに？」

「小野寺は……いつもそういう……なんていうか……カ、カジュアルな格好なのか？」

　トビオが珍しく言いよどむ。思いがけないことを指摘され、ソフィアは上から下まで自分の服装を見直した。

　今日のソフィアの格好は、白のＴシャツにジーンズ生地のオーバーオールスカートだった。足元はピンクのスニーカーである。

　そりゃあ分類をするなら確かにカジュアル…………ん？　カジュ……アル？　カジュアルっていうよりは…………ぶっちゃけ…………少しダサい。

　しかもそのオーバーオールの下に着たＴシャツには、よく見ると英語で『Ｉ　ＬＯＶＥ　ＮＥＷＹＯＲＫ』と書かれている。いやいや、おまえに流れているのはロシアの血だし、それで『Ｉ　ＬＯＶＥ　ＮＥＷＹＯＲＫ』って色んな意味でツッコミ所満載だよ！

「うん、だいたいいつもこんな格好だけど……変かなぁ？」

「い、いや……変というわけではないんだが……」

　珍しくトビオの言いたいことがとてもわかる。確かに今まで何回とソフィアの私服を見てきたが、三回に二回くらいの確率で「ん？」という時がある。素材がいいのでそこまで気になるダサさというわけでもないし、うっかりすれば見逃してしまう程度のダサさではあるが、こうしてまじまじと見てみるとやっぱり少しダサい（ちなみにその三回に一回のダサくない格好というのは、シンプルなワンピースやＴシャツにジーパンなどの無難な格好だ）。

「せっかくの顔合わせだし、もう少し……なんていうか……おしゃれをして行った方がいいかもしれない」

「おしゃれ？」

「ああ。洋服も印象を左右する大切なアイテムだからな。アイドルらしく、かわいいものがいい。おしゃれさもアピールできれば、ファッション系の仕事も来るかもしれないしな」

「おしゃれ……あっ！　シンディさんに貰もらったスパンコールのドレスでいいかな？」

「それ以外で頼たのむ」

「ふにゃあ……」

　ソフィアはがっくりと肩を落とし、「おしゃれとは～……」と呟つぶやくとしょんぼりした。
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「マジ助かったぜ！　サンキューな！」

「ううん。気にしないで。えっと……紅茶でいいかな？」

「おっ、おかまいなくっ」

　白いレースのカーテンと、ピンクを基調としたかわいらしい小物が並ぶ部屋に、俺と智とも花かと、そしてソフィアが座った。ここは智花の部屋。今日は二人で智花の家にお邪じや魔ましているのだ。

「でも、ちょうど紅茶によく合うクッキーを焼いたから」

「えっ？　クッキー!?　じゃ、じゃあ、おかまい下さいっ！」

「ぶっ。なんだよ、その日本語！」

「ええ？　へ、変かなぁ～？」

　しょんぼりするソフィアにクスリと笑いながら、

「じゃあ、ちょっと待っていて」

　智花はキッチンへと向かうために階段を降りた。二人きりになったソフィアと思わず顔を見合わす。主あるじなき人様の部屋というのは、何だか気まずい。そうでなくとも、ここは幼おさな馴な染じみとはいえ女子の部屋なのだ。

　そう、女子の部屋。

　それは久しぶりに来て、一番に思ったことだった。小学校の高学年くらいまではよく遊びに来ていた気がする。五年生の時、母親が死んだ俺を何かと気遣ってくれたのだ。両親がいない時に、台所をこっそり使って料理を教えてくれた。

『大丈夫だからね！　永と久わには私がいるんだから！』

　そんなことを言っていたっけ。

　年の離はなれた妹のいるあいつは、一人っ子の俺と違って、当時は妙に大人びてしっかりとしていた。そう、いかにも「お姉ちゃん」といった感じ。だけど本当の性格はのんびり屋で少しドジなんだ。今ではすっかりそっちの性格が勝っている。そう思うと、もしかして当時はちょっと背伸びしていたんだろうか、なんて少し思ってしまった。

　智花の家に来なくなったのは、いつくらいの頃からなんだろう？

　ふと、本棚にある雑誌が目に入る。ティーン向けの大人気ファッション雑誌『ストロベリィティーン』が並んでいた。そうだ、思い出した。

　あれは中学二年生くらいの時だっけ。あわや補習の危機となった俺に勉強を教えるため、あいつは俺を家に呼んだ。とはいえ、智花だって勉強が得意なわけではない。俺が課題をサボらないように横でガミガミ言うだけの、いわば監かん視し役である。そんな風だから俺はすぐに飽きてしまったんだ。

「あ～もうギブ！　あっ、ねぇなんか漫画貸してよ」

　そう言って、本棚に手を伸ばした。そこに、見慣れない雑誌が置いてあった。

「なんだこれ？」

　それは今思えば『ストロベリィティーン』の妹雑誌である『キューティーレモン』だった。およそ中学生とは思えない大人っぽい美少女が、着崩した短いスカート丈の制服で微笑ほほえんでいる。ちょうど二月号だったこともあり、見出しには『絶対成功！　ドキドキバレンタイン作戦』という文字が躍おどっていた。俺はなんだか見てはいけないものを見てしまったようで、慌ててその雑誌を元に戻したのを覚えている。

　それ以来だ。俺は急にここが「女子の部屋」なんだって思って、あいつの家に行くのがなんだかとても恥ずかしくなってしまったんだ。

　そして雑誌が『キューティーレモン』から『ストロベリィティーン』に変わったように、智とも花かの部屋の様子もあの頃とはまた随分変わっている。あそこに置いてあるのは香水だろうか？　なんていうか、より女子っぽさが増しているようだ。

「智花ちゃんのお部屋、かわいいね！」

　ソフィアに話しかけられて、ノスタルジーから我に返る。

「あ、ああうん。そうだな」

「ピンクがいっぱい！」

　そう言って目をキラキラさせながら、キョロキョロと辺りを見回している。そう考えると、ソフィアの部屋とは大違いだ。いや、あいつの部屋は独自ラインを走りすぎているのでたいていの女子とは大違いになるであろうが。すると、

「お待たせ」

　カップをカチャカチャと言わせて智花が戻ってきた。かぐわしい紅茶の香りと、クッキーの甘い香りが部屋に漂い、俺とソフィアは思わず深呼吸する。

「わぁー！　いい匂～いっ♪」

「これ、紅茶のクッキーなのよ」

「紅茶のクッキー!?　すごーいっ！　はむっ……おいしーいっ！」

　目をまんまるくして感動するソフィアを見て、俺も思わず手を伸ばす。紅茶のクッキーというものを食べるのは初めてだ。その味は正直を言うと俺には少し上品過ぎたけれど、売っているクッキーに負けないくらい、いやそれ以上においしかった。ただ甘いだけではなく、色んな香りと味が交こう錯さくした紅茶のクッキーは、どこか智花のイメージに似ていた。

「ほぅ～～」

　おいしいクッキーに舌鼓を打ち、紅茶をすすって至福のため息をつく。一息ついたところで智花が口を開いた。

「で、お洋服のことなんだけど……」

　そうだった！

　あまりにまったりとしすぎて、本題を忘れていた。今日は、顔合わせ用の衣装を借りに智花の家にやってきたのだった。

「まずどんなのがいいのかしら？」

「トビオが言うには……地味過ぎず派手過ぎず、それでいてアイドルらしいかわいらしさを醸かもし出す服装、とのことなんだけども……」

「うーん……難しいね。単純にかわいらしさを出すのなら、私はやっぱりワンピースがいいと思うんだけれど……」

　ワンピース！

　俺の男子的アンテナがビビッと立つ。ぶっちゃけワンピース姿の女子は俺の大好物だ。ソフィアのアバターのデフォルト衣装は抜群にかわいかった。

「小お野の寺でらさんはどんなのが好き？」

「ふ？　どんなの？　どんなの……」

「例えば……私はふんわりしたシフォンワンピなんかが好きなんだけれど……」

「シ、シフォンはケーキしかわかりましぇん……」

「じゃあ雰囲気とか。カジュアルなのかクールなのか……あっ、小野寺さんだったらリバティプリントなんて似合うんじゃないかなぁ？　それで形はＡラインがいいと思うんだけど……あっ、ちょっと待ってて！」

　ワンピースってそんなに種類があるのかよ？

　呪文のようなファッション用語のオンパレードに、俺はまったくついていけなかった。

「この中だったら、どんなのが好みかしら？」

　取り出したのは本棚にあった『ストロベリィティーン』。

　そこには『先取り！　夏モテガーリーワンピース大特集！』と銘打たれた特集ページがあった。半袖やノースリーブのワンピースに、生足や黒ニーソの美少女たちがたくさん微笑ほほえんでいた。俺も思わず覗のぞき込む。どれもこれも魅み力りよく的だ。

「あっ、これかわいい！」

　そんな中ソフィアが指したのは、水色と白のチェックのワンピースだった。

「ギンガムチェック！　いいわね。カジュアルだけどかわいいし、小野寺さんにぴったりかも」

　これはチェックの中でもギンガムチェックというらしい。

「でも、ちょっとカジュアル過ぎかしら。ちゃんとした挨拶の場なら、タータンチェックくらいの方が落ち着いていていいのかも……」

　そしてチェックにも様々な種類があることを知る。しかし智とも花かがそんなにファッションに詳しいというのは意外だった。

「タータンチェック？」

　それはソフィアにとっても初耳だったらしく、首をかしげる。

「んと……例えばこういうのかな？」

　智とも花かが指したのは、ベージュに黒のチェックのキャミソールワンピースだった。胸もとには同じ柄の大きなリボンが付いている。

「わ！　これもかわいいっ♪」

　そしてこれもソフィアは気に入ったようである。

「これだったら、似たようなワンピースを私、持っているの。色はグレイだけれど、同じキャミソールワンピだし、この上からカーディガンやジャケットを羽織ると上品なイメージになってかわいいの。これでよければ小お野の寺でらさんに貸すわ」

「本当っ？　ありがとう、智花ちゃんっ！」

「でも一度着てみた方がいいかも。キャミソールワンピって、割とサイズがきっちりしているから」

「そ、そっか！」

「じゃあとりあえず試着してみようか。えっと…………」

　智花とソフィアが、二人して同時に俺の顔をじっと見る。

「え？　あ、は、はいっ！　俺は外に出てまーすっ！」

　俺は慌てて智花の部屋から出ると、バタンッと勢いよくドアを閉めた。




　とはいえ……。




「これどうやって着ればいいの～？」

「着せてあげるから。えっと、まずはこれを脱いで……」

「ねぇねぇ、うしろのチャック閉めて～届かないよう～」

「しょうがないなぁ」

「ありがとう！　あっ、ねぇ！　智花ちゃん！　着替えっこしようよう～っ♪」

「えっ？　わ、私もっ!?」

「うんっ！　ほらほら、脱いで脱いで～♪」

「やんっ。は、恥ずかしい……」

　シュルシュルという衣きぬ擦ずれの音に交じって、二人のそんな会話がドア越しに漏れ聞こえ、俺はなんだかいけない気分になってきてしまった。

　ど、どこかに行った方がいいのかな……。

　ドア一枚越しとはいえ、女子が着替えている部屋の前で待っているというのもおかしい気がしてきた。女子同士の積もる話もあるだろうし、小一時間ほど近所を散歩でもしてこようとクルリ向きを変えたその時だ。

「あっ！　永と久わ兄にぃ！」

「わっ！」

　まっすぐな黒髪のサイドを、片方だけシュシュでハーフアップにした、制服姿の女の子が階段を上がって来て、出会い頭に声を掛けられた。大きく開かい襟きんされた白シャツには赤いリボン。そして同色のチェックのスカートを穿はき、腰にはカーディガンが巻かれていた。かわいいけれどちょっと派手な中学生に名前を呼ばれ、俺は戸惑う。

「えっ、だ、誰だれだっけ？」

「やだなぁ～永と久わ兄にぃ！　私だよ！　ほ・の・かっ♪」

「あ、ああ！　穂ほの花かちゃん！」

　黒くろ谷たに穂花。

　中学一年生になる、智とも花かの妹だった。そういえば俺のことを「永久兄ぃ」だなんて呼ぶのは、穂花ちゃんしかいない。すっかり大人っぽくなっていたのでわからなかった。

「なんだか変わったねぇ～」

「へへ～かわいくなったっしょ？」

　智花とは正反対で、もともと明るくハキハキした性格の子ではあったけれど、久々に会った穂花ちゃんは、それとはまた違った魅み力りよくを醸かもし出していた。男子高校生の俺に、物もの怖おじしないどころか、人懐なつっこく話しかけてくる。見た目も、まるで『キューティーレモン』に出てくるモデルみたいだ。この着崩した制服も、そういう雑誌の真ま似ねをしているのだろう。女の子って、本当に短期間で変わってしまうんだなぁとあらためて思う。

「で、永久兄ぃはどうしてウチにいるの？」

「え、ちょ、ちょっと……」

　どう答えたものかと、言いよどんだのがまずかった。流れた月日は、見た目や雰囲気だけでなく、穂花ちゃんをませた女の子にも変えてしまったらしい。急に悪戯いたずらっぽい顔をしてこう言ったのである。

「もしかして…………お姉ちゃんと付き合ってんのっ!?」

「ち、違うよっ！」

　俺は慌てて否定するも、それがかえって怪しく見えてしまったらしい。

「あーっ！　赤くなってる!?　やっぱりラブラブな感じなんだっ！　おねえちゃーんっ！」

「えっ、あっ、い、今開けちゃダメェェェ～～～～！」

　呼び止めるも時すでに遅し。

　バンッ！

「え？」

　ドアを開けた穂花ちゃんがキョトンとした。

　部屋の中には、今まさに着替えっこの最中である智花とソフィアがいるはずである。見てはいけないと思いつつも、つい一いつ瞬しゆんだけ視線が部屋の中へと向いてしまった。

「あ」

　そして視界がはっきりとそれを捉えた瞬しゆん間かん、俺は思わず小さく声を上げてしまった。そこにいたのはあられもない姿の二人。スカートこそ制服のままであったが、今から着替えるべき洋服で隠されたその上半身は……明ら……かに……下着姿……？

　その瞬間だった。

「きゃああああああっ！」

　状況を把握した智とも花かが、真っ赤な顔になって叫び声を上げた。ソフィアはあまりの驚おどろきに声も出ないといった様子で口をパクパクしている。

「お姉ちゃん、何やってんの？　てか、この人誰だれ？」

　そう言っているのだから明らかに穂ほの花かちゃんがドアを開けたことはわかるだろうに、

「永と久わのバカッ！」

　智花はそう大声で叫ぶと、ものすごい勢いでドアを閉めた。

　お、俺じゃないっつーの…………。

　しかも……穂花ちゃんが邪じや魔までほとんど見えなかったし！




　その後は智花の誤解を解くのが大変だった。「まぁまぁ」と何な故ぜか穂花ちゃんが仲裁に入りなんとか丸く収まったが、俺は終始「バカ」だの「変態」だの罵ののしられ、ＨＰをかなり消費した。そして一番残念だったのは、そんな目にあったにも関わらず、智花のワンピースのサイズがどれもソフィアに合わなかったことである。
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「ど、どれもぶかぶかで……」

　人差し指をすり合わせてもじもじとするソフィア。

　えっ？　ぶかぶか？　丈が短いとかならともかく体型はそこまで違わないような……と、二人を見比べてふとあることに気付く。

「あ」

　いけないとは思いつつも、胸もとで止まる視線。

「あーそっか！　お姉ちゃん顔の割におっぱいでっかいもんねっ！」

　そして心の中に留とどめておこうと思った言葉を、穂ほの花かちゃんがさらりと言ってのける。しかも顔の割にってなんだよ、そもそもおっぱいでっかい顔ってなんだよっ！　色々と突っ込みたいことはあったが、そんなことよりもそんなことを言われた智とも花かである。

　案の定、智花は恥ずかしさと怒りで一気に真っ赤になり、

「もうっ！　バカッ！」

　そして案の定、俺がビンタをされた。

　だから、なんでやねん。

　疑問と痛みに打ちひしがれながら、こんなことならもっとしっかり見ておくんだったなぁと思った。




　　　　　　　　　　　　＊




「うげっ。女の子の服ってこんなに高いの!?」

　胸の大きさが合わず智花の洋服が借りられないというまさかの事態に、「じゃあ俺がいっちょプレゼントでもしてやるかぁ！」と意気込んでデパートに来てはみたものの、一番最初に入った店で一着目に手に取った洋服の値段を見て一気に絶望した。

　智花の部屋で見た『ストロベリィティーン』の中から、一応いくつか洋服のブランド名は記き憶おくしていた。ただぼんやりかわいいモデルの女の子を見ていたわけではないのである。

　そのいくつかをネットで検索し、こうしてデパートまで来てみたわけであるが、とても俺の小遣いで買えるようなものは売っていなかった。

「こんな高いもんがどうして中高生向けの雑誌に載ってんだよ～」

　もしかすると、女子は女子でおしゃれをする権利というものはＡランクの金持ちに限られているのかもしれないとふと思った。

「はぁ……やっぱり何でも金かぁ……」

　悩んでいたって金が沸いてくるわけではない。俺はくるり踵きびすを返すと、店を出た。

「う～ん……やっぱり近所のスーパーで探すかぁ。もしくは商店街の『ファッション中なか村むら』に行こう。あそこならある意味で同じものがあるかもしれない……」

　ブツブツと独り事を言いながら歩いていると、とあるディスプレイが目に入った。

「わ！　かわいい……」

　それは水色ギンガムチェック（このデザインの名前は覚えた）のワンピースだった。スカートと袖がふんわりしていて、胸もとは白い大きな襟えりで、ブラウスを重ね着したようになっている。ソフィアが「かわいい」と言ったデザインによく似ているが、それよりももっと凝こったデザインだと男の俺が見てもわかった。

「今年の流行なんですよ。パフスリーブ」

「わぁっ」

　あまりにジロジロと見ていたので、ショップ店員のお姉さんに話しかけられてしまった。

「あ、ああ、そ、そうなんですか」

「ボタンもくるみボタンになっていて、すっごくかわいいでしょう？」

「は、はい。か、かわいいです」

　くるみボタンとは何だ？　わけのわからないファッション用語を連呼されて冷や汗が出る。

「彼女へのプレゼントなのかな？」

「え、いえ、そ、そんなんじゃ……」

　息もつかせぬお姉さんのセールストークにしどろもどろしていると、店の奥からキャンキャンとしたカン高い女の子の声が聞こえた。

「ちょっとぉ～この店は店員いないわけぇ!?」

　うわっ……なんだかタチ悪そう……。

　ジャンルは違えど俺も接客業をしているので、この手のお客がどれだけ面倒くさいかはわかっているつもりだ。そして見る限り、店員は今このお姉さんしかいない。なので、

「あ、どうぞ。俺のことはいいんで、行って来て下さい」

　と気遣った。お姉さんは申し訳なさそうに何度も頭を下げると、声の主の元へと向かった。お姉さんは大変だろうけれど、できればゆっくりと見たかったので助かった。

　厄介そうな客よ、ありがとう！

「さてと……このワンピースのお値段はっと…………うげえっ！　よ、四万円!?」

　やはりとは思ったけれど、このデパートに俺が買える代物など存在しないらしい。

「はぁ……」

　ため息をついて店を後にしようとしたその時だった。

「じゃあそこからそこまでの服、ぜーんぶ頂ちよう戴だいっ！」

　という、随分と羽振りのいい台詞せりふが聞こえてきた。しかもさっきの厄介な客が発した声のようである。あの横柄な物言いは、金持ちだからこその態度だったのか。その証拠に、困り顔で向かったはずのお姉さんが、

「ええっ！　ぜ、全部ですか？　ありがとうございますっ！」

　と嬉き々きとした声を上げている。この世の中、金さえあれば色んな理不尽がまかり通ってしまうのだ。ちくしょう！

　しかし声だけを聞くと随分と幼い女の子のようである。いったいどんな人物なのだろうと、好奇心から少しだけ店内を覗のぞいてみた。

「うげっ！」

　そして瞬しゆん時じに後悔をする。そこにいたのは…………

「お金は全部パパが払うから、コンシェルジュにＳＨＩＤＯプロダクションに連絡するよう伝えておいて」

　七しち大だい天てん使し少しよう女じよのトップアイドル、紫し藤どうあんずだった！

　うわっ、やべっ！

　バレないうちに帰ろうと踵きびすを返したが時すでに遅く、同じく店を出ようとしたあんずに声をかけられてしまった。

「ちょっとあんたっ！　こんな所で何してんのよっ!?」

　すごい力で、グイッとシャツを引っ張られる。こんなに華きや奢しやで小さいのに、いったいどうしてこんなに力が強いんだこいつは！

「ちょっとっ！　なんであんたがここにいるわけ？」

　シャツを摑つかんだまま、あんずが凄すごむ。

「べ、別にいたっていいだろっ！　デパートなんだし……」

「よくないわよっ！　ここはその中でも高級ブランドばっかりのフロアなの！　あんたみたいな貧乏人が来る所じゃないわっ！　しかも何？　なんでレディースの店にいるわけ!?　高級ブランドの店内にあえて入って自身の底辺っぷりに打ちひしがれ、ランクの高い女性に蔑んだ目で見られるのをむしろ快感として楽しもうっていう魂胆なの!?　そういう高度な変態なの!?」

　よくもそう矢継ぎ早に罵ば詈り雑ぞう言ごんが思いつくものである。俺はあきれるのを通り越して感心してしまった。

「違うよ……」

「じゃあ何だって言うのよ？　説明してみなさいよ」

「何で説明する必要があるわけ？」

「説明しないと高度な変態行為ということで結論付けるわよ」

　それは困るので、俺は仕方なく事の顚てん末まつを話した。

「はんっ。バッカじゃないの。このフロアにあんたが買えるものなんてありゃしないわよ」

「それはもう痛いほどわかりましたっ！　だからもう帰るよ。何も買えないのにここにいたって仕方がないし」

「ちょっと待ちなさいっ！」

「ぐえっ」

　帰ろうとした俺を、あんずが再びシャツを引っ張って制した。

「あんた、あたしの買い物に付き合いなさいよ！」

「ええっ！　なんでっ!?」

「なんでってあんた七しち大だい天てん使し少しよう女じよの『何でも屋』なんでしょ？　いわばあたしたちの下僕！　なんでもさってもないわよ」

　下僕になった覚えはない。

「荷物持ちが欲しかったの。ちょうどよかったわ。さぁ、行くわよ」

　そして俺の話を聞く気は一切ないらしかった。
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「これと～これと～……あっ、これも頂ちよう戴だい！」

　い、いったいどれだけ買うんだよ……。

　あんずの買い物はすさまじかった。値段なんて一切見ることなく、目に付いたものを片っ端から買っていく。

「これ、かわいいから色違いで全部貰もらうわ」

「ええっ、それ全部着るの？」

「着るとか着ないとかじゃないのよ。かわいいから買うのよ」

　なるほど、かわいいは正義……っていやそうじゃないだろう。しかもさっきから見ていると、試着をしている様子もない。それを指摘すると、あんずはさらりとこう言ってのけた。

「いいのよ。合わなかったら捨てるだけなんだから」

「さ、さいですか……」

　こいつに「もったいない」という精神は存在しないらしい。そして、俺の両手には紙袋がどんどんと増えていった。

「あ、あんずさん……ちょ、ちょっと休きゆう憩けいしませんか……？」

「えぇ～？　嫌よ。あたしまだ買い物したいんだから」

「いやでもほら……もうこんなに買ったし……」

「まだ序の口よ」

「で、でも……お、俺の腕が引きちぎれそうに……」

「チッ。仕方ないわねぇ。じゃあプレミアムジェラート」

「えっ？」

「プレミアムジェラート！」

「プレミアムジェラート？」

「あそこに店があんでしょうよっ！　あたし、ダークチェリーチョコレートでいいわ」

「えっ、ちょっと待って！　それはもしかして……俺に奢おごれってこと？」

「あったりまえでしょう？　だってあたし現金持ってないもん」

「いやいやいや！　現金持ってないってどういうことだよ？　俺だって持ってるけどある意味持ってないよ！」

「あんたのはした金でもかろうじて買えるわよ。ほら、さっさといきなさいよっ！」

　いつのまにか自分はどっかりとベンチに腰掛け、店の方向へと俺を顎あごでしゃくる。

　こ、こんの小こ悪あく魔ま…………。

「はいはい、わかりましたよ。おぜうさま……」

　俺は観念してすごすごとジェラート屋に向かった。どんなに腹立だしくても、あいつには何な故ぜか抗あらがえないのだ。生まれ持ってのＡランクお嬢じよう様気質とでもいうのだろうか。あの高飛車な雰囲気で高圧的に命令されると、つい、はいはいと言うことを聞いてしまうのである。言い換えれば、俺が生まれ持ってのＣランク下僕気質だからなのかもしれないが……って、だから俺は下僕じゃないっつーのっ！

　とにかく、あんずにはそういう不思議なオーラがあった。それがすなわち、七しち大だい天てん使し少しよう女じよのトップアイドルたるゆえんなのであろう。天使でいながら小悪魔と言われるのも頷うなずける。

　そんなことを考えながら、俺はプレミアムジェラートとやらの店に足を踏ふみ入れる。そこはシャンデリアみたいなものがぶら下がった女の子らしいお店だった。こんなにおしゃれな店でジェラートを買うことはもう二度とないだろうから、せっかくなので自分の分も買おうと、俺は何も考えずに二つ購こう入にゆうすることにした。

「ダークチェリーチョコレートと、プレミアムミルクで」

「はい、ありがとうございます！　２つで１６８０円になります♪」

「はぁっ？　高っ!?」

　訂正する。あんずは小悪魔ではなく、やっぱり悪魔だ。




　　　　　　　　　　　　＊




「あーおいしっ♪」

　ツインテールに大きなリボンを付けた少女は、小さなスプーンでダークチェリーチョコレートをすくい、ペロペロと満足そうに舐なめている。濃のう厚こうなチョコレートの中に、毒々しい真っ赤なチェリーが混ざった強烈な配色のジェラートは、あんずのイメージにぴったりだった。

　しかしこうして見ると、やっぱりあんずは美少女だ。

　赤と黒という小悪魔的な配色のチェックのワンピースは、ウエストがキュッとくびれたかと思うとそこからドレスみたいにふわっと広がっている。袖も同じようになっていて、これはさっきお姉さんが言っていた、パフスリーブというやつだろうか。とっても女の子らしい形なのに、ところどころには黒のレースがあしらわれていて、ちょっとセクシーだ。鼻歌を歌いながらブラブラとさせている華きや奢しやなおみ足は、レース付きの黒ニーソに覆おおわれている。ちらりと覗のぞく絶対領域が眩まぶしい。

「フンフフンフフ～ンッ♪」

　鼻歌交じりにジェラートを食べる唇が「ちゅっ」と鳴る。そして唇の端にはチョコレートが付いていた。

　あ、あざとい……。

　そういえばあんずがいつも口にしている真っ赤なロリポップキャンディ。今ではすっかりトレードマークになっているが、これは自身のキャラクターを演出するためのアイテムとしてわざと持っているのだと聞いたことがある。アイドルとしてそこまでするのかと、そのプロ意識には感動したが、同時にその計算高さに恐怖もした。

　それを踏ふまえると、このダークチェリーチョコレート味のジェラートも、唇の端に付いたチョコレートも、レース付き黒ニーソもちらりと見せた絶対領域も隙があるように見える振る舞まいもなにげに『守しゆ護ご少しよう女じよ哀あい歌か』な鼻歌も「ちゅっ」と鳴る唇も全部全部あんずの計算なのではないかと思えてきた。

　計算された美少女。

　七しち大だい天てん使し少しよう女じよのトップ『第一天使ミカエル』の名前は伊だ達てではないということか。

　しかし不思議なことに、あんずといてドキドキするということはないのだった。こんなにもかわいい女の子（しかもトップアイドル）と一緒に、デートっぽくジェラートなんて食べているにも関わらず、ヒヤヒヤはすれどドキドキはしない。

　推おしメンじゃないから？

　確かに、俺はもともとＡｎ様推しではない。

　じゃあゆりりんだったらどうだろう？

　答えはＮＯだった。スタッフとしてゆりりんと接する時、今でもすごく緊きん張ちようしてしまう。でも、それはなんていうか、芸能人を目の前にして緊張したというだけのただのシンプルな反応なんだ。

　モテない系Ｃランク男子として長年生きてきた俺には、こんなにも多種多様な女の子と接する機会がなかったので知らなかった。

　……誰だれにだってドキドキするわけじゃないんだ。

　いくら美少女でも、まして今をときめくアイドルであっても。それは不思議な発見だった。

　そのことを確認するために思わずあんずをじっと見てしまい、すぐに気付かれてしまった。

「何見てんのよ、このド変態っ！」

　キッとこちらを睨にらみ、金切り声を上げる。

　ちっくしょう……ちょっと見ただけでド変態まで言うかよ。こんなに高いジェラートまで奢おごってやったのに……。その不満はそのまま口に出た。

「そんなこと言うなら、そのジェラート返して貰もらうからな！」

「あら、それこそ変態発言じゃない。アイドルが舐なめたジェラートを返せって、その後どうするのかわかったもんじゃないわっ」

「おっまえなぁ……！　ああ、もう！　やっぱりジェラートなんて奢るんじゃなかったぜ。だいたいなぁ、さっきあれだけ服買ってたのに金がないなんてわけねーだろ？」

「お金はあるわよ。あたしは、現金がないって言ったの！　ちゃんと話聞いてなさいよ、バッカねえ」

「はぁ？　現金がなくてどうやって服買ったんだよ!?」

「コンシェルジュに言えばパパに請せい求きゆうがいく仕組みになってんのよ」

「コンシェルジュって？」

「コンシェルジュも知らない……あら、失礼。貧困層Ｃランクのあなたは知らなくて当然だったわねぇ～。悪いこと言っちゃったわ～ん」

　あんずはわざとらしく申し訳ないという顔をした。ちくしょう、何が「あなた」だよ！

「ああ、知りませんよ！　育ちが悪くてどーもすみませんねっ」

「たいていの富裕層Ａランクには、デパートにコンシェルジュっていう専用の外商員がいて、名前の通り様々な案内をしてくれるの。一緒に買い物をしてあたしにふさわしい商品を提案してくれたり、その商品を自宅に持ってきてくれたりするわけ。社会知識として覚えておいたら？　実際に関わることは一生ないんでしょうけれど」

　フフン、と自慢げに鼻を鳴らすあんず。その言動に腹を立てる前に、一つのことが気になった。

　商品を自宅に持ってきてくれる？

「ところでそのコンシェルジュって奴やつは、買ったもんをおまえの家まで持ってきてくれるんだよな？」

「そうよ。頼たのめばなんでもやってくれるわ。この世の中、お金さえあれば……」

　あんずの長ったらしい嫌味にすかさずカットインする。

「じゃあ、俺、いらなくね!?」

　俺の両脇には、さっきあんずが片っ端から買い上げた洋服の紙袋が並んでいる。そして、あんずが「しまった」という顔をしたのを見逃さなかった。

「なぁ、俺が運んだこの大荷物、そのコンシェルジュって奴に頼めばよかったんじゃねーのか？」

　あんずは答えない。

「聞いてんのかよ!?　わざわざ俺に持たせる必要、なかったんじゃねえのか？」

　しばし黙だまった後、不ふ貞て腐くされた顔をして言った。

「そうよ」

「じゃあなんで俺に持たせたんだよっ!?」

「決まってるでしょう！　ただの気まぐれ！　ちょっとやってみたかっただけよ。Ａランクの富裕層は、Ｃランクの貧困層をこき使っていい権利があるのよっ」

　さすがの俺も、その言い方には少しカチンときてしまった。

「なんだよそれ！　おまえってほんっと我わが儘ままだな！　いくらかわいいからって、そんな性格じゃ誰だれも寄りつかねーぞ!?」

「うるっさいわねえ！　コンシェルジュも知らないような貧困層のＣランクに言われる筋合いないわよっ！」

「ああ知らねーよ！　ってか必要ないねっ！　だいたいそんな奴やつと買い物して何が楽しいんだよ！　友達と買い物した方が楽しいに決まってんじゃねーか！」

　その瞬しゆん間かん、だった。

　ペシャン。

　ヒュンと空気が鳴った後、気の抜けるような音。見ると、俺のＴシャツにチョコレートがべっとりと付いていた。

「わっ！　な、何すんだよっ!?」

　食べていたジェラートを投げつけられたとわかり、俺は思わず大声を出す。しかも今日は、よりによって真っ白なＴシャツだ。いよいよ激怒しようとした、その時だ。

「あんたに何がわかるっていうのよっ！」

　あんずが叫んだ。

　本来怒るべきは俺の方であるはずなのに、拳を震ふるわせて激怒するあんずのただならぬ雰囲気にひるむ。

「あんたなんかには一生わからないわ」

　突然の激怒に、俺は呆ぼう然ぜんとする。わけがわからなかった。

「帰る」

「え、ちょ、ちょっと待てよ。この荷物どうすんだ!?」

「いらないわよっ」

「お、おい！　待てよ！」

　あんずは俺が呼び止めるのを無視して、ずんずんと歩いて行く。何怒ってんのかわかんねーけど人としてこれだけは言っておかなくちゃならねえっ！

「おいっ！　待てってば！」

　俺はあんずに走り寄りその肩を摑つかんだ。

「何よっ」

　あんずはキッと俺を睨にらんだ。美少女であればあるほど、その怒りの表情には迫力があると知る。その迫力に圧倒され一いつ瞬しゆんためらったが、やっぱりこれだけは言っておかなければいけないだろう。ゴクリと唾を飲み込むと、意を決して俺は言った。

「おまえ……口にチョコレート付いたままだぞっ」

「えっ？」

　しばしの沈ちん黙もくの後、あんずの顔がみるみるうちに真っ赤になった。そして、

「うるさいっ！　このクソバカ下僕っ！」

　という俺の人生史上聞いたことのないほどの悪口を言って走り去って行った。

「ったく……なんだってんだよ……」

　俺は大量の荷物と共にデパートにぽつねんと残されてしまった。まったくわけがわからなかったけれど、一つだけわかったことがある。

　口元に付いたチョコレート。あれは、わざとじゃなかったんだな……。
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　あの後は大変だった。

　大量の荷物と共にデパートに残された俺は、この荷物をどうするべきか悩んでいたところ、その様子がよっぽど挙動不ふ審しんだったのか店員さんに声を掛けられた。そしてその商品たちが外商用の特別なカードで決済されていたため、何な故ぜ俺がそれを持っているのかと延々詰問をされたのである。事情を説明してようやくわかって貰もらえたが、本当に散々な日だった。

　ちなみにその大量の荷物は、そういうことならばと店員さんがすんなり預かってくれ、あっという間にあんず宅へと届ける手配をしてくれた。やっぱり俺がそれらを運ぶ意味なんてなかったのである。

「はぁ……」

　俺はその時のことを思い出して思わずため息をついた。どうして楽しいはずの休日に、下僕扱いの次は不審者扱いをされ、疲労困こん憊ぱいをしなくてはならないのだろう。まったくもって理不尽である。そんな物もの憂うげな昼休みに、

「なぁ。おまえ、あんずと何かあったのか？」

　突然トビオが尋ねてきた。

「ええっ？　な、何かって何が？」

　今まさにそのことを考えていたらの兄登場に、思わず声が裏返る。

　あんずが話したのだろうか？

「すげーおまえの悪口言ってたんだよな。仕事でヘマでもしたのか？」

「へ、ヘマするほどの仕事してねーじゃん。掃除とかパシリとかばっかだし。あいつは機嫌が悪いと俺の悪口を言うんだよ。スタジオでもいつもそうなんだぜ？」

　理由はわからないとはいえ、あんずを怒らせたことがわかったら、こう見えてシスコンであるトビオに何を言われるかわからない。俺はとっさに噓うそをついた。

「そういえば最近特に機嫌が悪いな。あんずご贔ひい屓きのコンシェルジュが今出張で不在だから、そのせいかもしれない。あいつ、買い物好きのくせに一人で買い物できないんだ。というか買い物の仕方を知らない」

「ええっ！　そうなの?!　なんで？」

　俺が驚おどろいていると、トビオは急に真剣な顔になった。

「じゃあおまえは、人がどうして一人で買い物ができるようになると思う？」

　そして逆に質問をされる。まさかそんな質問をされるとは思わず、しばし考え込んでしまった。

「どうしてって……そりゃあ……誰だれかに教えて貰もらうからじゃないのか？」

「その通りだよ。そしてその『誰か』ってのは、たいていの場合は普通両親だ。だが忙しすぎるうちの両親は、子供と買い物に行くなんてことをしたことがない。もちろん買い与えては貰っていた。それは充分過ぎるほどに。でも……ただの一度も一緒に買いに行ったことはないんだ。買い物のお供はコンシェルジュだけ。それは俺も同じだ。ただ俺は親父の跡を継ぐという名目で行動を共にすることが多かったから、たまたま学べた。たまたま、なんて表現もおかしいけどな。とにかく、あいつは買い物の仕方を教えて貰ってないんだよ。両親からな……」

「そうだったのか……」

「そんな風だから、あいつは友達がいないんだよ。小さい頃からタレント活動をしているせいもあるが、それにしても世間知らず過ぎるんだ。まぁ仕方ないのかもしれないが……」

　俺を呼び止めて、わざわざ荷物持ちをさせた理由、そして、俺の言葉に激怒した理由……それはそのことに関係しているんだろうか？
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「ようこそ、ハンバーガーショップＡＡＡトリプルエーへ！　ご注文をどうぞ！」

　あれから俺は、日にちを増やして毎日のようにアルバイトをしていた。ソフィアの洋服を買うためだ。デパートで見たあのワンピースは無理でも、ちょっとはかわいい洋服を着せてやりたい。

　トビオからは何度も顔合わせの大切さを聞かされていた。そんな大切な場面なのだから、マネージャーとして少しでもソフィアの株を上げてやりたい。まぁ実際のマネージャーはアルバイトなんてしないだろうけど……。

　顔合わせまでの間、ソフィアは歌とダンスのレッスンに加えて、少しだけ演技の練習もしているらしい。スタッフとしての仕事に加えてこの毎日のアルバイトは正直骨が折れたが、みんなも頑張っているんだからと思うと、なんだかいつも以上の力が出るような気がした。人が働く理由って、きっと自分のためではなく誰だれかのためなんだろう。その方が頑張れるんだって、初めて知った。

「ようこそ、ハンバーガーショップＡＡＡトリプルエーへ！　ご注文をどうぞ！」

　そんな気持ちでいつものように仕事をこなしたが、しかし今日はずっと頭の中がモヤモヤしていた。トビオからあんな話を聞いてしまったからだろう。あんずを怒らせてしまっただけならよかった。それはいつもの我わが儘ままで片付けられる。その話を聞いた上で振り返ってみると、確かにあの時に見せたあいつの表情には、それだけではない何かがあった。

「ようこそ、ハンバーガーショップＡＡＡへ！　ご注文をどうぞ！」

　しかしそんなうわの空であっても、高一の頃から幾度となく繰くり返したこの定型句は機械的に口から発せられる。放課後のこの時間は、学生の客がとても多い。今日も店内は、制服でごった返しており忙しい。そのおかげで幸い、モヤモヤという抽象的な感情が具体的な悩みにまで発展することはなかった。俺がレジを打つカウンターの前には、多種多様な制服が並んでいる。

「ようこそ、ハンバーガーショップＡＡＡへ！　ご注文をどうぞ！」

「あっ、え、えっとあの……この、き、期間限定クラシックＡＡＡチーズバーガーのセットを下さい」

「ありがとうございます。セットメニューはポテトでよろしいですか？」

「あ、は、はいっ」

「ドリンクは何にされますか？」

「えっ？　ド、ドリンク？」

「ドリンクはこちらのメニューからお選び頂けます」

「えっ、あっ、本当だ！」

　随分と要領を得ないおどおどとした注文だった。ファーストフードに慣れた学生は、たいていがこちらからメニューを案内せずとも自分からぽんぽんと注文をしてくる。そのスムーズさは逆に俺にうわの空での接客を許してくれていた。今時の学生らしくない、まるでファーストフード店に初めて来たかのような注文の仕方に少しペースを乱され、ふとどんな人物かと気になった俺は、あらためてそのお客を見た。

　そこにいたのは、セーラー服姿の眼鏡少女だった。

　そしてその姿を見た瞬しゆん間かん、俺は色々を把握する。

　濃こいグレイのセーラー服に、真っ白なスカーフ。スカート丈は膝ひざ下したで、今時珍しい白の三つ折りソックスだ。この清せい楚そな制服は、胸元に赤で刺し繡しゆうされた『Ｍ』がトレードマークのお嬢じよう様学校、聖マリアンヌ女学院の生徒である。

　察するに、生粋のお嬢じよう様であるこの少女は、本当に初めてファーストフード店に来たのだろう。

「えっと……紅茶は何が選べるんですか？」

「ミルクかレモンです」

「えっ、種類は？」

「種類は一種類で、ミルクかレモンを入れるのみです」

「ええっ。紅茶の種類は選べないのですか……」

　あんずも世間知らずのお嬢様だが、この子はまたタイプが違う。この子はどちらかと言うと箱入り娘タイプだ。俺はこういう子の方がタイプだなぁ。ちょっと地味だけど、よく見たらかわいいし……よく見たら…………ん？　この子どっかで見たことが…………。

「じゃあ、レモンでお願いします。佐さ藤とうさん」

　この声は、間違いない！

「ゆりり～～～～んっ！」

　思わずライブのテンションで声を出してしまい、慌てて「さんっ」と敬称付けする。

「しーっ！」

　ゆりりんは前かがみになると、唇の先に人差し指を当てた。黒くろ縁ぶち眼鏡にセーラー服のゆりりんは……正直やばいくらいかわいかった。

「ゆ、ゆりりんさん、目悪かったんですか？」

　そのあまりのかわいさに動揺しまくり、間抜けな質問をする俺。

「あ、これはダテ眼鏡。一応ね、変装しているのですよ」

　ウインクをしながら悪戯いたずらっぽく「えへへっ」と笑い、ダテ眼鏡を下にずらす。だからかわいすぎますって！

「ゆりりんさんはどうしてここに？」

　聖マリアンヌ女学院からここまでは、かなりの距きよ離りがある。

　も、もしかして俺に会いに来たとか!?

「それはね……」

　ゆりりんが答えようとゆっくりと口を動かす。俺はゴクリと唾を飲んだ。その時だ。

「ちょっと～！　はよしてくれへんかな!?」

　列の後ろから声が聞こえた。

「あっ、す、すみませんっ！」

　って、んん？　この関西弁は……。

「へっへ～♪　残念ながらうちらもいましたぁ～！　びっくりした？　ていうか永と久わ、気付くの遅すぎやで！」

「真ま乃のちゃんっ！」

　真ま乃のちゃんの制服姿も初めて見る。グリーンのセーラー服に大きなリボン。この個性的な制服は四し天てん堂どう大だい学がく付ふ属ぞく高こう校こうだ。

　そして、

「がうーっ！」

　真下からのかわいい声。背丈が足りないのだろう。カウンターに手を掛けてひょっこりと顔を出す、リボンの付いたベレー帽をかぶったこれまた制服姿のうりたんがそこにいた。白いシャツに赤いチェックのつりスカートが、子供らしくてとても愛らしい。さすがに小学校の名称にまで詳しくはないが、制服であるという時点で、おそらくどこかの私立か付属小学校なのだろう。

「わぁ～！　うりたんまで来てくれたんだっ」

「永と久わおにーちゃんがハンバーガーを奢おごってくれると聞いてっ」

「えっ」

「がうがうっ♪」

　チャームポイントの八重歯をむき出しにして、悪戯いたずらっぽくニカッと笑う。

　こらこら！　お兄ちゃんをからかうんじゃないっ！

　なんてニヤニヤしていると、その背後に見慣れた制服がいた。

「うげっ」

　なんとあんずだった！

　俺を悩ませている張本人の、まさかの登場に焦る。あの日以来、完全に怒っていると思っていたのに、何な故ぜあんずはここに来たのだろう。

　言い足りずに更なる文句を言いに来たとか？

　それともメンバーが気を遣って仲直りをさせに来たとか？

　色々と推測をするも、あんずのブスッとした表情からは何も読み取れない。

「じゃあ、うちらもゆりりんと同じやつで。みんなドリンクは何にするん？　うちはアイスティー」

「うりたんは、はちみつレモンっ！」

「あんちゃんは？」

「……チェリーコーク。ゼロカロリーの」

「そんなんメニューにないで？」

「……アップルソーダ。ゼロカロリーの」

「それもないで」

「……ティーソーダ。ゼロカロリーの」

「それもない！　もう～こっち来て自分でメニュー見ぃや！」

　真乃ちゃんに腕を引っ張られて、レジカウンターの目の前にやってくるも、俺と目を合わそうともしなかった。負のオーラを発しながら、メニューをガン見している。やっぱり……怒っているんだろう。

「…………メロンソーダ」

　それはゼロカロリーじゃないけれど、大丈夫なんだろうか？




「いっただっきまーすっ！」

　テーブルには、四人分の期間限定クラシックＡＡＡトリプルエーチーズバーガーセットが並んだ。このセットはかなりボリューミーなので、それが小さなテーブルに四人分並んでいるとなかなかの迫力である。俺は後から揚げたポテトを運んだ。この揚げたてポテトの匂いは、長年アルバイトをしていても慣れることなく食欲をそそられる。

「はい、揚げたてフライドポテト。お待たせしました～」

「わ～いっ♪　がうっ！　ふわあ～あつあつっ」

　はふはふ言いながらポテトを食べるうりたんが、とてもかわいい。

「ファーストフードのハンバーガーって、初めて食べたけれど、とってもおいしいです……はむ……」

　そしてイメージ通りのゆりりん。

「マジ!?　ゆりりんはほんまにお嬢じようやなぁ。あっ、ケチャップ付いてんで」

「えっ。えっと、ハンカチハンカチ……あれれ？　ハンカチはどこへ～？」

　あたふたと学校の指定鞄かばんをまさぐる。そして、

「あったぁっ♪」

　ハンカチは何な故ぜか三枚発見された。

「なんで三枚もあんねんっ」

　真ま乃のちゃんがすかさず突っ込む。

「え～だってぇ……まず朝に～ハンカチ入れるでしょう？　その後しばらくして、あれ？　ハンカチ入れたっけ？　って思うでしょう？　探すんだけど何故か鞄の中で見つけられなくって、また入れるでしょう？　そしてまたしばらくして……」

「もうええわっ！」

「あっ、だから三枚とも綺き麗れいだよ！　昨日のとかその前のやつとかじゃないですよっ」

「そういう問題ちゃうわっ」

「ふにゅう……」

　二人のやりとりを見て、俺は思わず吹き出してしまう。ゆりりんと真乃ちゃんは、とてもいいコンビだった。というか、これは真乃ちゃんの誰だれとでもうまくやれる性格のせいもあるだろう。明るくて気さくで、一緒にいると周りの人が笑顔になる。

「きゃははっ。二人とも、おもしろいねぇ～！　がうっ！」

　うりたんも無邪気に笑った。しかしその横には、

「ふんっ」

　仏頂面のツインテールが一人。

　本当に、どうしてついてきたんだろうか……。

　その疑問は、本人ではなく気さくな真ま乃のちゃんに尋ねることにした。

「ところで今日はお揃そろいでどうしたの？」

「永と久わの様子を見に来てん」

「えっ？　本当に!?」

「はい。ソフィアさんのために、いつも以上に頑張ってアルバイトをしていると聞いて、すごいねって見に来たんですよ」

「せやで。バイト漬けで死んだ魚みたいになってるかもしれへんから、いっちょ国民的アイドルが励ましにいったるか～！　ってな。しっかし水臭いわ～洋服やったら、いくらでも貸したったのに！」

　それを聞いて、俺は思わず真乃ちゃんの胸元を見てしまった。うん……たぶん真乃ちゃんの服も、ダメだったと思う。

「うりたんもたくさん持ってるけど、うりたんのじゃ小っさいもんねぇ～」

　本当に残念そうに、うりたんが呟つぶやく。みんな、なんていい子なんだろう！

「ま、という口実もありつつ。たまたま学生組のスケジュールが合ったから、パーッと遊びに行こか～ってのがメインなんやけどなっ」

「薫かおるさんもお誘いしたのですが、ご用事があるとのことで……」

　男の娘こアイドル（もちろん隠しているが）の国くに本もと薫。

　そのプライベートの姿は、男か女どちらなのだろう。ある意味、会ってみたかった。

「まぁ、あいつのことやしいつもの病院やろ」

「病院？　どっか悪いの？」

「双子の妹さんがな、ずっと入院してんねん。それのお見み舞まい。あの子、だからアイドルしてるんや」

　どういう意味だろう？

　治ち療りよう費ひが必要とか、そういうことだろうか。何の病気かは知らないが、その手の辛さは俺はよくわかっている。ゆえに、あまり深くは突っ込まなかった。しかしかおるんが双子だったとは。あの端正な顔立ちで双子だったら、さぞかしかわいいんだろう。

　しかしこうしてプライベートで彼女たちと話すようになってから、アイドルだって一人の人間なんだって、そんな当たり前のことをしみじみと実感するようになった。テレビや雑誌、インターネットの中だけではわからない、彼女たちの本当の姿。

　じゃあ、あんずの「本当」は？

　大金持ちのお嬢じよう様で、トップアイドルで、我わが儘ままで高飛車なツインテールの美少女。

「それにしてもこのチーズバーガーほんまうまいなぁ」

「はい。はまってしまいそう」

「うりたんアップルパイも食べたい～～」

「永と久わが奢おごってくれるらしいで～♪」

「え、ええっ!?」

　慌てふためく俺の姿を見て、あんず以外の三人が弾けたように笑う。

　結局、あんずが何な故ぜここに来たのかはわからずじまいだった。
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「お疲れ様でーす！」

　みんなが帰ってから、数時間してアルバイトをあがった。

「ん～～～～」

　と、思いっきり伸びをする。連日のアルバイトで、さすがに疲れていた。少し風を感じる。初夏の夜は気持ちがよかった。いつものように、スマホにつないだイヤホンで音楽を聞きながら帰ろうとした、その時だ。

「おい、このクソバカ下僕っ！」

「ひいっ！」

　呼び止めるだけのために、こんなにひどい悪態をつく人間がいるだろうか。しかも聞いたこともない斬新な言葉のセレクト。ある意味で新しん鮮せんだと、最初に聞いた時も感動すら覚えたっけ。

　そしてこんな言葉を使う人間は、一人しかいない。

　くるり、おそるおそる振り向くと、やはりそこにはあんずがいた。

「いつまで待たせんのよっ！　長いのよバイトっ！」

　いやいやいや！

　あなたが勝手に待ってただけですよね？

　ていうかなんで待ってるんだよ!?

「ご、ごめんっ」

　と言いつつも反射的に謝る、悔しいながらも下僕体質の俺。

「ったく……どんだけ働くのよ、本当に貧乏人ね」

「ご、ごめんって……てか、どうしたんだよ。みんなと一緒に帰ったんじゃなかったのか？」

「…………」

　あんずは答えない。

「……この前のこと？」

「…………」

「悪かったよ。おまえを怒らせちまって……理由は……よくわかんねーけど……」

「どうしても言いたいことがあったのよ」

「えっ？」

「あんたの言葉」

「俺の言葉？」

「あたしは、友達と買い物なんてしたくないの」

　その言葉が地雷だったのか。でもどうして？

「ジュエリープリンセス」

「は？」

「ジュエリープリンセス」

「え？」

「あんなに人気だったアニメじゃないっ！　知らないわけないでしょうっ!?」

『ジュエリープリンセス』は、宝石に見立ててカラー分けされた五人の少女が、悪の組織ブラックダイヤモンドと闘たたかう変身ヒロインアニメだ。白のダイヤモンドをメインヒロインに、赤のルビー、青のサファイア、緑のエメラルド、紫のアメジスト、そして敵か味方か虹色にその姿を変える謎なぞのヒロインであるオパール。

　女の子向けとはいえ大ヒットしたアニメだったので、見ていない俺でもこれくらいの知識は持ち合わせている。シリアス展開かと思っていたところに、脈絡なく話が飛んだことで、より元の話題に注目せざるを得なくなった。

「知ってるよ。でもそれがどうしたんだよ？」

「小学生の頃……」

　あんずは唇を嚙かみ締しめていた。まるでこれから話そうとすることが、本当は話したくないことなのだといわんばかりに。

「ジュエリープリンセスはクラスの女子たちの間で大人気だったわ。パパはそのアニメの制作会社の社長と知り合いだった。だから、あたしはそのおもちゃやグッズをたくさん持っていた。みんなが口を揃そろえて『いいなぁ』とうらやましがった。あたしはそんなものたくさん持っていたから、クラスのみんなにあげたわ」

　腕を組んだり腰に手を当てたり、いつも居丈高な態度で話すあんずが、右手で左の二の腕をぎゅっと握ったポーズで話していた。

「ある時、限定のシャープペンシルが発売されたの。ジュエリープリンセスのキャラクターをモチーフにした、ラインストーンの付いたシャープペンシル。あたしは、パパのコネで全色を手に入れた。でも、本当はすごく欲しいわけじゃなかった。あたしは何でもかんでも、もういらないってくらいたくさんたくさん持っていたから。クラスには、お店に並んだのに買えなかった子がたくさんいた。あたしは、そいつらにあげようと思った。だってあたしは、パパに言えばそんなものきっとまたすぐに手に入るんだから」
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　そいつら、という言い方が少し気になる。

「そのシャープペンシルを持って、その日は少し早く登校した。そしたら教室から声が聞こえたの…………」

　爪が食い込みそうなほどに、左腕をぎゅっと握ってあんずは言った。

「『限定のシャープペンシル、またあんずちゃんに貰もらおうよ』」

　背筋からひやりと、汗が垂れるように血の気が引く。

「あいつらは、はなっからあたしに貰うつもりだった。しかもそれだけじゃなかった。『ちょっと褒ほめたら何でもくれるんだもん。チョロいよね』、『パパが芸能事務所の社長だからって大してかわいくないのにタレントなんてしちゃって生意気だよね』、『でもそのおかげじゃん？　それくらいしかいいところないんだし』」

　抑揚のない声で、淡々とクラスメイトの声真ま似ねをした。

　俺はその瞬しゆん間かん、一気に色々を理解した。いや、まったく境遇の違う俺が完全に理解することなどできないのかもしれない。けれど、それを言われた小学生のあんずがどれだけショックで、そして、今でも引きずっているということは、ぎゅっと握られた左腕がかすかに震ふるえているのを見れば歴然だった。

「だから……あたしは友達なんていらないの。友達と一緒に買い物したら楽しいですって？　冗談じゃないわ。下手をしたらたかられるだけよ。この世の中には、あたしたちＡランクにメリットのためだけに群がる人間が山ほどいる。清貧なんて言葉、笑っちゃうわよね」

　あんずはさもおかしそうに笑った。

「だから、あたしはあらゆる手を使ってトップアイドルにのし上がったわ。『大してかわいくない』顔は、まだ実験段階だったフェイスチェンジで完かん璧ぺきにした。お兄ちゃんの発明はまるであたしのためだったわ。パパのコネも積極的に使った。親の七光り？　そんなこと言われても平気だった。だってたまたまパパの娘に生まれたの。それはあたしの運がよかっただけ。それに…………あたしは何より自分でも努力をしたわっ！」

　あんずの言うことは、いちいち正論だった。兄のトビオにそっくりだ。だけどどうしてなんだろう？　その正論は、どこか少し寂しい。それは俺が、甘い環かん境きようで育ったからなんだろうか。

「あたしは確かにお金持ち。だけど、それ以上に自分の力でも手に入れたわ。あたしが実力で勝ち取ったお金は、あたしのプライド。そして信じられる確かなもの。だから……あたしは友達なんていらないのよっ」

　俺は何も言うことができなかった。いや、まるで口を挟むなと言わんばかりに、あんずが矢継ぎ早にまくしたてたからかもしれない。

「よく覚えておいて頂ちよう戴だい。そして、金輪際あんなことを言わないで。それだけ」

　あんずはそう言うと、くるりと向きを変えて歩き出した。彼女に掛ける言葉なんて見つからなかったけれど、その後姿がなんだか泣いているように見えて、どうしようもなくなって俺は呼び止めてしまった。

「あんずっ！」

「……何よ？」

　振り向かないまま、あんずは足を止めた。

「俺、よくわかんねーけど……世の中そんな奴やつばっかじゃねえよ！　それに……本当の友達ってのも、そんな風じゃねえよ……」

　頭の中には、山やま岡おかや智とも花かやトビオ、そしてソフィアの顔が浮かんでいた。

「あんたって……」

「え？」

「あんたってそうやって当たり前のことばっか言うから嫌いよ」

「えっ」

　どういうことだろう？

　俺はそう聞こうと思ったが、声が出なかった。何な故ぜだか、トビオと喧けん嘩かをした時のことを思い出す。そんな風に俺が固まってしまっている間に、

「ふんっ」

　あんずはそう言って「あっ」という間もなく走り去ってしまった。
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　あんなにも連日アルバイトをしたのにも関わらず、給料はあのデパートで見たワンピースに遠く及ばなかった。まぁ平均的な時給に、放課後の数時間ではそんなもんだろう。それでも、ちょっとはかわいい洋服をソフィアに買ってあげられるかもしれない。少なくとも、選ぶセンスをソフィア自身に任せてしまうのは、この俺でもちょっと心配してしまうし。

　そんなことを思いながら、勤労少年の俺は今日は「何でも屋」業務をこなしにレッスンスタジオへとやってきた。

「今日も散らかってんなぁ～」

　休きゆう憩けい室を兼ねた事務所には、飲み掛けのペットボトルやお菓子の空き箱など、天使たちの残ざん骸がいが散らばっている。私物もどれが誰だれのものだかわからないくらい、ぐちゃぐちゃだ。

　主婦系高校生男子の腕が鳴るってもんである。

「よっし！　やるか！」

　自分で言うのもなんだが、俺は料理のほかに片付けや掃除もうまい。長年家事をやっていて思ったこと。それはこの世に数多く存在する仕事と同じように、家事もセンスだってこと。だから、向き不向きがある。女子だからといって家事ができるとは限らない。この有様を見れば歴然である。ただ、それでいいのだ。彼女たちは「アイドル」である。歌やダンスなど、タレントとしてのセンスがあればいい。いや、むしろそれがあれば充分だ。掃除は向いている者がやればいい。

　そしてその向いている者こそが、俺だ。

　俺は今、嬉き々きとして彼女たちが散らかした部屋を片付けている。綺き麗れいになった時の達成感たるや。

「やっぱ俺って根っからの主婦体質なのかな」

　そう呟つぶやいた時、ふと妄想が湧いた。

　例えばアイドルと結婚して、俺が主婦の仕事を担当する。仕事でくたくたになって帰宅する妻。それをあたたかい料理で迎える俺。

「今日は君の大好きなカレーだよ！　ルーから作った特製だぜっ☆」

　そしてピカピカに磨みがき上げられ、整理された家。食後はリラックス用にコーヒーやハーブティーを淹いれる。明日の妻の衣装だって、アイロン掛けばっちりだ。

　…………あれ？　悪くない。

　かわいいアイドルの女の子と結婚をして、その子の身の回りの世話をしながら一番近くで応援する。

　こんな幸福があるだろうか？

　ただ問題は…………。

「天使アイドルは恋愛禁止！　だもんな」

　この妄想は、妄想のまま一生現実になることはないのだろう。ていうかそもそも、俺はこの妄想の相手を誰だれに設定するつもりだったのだろうか。妄想とはいえ、無意識にカレーを作っていた。ということは……。

「永と久わぁぁぁぁ～～～～～っ！」

「うわああああああっ！」

　ソフィアのことを考えた瞬しゆん間かんに、ドアが開き本物が現れ、俺は自分でも驚おどろくほどの大声を上げてしまった。

「永久っ！　久しぶりだねぇ！」

「お、おう……」

　心臓がバクバクした。それは、単に妄想した内容のやましさからではなく、俺を見つけて駆け寄ってきたソフィアが、まるで抱きつかんばかりの勢いだったからだ。いや、マジで抱きついてくるかと思った。

「レッスンが忙しかったから、なかなか会えなくて寂しかったよ」

　いつも思うことなのだが。

　ソフィアのこのストレートさは、長所であり尊敬もするのだけれど、同時に心配にもなる。学校ではいまだにクラッシュクイーンのイメージは付いているし、心を許した者以外にこの素直な顔を見せることはないとはいえ、もし万が一、ふとこんな顔を見せられたら、たいていの男子は勘違いをしてしまうのではないだろうか。そう、今の俺みたいに。

「が、学校で会ってるじゃん」

「それとこれとはまた違うんだもん。スタジオだと、みんなプロのアイドルさんだから、まだちょっぴし緊きん張ちようしちゃうんだよね。だから、永久の顔見ると安心するっ！」

　屈託のない笑顔で、ソフィアは言う。俺と同じ気持ちだったことが嬉うれしくて、なんだか照れてしまった。

「そ、そっかぁ……なんだか嬉しいな」

「トビオくんでも安心するけどね。智とも花かちゃんも来てくれたらいいのにな！」

　あ、顔見知りなら誰でもいい感じですか。

　俺はがくりと肩を落とす。こんな風にして、ソフィアには心を振り回されてばっかりのような気がする。だからなのだろうか。妙にソフィアのことを考えてしまうんだ。

　ソフィアはパイプ椅子に腰掛けると、ペットボトルのスポーツドリンクを飲んだ。その白く細い喉が上下し、ゴクゴクと小気味よい音が鳴った。

「ぷはぁ～おいしっ♪」

　笑顔がかわいい。このままスポーツドリンクのＣＭに出られそうな爽やかさだ。

「レッスン、疲れた？」

「うん、ちょっと。でもダンスって楽しいね！　私、音楽に関わることは全部好きみたい！　歌も教えて貰もらえて楽しいよ」

「そっか」

　ソフィアが楽しそうなのは、俺も嬉うれしかった。

「撮さつ影えいのためのお勉強もしたんだよ。えっとね、専門用語ってのがたくさんあるみたい。あとね、監かん督とくさんの作品も見たよ。ちょっとよくわかんなかったけれど……」

　新しん條じようマモルの映画は、抽象的で人を選ぶ内容のものが多い。ちなみに俺は食わず嫌いだ。でもそうか。仕事をするとなれば、その作品も少しは知っておかなければならないか。

「俺の作品を見ていないだって？　そんな侮辱を受けたのは初めてだっ！」

　なんてことを言われてしまうかもしれない。少なくともテレビで見る新條マモルは、そういう神経質そうな顔をしていた。万が一に備えて、レンタルショップで適当に短編でも借りるべきだろう。

　しかし親父なんかが一番嫌いなジャンルの映像だろうな、とふと思う。

　俺だって好んで見たいジャンルではない。しかしそういう問題ではないのだ。好き嫌いで仕事は選べない。それは下っ端であればあるほど。もしかしたら親父は、そういうのに逆らったんだろうか？　だから……カメラマンとしての仕事を干されたんだろうか？

　だとしたらバカな話だ。自分のやり方やこだわりを持っていることは立派だと思う。でも、それを無理に押し通して、その仕事じたいを失ってしまっては意味がない。そう、いくら才能があっても、輝かがやくための舞ぶ台たいがなければその発揮のしようがないじゃないか。

　どうして今親父のことを思い出すのかわからなかったが、俺はマネージャーとしてこの仕事を絶対に成功させたいと、強く思っていた。そのためには、親父みたいなヘマはしない。

　さっきの妄想みたいに、天使アイドルと結婚することは不可能だ。それならば、仕事のマネージャーとしてソフィアを応援する！

「よしっ！　一息ついたら、顔合わせの打ち合わせをしようぜ！」

「はいっ」

　俺とソフィアは、机に向かい合って座った。スマホを取り出し、そこに入力されたスケジュールを紙に書き出す。

「顔合わせの時間は16時だ。スタジオが遠いから少し早めに着くように駅で待ち合わせをしよう」

　言いながら、なんだかマネージャーっぽいぜと自分に酔いしれる。しかしちょっとトビオっぽい言い回しをしてしまったことは少し恥ずかしい。

「えっと電車の時間はっと……」

　時刻表を調べようとスマホに目線を落としたその時だ。画面に影かげがかぶさった。

「ん？」

　顔を上げると、すぐ間近に真ま乃のちゃんの顔があった。

「うわあああああっ」

　俺は驚おどろいて大声を上げる。いつの間に入ってきたのだろう？

「なーに二人っきりでコソコソしてるん？」

「コ、コソコソって！　違うよ！　今度の顔合わせの打ち合わせをしていたんだ」

「なんやピンクい雰囲気になってたで～」

「な、なってないなってないっ！」

　そもそもなんだ、ピンクい雰囲気って！

　よくわからないが、必死で首を振った。

「なんやぁ～、つまらんなぁ。ほんまに打ち合わせかぁ。しっかしすごいな、ソフィア。候補生でいきなりＣＭのオファーなんて、普通なかなかないで？」

「へへへ。ありがとうです」

　褒ほめられたソフィアは、素直にお礼を言った。

「で？　何を打ち合わせしてるん？　タレントとしてのノウハウは、紫し藤どうさんにだいぶみっちりしごかれ済みやで？」

「そんな大したものじゃないよ。当日のスケジュール確認。電車の時間を調べておこうと思ってさ」

「どれどれ？　ああ、桜さくら町まちアートスタジオか。あそこやったら、こっち周りで行った方がええで」

「えっ？　それじゃあ遠回りじゃない？」

「甘いなぁ～永と久わ。その日、桜町は夏祭りやってんねん。ほら」

　どこから取り出したのか、真乃ちゃんは『第20回　桜町夏祭り花火大会』と書かれたチラシを俺に見せた。

「桜町の夏祭り、一足早いせいか毎年大人気やねん。そんでそのスタジオ、会場のすぐ近くやねんやんか。せやから、そっちに向かう電車めっちゃ混むねん。乗車規制もされるしな、それで足止めくらうこと考えたらな、反対側から周った方が早いねん」

「そうなんだ。いいこと聞いたよ。ありがとう、真乃ちゃん！」

「ええってことよ！　実はな……うちも足止めくらった経験者やねん。あん時は遅刻するかと思ってめっちゃ焦ったわ～」

　両手を挙げて大げさに焦ってみせる真乃ちゃん。この子は本当にどこまでいい子なんだろう。

「というわけで、七しち大だい天てん使し少しよう女じよ候補生としての初仕事、頑張ってなっ！　あっ、もちろん永久のマネージャーとしての初仕事もっ」

「うんっ！　ありがとう！」

　俺とソフィアは声を揃そろえてお礼を言う。そして顔を見合わせて力強く頷うなずいた。緊きん張ちようや不安もたくさんあるけれど、それ以上にとても楽しみなことは確かだった。
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「お疲れ様でーすっ！」

　ソフィアとの打ち合わせを終え、最後にスタジオをざっと掃除。それが終わって、俺はようやく事務所を出る。頭の中では、今日確認したスケジュールを反はん芻すうしていた。

「あとは……衣装だなっ！　まだ日にちはあるし、今度智とも花かも誘って三人で『ファッション中なか村むら』に……」

　そう独り言を呟つぶやいたその時だ。

「おい、クソバカ下僕っ！」

　何度聞いても、その都度新しん鮮せんさをくれる不思議な言葉である。しかしそんな罵ば詈り雑ぞう言ごんだけではなく、今度はオマケまで付いてきた。

　バシンッ！

「いってええええっ！」

　振り向くと同時に、紙袋が飛んできたのだ。咄とつ嗟さに受け取りはしたものの、ヒュンッと風を切るスピードの物体をまともにくらってしまい、手がヒリヒリした。

「なにすんだよっ！」

「あげるわよっ」

「ええっ？」

　投げられた紙袋を見てみると、ロゴにどこか見覚えがあった。

「なんだこれ？」

「だからあげるって言ってんでしょうっ」

　とりあえず開けてみる。すると中には……、

「あっ！　あの時のワンピース！」

　デパートで見たギンガムチェックのワンピースが入っていた。

「どうしたんだよ、これ？」

「間違えて二枚買ったのよ。いらないから、あんたにあげるわ」

「そんな……」

　ことがあるわけがない。仮に間違えるようなことがあったとしても、はなっからこれがチョイスされることはないだろう。だってこのワンピースは丈が長く、そもそもあんずにサイズが合わないのだ。

　わざと、言ってるんだ。

「あげるって、これすげー高かったじゃん」

「あんな金額、なんでもないわ」

「でも……」

　それでは「あの」クラスメイトと同じになってしまう。そしてそんな経験をしているにも関わらず、こうして高価な物を俺に渡すあんずがどこか悲しかった。ああ、またトビオに同情だって怒られるかな？　でも、違う。そういうんじゃなくて……。

「やっぱり貰もらえないよ」

「なっ、何よっ！　受け取りなさいよっ！　あたしに恥かかす気!?」

「違う」

「じゃあ何よ！」

「違うよ。『友達』だから」

「えっ？」

「『友達』だから……貰えない」

　あんずは目を見開いて驚おどろいていた。

「もしかしたらすごくおせっかいなのかもしれないけどさ……この前聞いた小学生の頃の話。もし、あのことが原因で『友達』ってのを見限っちまったんなら、なんかすっげーもったいないと思ったんだ」

「はぁ？　別に何とも思ってないわよ、あんなこと」

「じゃあどうしてこのワンピースを買ってくれたの？」

「そっ、それは……」

　あんずは赤面すると言いよどんだ。

「じ、自分でもよくわからない……ただ……スタジオで一人で頑張っている小お野の寺でらソフィアと、そいつのために毎日必死にアルバイトしてるってあんたを見て……なんだか知らないけど買ってあげようって思ったのっ！　それだけよっ！」

　そして恥ずかしさから焦ったのだろう。墓穴を掘った。

「…………間違えて買ったんじゃなかったっけ？」

「なっ……そ、そそそうよっ！　間違えたのよっ！　だからあんたたちのためなんかじゃないんだからっ！」

　あんずはプチトマトみたいに真っ赤になって怒っていた。それを見て俺は思った。もしかしてこいつは、素直になれないだけで本当はとてもいい奴やつなのかもしれない。

　ていうか、本当にそっくりだなこの兄妹。

「…………ぷっ」

　なんだ。我わが儘まま女だと思ってたけど、ちょっとかわいいじゃん。

　そう気付いたら、思わず吹き出してしまった。

「ちょっとっ！　何笑ってんのよっ！」

「い、いや……別に何にも……ぷっ……くくく……」

「めっちゃ笑ってんじゃないのよっ！　ちょっとっ！」

「だーから、笑ってないって……ぷっ……」

　堪こらえながら笑ったので、だいぶ腹筋が鍛きたえられた。このままではあわや割れてしまうのではという頃に、やっと笑いが止まる。

「はぁ～苦しかった」

「こんなに笑われたのは生まれて初めてだわ。失礼な奴やつね」

「よく言われるよ」

「育ちが出るのね」

「かもね」

　あんずが実は素直でいい奴なのではないかと思った瞬しゆん間かんから、どんなに辛らつなことを言われても、不思議と動じなくなった。そして俺が動じなくなったのに比例して、あんずはしおらしくなった。

「…………そのワンピースは貰もらって頂ちよう戴だい。でないとあたしのプライドが許さない」

「わかったよ。じゃあ、お言葉に甘えてソフィアに渡す。でもさ、こんな高いのタダで貰うわけにはいかないから、俺にも何かさせてよ」

「なっ、何かって何よっ！」

「この前はたまたまだったけどさ、今度は一緒に買い物に行こうぜ。このワンピース分、下僕として働くよ」

「…………」

「ジェラートくらいまた奢おごってやるぜ？　ただし給料日限定だけどな」

　なんて釣り餌えを用意してみてもあんずは頷うなずくことはなく、ポツリとこう呟つぶやいた。

「イヤよ」

　そして、ぷいっと後ろを向いて歩き出してしまった。「送ろうか」と言おうか少し迷ったが、何な故ぜか言葉が出なかった。その数秒後、あんずが不意に立ち止まり、くるりとこちらを振り向いて言った。

「今度はワリカンにするんだから」

　そして「あっ」と言う間もなく、ツインテールを翻ひるがえして走り去って行った。
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　色々あったけれど、ようやく顔合わせの日がやってきた。

　ビジネスマナーはしっかり学んだし、新しん條じようマモルの作品も予習した。ソフィアの私服も、あんずのおかげでアイドルらしいかわいいワンピースでバッチリだ！

　スタジオに向かうため、俺たちは駅で待ち合わせをした。俺はちょっと早く来すぎてしまったようだ。かれこれ一時間はここで待っている。ってどんだけ緊きん張ちようしてんだよ、俺。

　そこへ時間通りにソフィアがやってきた。

「永と久わ～！　お待たせっ！」

　爽やかな水色ギンガムチェックのワンピースをひらりと初夏の風に翻ひるがえす。たぶん本当ならちょっとダサいはずの麦わら帽子も、今日の格好にはとても似合っていた。足元は涼しげな白のサンダルだった。これは俺がプレゼントしたものである。せっかくアルバイトでお金を貯めたのだからと、『ファッション中なか村むら』のおばちゃんに見立てて貰もらったのだ。

「これね、今大人気のブランド『セシルブルー』の新作とまったく同じデザインなのよ～」

　と言っていただけあって、その是非はともかくかわいいデザインである。何よりソフィアによく似合っていた。

「今日の格好かわいいね。見違えたよ」

「えへへ～照れるでござる」

　ソフィアは時々おかしな日本語を使う。

「でも、あんずちゃんと永久のおかげだよ～。永久、ありがとうねっ！」

「あ、ああ。うん。気にしないでよ」

　まっすぐ目を見てお礼を言われたことが恥ずかしくて、俺は曖あい昧まいに頷うなずく。「マネージャーとして当たり前のことをしただけさっ」とか「君のためならこんなことお安い御用だぜっ」とか、キラ～ンという効果音付きでかっこいい台詞せりふでも言えたらいいのだが、俺はとことんそういうキャラクターにはなれないらしい。そもそも、自分の中でかっこいいと銘打ったその二つの台詞も、よくよく考えたら微妙である。

　でもそれでいいのだ。俺はスタッフでありマネージャー。アイドルたちを陰で支える、縁えんの下の力持ち。俺がかっこよくいる必要はないのである。

　それって、すっごく俺らしいじゃん！

　緊張を振り払うのと自分を鼓こ舞ぶするために、俺は武者震ぶるいをして声を大きく出した。

「よしっ！　じゃあ行こうぜ、ソフィア！」

「了解です！　マネージャー！」

　真剣な顔で俺に敬礼するソフィアは、マネージャーというものを何か履はき違えているのだろうけれど、そこはあえて突っ込まない。むしろ通常運転であって、緊張もしておらず好ましいことである。

　真ま乃のちゃんに言われた通り、俺たちはとても空すいている逆周りの路線に乗り込んだ。
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「さぁ、いよいよだな」

　電車に揺られながら、俺たちはスタジオへと向かった。

「うう～なんだかドキドキしてきたよう～」

　さすがのソフィアも緊きん張ちようをしてきたらしく、眉毛を八の字にして「ふわあ～」だの「はう～」だのと言い出した。俺だって同じように緊張をしているが、俺はマネージャーだ。一緒になって「ふわあ～」だの「はう～」だの言うわけにはいかない。深呼吸を一つして、ソフィアを励ました。

「大丈夫だって！　まずは挨拶だけなんだし、いつも通りのソフィアでいればいいんだよ。そのままで魅み力りよくは充分伝わるはずだからさっ！」

「永と久わ……ありがとう！」

「だからまずは落ち着くのが一番だぜっ！」

「うんっ」

　ソフィアにいつもの笑顔が戻る。よかった、と胸を撫なで下ろしたその時だった。




　ガターンッ！




　ブレーキ音と共に、電車が急に止まってしまった。

「うおっ」

「きゃっ」

　反動で身体からだが大きく左右に揺れる。外を見ても、まだ駅には着いていなかった。どうしてこんな所で止まってしまったんだろう？

「事故かな？」

　焦って周囲を見渡すが、乗客は俺たちの他にほとんどおらず、驚おどろき騒さわいでいるような様子はなかった。しばらく待っていると、電光掲示板に「ご案内」という文字が光った。

「えっ！　マ、マジかよ?!」

　その内容を見て、俺は思わず声を上げる。そこには、「ただいま防災訓練実施中」という文字が右から左へと流れていた。そして追いかけるようにアナウンスも流れる。

『予告していました通り、テロ対策の防災訓練として、ただいまより15分程度、電車を緊急停止致します。お急ぎの方には大変ご迷惑をおかけしますが……』

「そ、そんな……」

　俺は頭が真っ白になった。

「どうしよう、永と久わ……」

　ソフィアが心配そうに俺に寄り添った。

「だ、大丈夫だよ」

　とりあえずそう言ったものの、十五分も足止めをくらっていては確実に遅刻だ。

「し、仕方がないよ。訓練なんだから。話せばきっとわかってくれるって」

　俺は自分に言い聞かせるように言った。
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「申し訳ありませんでしたっ！」

　駅に着いてすぐに、俺たちは全速力で走ったが、三十分の遅刻をしてしまった。焦ってしまい、スタジオまでスムーズに辿たどり着けなかったことも原因だ。走って出た汗と、冷や汗とでＴシャツが張り付いた。暑いはずなのに、背筋がヒュッと冷たい。

　だって、この状況。

　すでに集まったスタッフや関係者が、コの字になった長机にずらり腰掛け、いっせいにこちらを見ている。俺たちはまるで、今から裁かれる被告人のようである。

「あ、あの……」

　何か言おうとしたが、言葉が出てこない。確かに遅刻はよくないことだけれど、俺はちょっとだけ甘く考えてもいた。考えようによっては、たかだが三十分の遅刻である。ちょっと電車が遅れて、だとか、渋滞していて、だとか。よくあることとして謝れば許して貰もらえるんじゃないかと、心のどこかで思っていた。

　が、現実は甘くなかった。

「新人のくせにいい度胸だねぇ～」

　誰だれだか知らないが偉そうなおっさんが、決して笑っていない目付きで笑いながらゆったりと誰に言うでもなく喋しやべる。

「も、申し訳ありま……せん……」

　その威圧感に圧倒されたが、かろうじて謝罪の言葉を言うことはできた。だがしかし、こればかりを繰くり返していても仕方がない。遅れた理由をきちんと話さなくては。

「あの、す、すみません。防災訓練で電車が止まってしまったんです……」

「……君はマネージャー？」

　遮るようにして、いかにも業界人といった風貌の若い男性が聞いた。首からぶら下げた社員証を盗み見る。あれはディレクターだ。

「あ、は、はい。一応……」

「一応？」

「あっ、い、いやっ。はいっ。そうです、マネージャーです」

　どの人も妙なオーラと威圧感があり、俺は何か話しかけられるたびに萎縮してしまっていた。しかも下手にスタッフの名前や人間関係を予習してきてしまったがために、その肩書きにいちいちびびってしまう。

「初日からこれじゃあ困るんだよね。いくら人気アイドルグループとはいえさぁ、まだ候補生のド新人なんだろ？　ただでさえ……」

「もういいですよ」

　ねちねちとしたディレクターの喋しやべりを、少年の声が遮った。天才高校生映像クリエイター、新しん條じようマモルだ。

　抜けるように白い肌と、色素の薄うすい瞳ひとみとサラサラの髪。一見すると女性にも見えるくらいの整った顔立ちの少年は、テレビや雑誌で見るよりもずっとイケメンだった。

「つまりはそういうことなんです」

「マモルくん、そういうことって？」

　ディレクターが尋ねた。さっきのねちっこい喋りとは別人のような猫なで声である。常に彼の機嫌を伺っている。それを見れば、新條マモルが今どういう立場なのかということは歴然だった。オーラたっぷりに足を組み、机に両肘をついてその細く長い指を顔の前でクロスしながら座っている。その体勢のまま、俺たちの方を見ようともせずに冷たくこう言い放った。

「しょせんアイドルなんてそんなもの」

「えっ？」

　その言葉に俺は目を見張り、思わず声を上げてしまった。

　だってこれから、そのアイドルを使ってＣＭを撮とるんだろう？

「何を驚おどろいているの？」

　初めて俺を一いち瞥べつする。

「あっ、い、いや。別に……」

「君、僕と同じ高校生なんだってね。学年も同じ」

「は、はい」

「紫し藤どうくんから聞いていたよ。僕は彼のことを尊敬している。境遇も立場も似た者同士、分かり合える部分も多いしね。何より彼は、僕にはないビジネスセンスを持っている。僕はアーティストタイプの人間だから、それゆえにつけ込まれることも多いんだ。彼にはそのたびに随分と助けられた。そんな優秀で才能のある紫藤くんが言ったんだよ。『とても信しん頼らいしている人物だ』ってね……」

　トビオがそんなことを言ったなんて。

　俺はこんな状況でありながら、嬉うれしくなった。しかしすぐに申し訳なくなる。そんな風に信頼して貰もらっていたのに、俺はそれを裏切ってしまったのだ。確かにイレギュラーなことだったけれど、予告はされていた。あらかじめちゃんと調べておくべきだった。

「がっかりだよ」

　新しん條じようマモルはため息をついて言った。

「紫し藤どうくんにもね」

　えっ？

　俺は驚おどろいて顔を上げた。これは俺のミスだ。あいつはまったく関係ない。

「あいつ……いや、紫藤は悪くありません！　俺に仕事を頼たのんだだけで……」

「そんなことはどうでもいいんだ。僕はね、もともと彼がアイドルビジネスなんかをやり始めたことじたい気に入らなかったんだよ。父親が芸能事務所だからっていうのはわかる。でもさ、どうしてよりによってアイドルなんかプロデュースするんだい？　彼の才能がもったいないよ」

　新條マモルは、しきりに「アイドルなんか」という単語を繰くり返した。

「それでも、尊敬する彼がセレクトしたことだから僕は認めていた。これは単なる芸能ビジネス。彼は有能なプロデューサーだ。利益を生むビジネスのためであれば、アイドルなんていう歌もダンスも仕事も全てが中途半端で、若くてかわいいだけが取り得の女たちに関わらなければいけないのも仕方がないからね。今回の仕事も、他ならぬ紫藤くんの頼みだったからしぶしぶＯＫしたのに、やっぱりこのザマだ。だからアイドルなんてくだらないんだよ」

「ちょっと待てよっ！」

　マネージャーである前にアイドルファンである俺にとって、この言い方は納得がいかなかった。

「……なんだい？」

　新條マモルが静かに問いかける。その冷ややかな視線は、思わずカッとなってしまった俺の熱を冷ますのに充分だった。

　ダメだ。冷静にならなければ。

「俺……僕はそうは思いません」

「どういうこと？」

「確かに遅刻をしたことは悪かったです。謝ります。でもそれは僕のミスで、ソフィ……彼女には関係ありません。それに、そもそもアイドルは中途半端なんかじゃないです」

　遅刻を怒られるのは仕方がない。でも、アイドルをバカにされたのは許せなかった。俺は七しち大だい天てん使し少しよう女じよのメンバーが「若くてかわいい」だけが取り得だとは思わない。だって、大天使会議では各個人のキャラクターや特技を重視した投票が行われるんだ。むしろ今までのアイドルにあったそういうイメージを、払拭したことで人気になったグループなのである。

　こいつはまったくわかってない！

　しかもえーこ姉さんは若くないぞ！

　そう思った瞬しゆん間かん、脳内でえーこ姉さんが「永と久わくん何か言ったかなぁ～？」と言い、その巨乳を大人の余裕でむしろ武器としてひけらかし迫ってきた。ほっぺたをつねられるも、むしろそれはご褒ほう美びである。こんな緊きん迫ぱくした状況であっても瞬時にそんな妄想ができてしまうくらい、七しち大だい天てん使し少しよう女じよはすばらしいアイドルなのである。

　というのは冗談だとしても、そのくらいのコンセプトはアイドル雑誌やちょっとしたサブカル雑誌ならたいてい書いてあることだ。俺が興味もない新しん條じようマモルの作品を見て予習をしたように、仕事をするならその相手のことを少しは調べるべきではないんだろうか？

　それに…………。

「あいつ……紫し藤どうはそんな気持ちで七大天使少女のプロデュースはしていないと思います」

　トビオと取っ組み合いの喧けん嘩かをした時。あいつは俺に自分の気持ちをぶちまけた。あれは心の底から出た本心だったのだと思う。あいつはそんなビジネスライクにプロデュースをしているのではない。もっと何か…………そう、情熱を持ってやっているんだ。俺はスタッフになってからとても近くであいつを見てきたから、確信を持ってそれが言える。だからそれだけは伝えたかった。

「…………面白いことを言うね」

　新條マモルは静かに笑った。それを見て、わかってくれたのだろうと、俺はほっと胸を撫なで下ろす。しかし予想とは反対に、

「僕はとても気分を害したよ」

　彼はとても冷れい徹てつな顔でそう言った。

「えっ？」

「わかったような口を聞いて。君は紫藤くんの何だい？」

　な、何って……。どう答えたらいいんだろう？　でも、答えは一つしかなかった。

「友達です」

「友達？　はははっ。笑わせてくれるよ。ねぇ、君は紫藤くんと同じ学校だったよね？　もちろん同じＡクラスなんだろうね？」

「ち、違います……」

　新條マモルは、俺が言いよどんだのを見逃さなかった。ひどく残酷な顔になって、ゆっくりと楽しそうに尋ねる。

「じゃあ、何クラスなんだい？」

「…………Ｃクラスです」

「ええっ？　よりによって最底辺のＣクラスなのかい？　それでよく紫藤くんの友達だなんて言えたね。そしてそんな奴やつを『とても信しん頼らいのできる人物』だなんて、僕はいよいよ紫藤くんに失望したよ」

「だからあいつはっ」

「もういい。もういいよ…………僕はこの仕事を降りる」

　ディレクターを始めとした周りのスタッフが驚おどろき声を上げて立ち上がる。

「ちょ、ちょっと待ってよ、マモルくん！」

「困るよ！　考え直してくれっ」

　引きとめようとするも頑として聞き入れず立ち上がる。

「君たちっ！　マモルくんに謝らないかっ！」

　ディレクターに怒鳴られたが、俺はどうしても謝る気にならなかった。友達の名誉を守って、どこが悪いのだろう。不服顔で立ち尽くす俺を振り返って、新しん條じようマモルが言った。

「君たちが遅刻をしてくれて助かったよ。正式に断る口実ができたからね」

「なっ……！」

「言っただろう？　僕はそもそもこの仕事に乗り気じゃなかったって。そこにいる候補生？　などというアイドルに、何の魅み力りよくも可能性も感じない」

　ソフィアがうつむく。その肩が震ふるえていた。

「そんな言い方ってないだろう？　少なくともソフィアは、このためにたくさん練習して、勉強もして……俺やトビオだってそうだ。この仕事を、チャンスだ、って楽しみにしてきたんだよっ！」

「だったらこの企画は君にあげるよ」

「えっ？」

「君の崇拝する七しち大だい天てん使し少しよう女じよというものがいったいどれほどのものなのか、君自身の手で証明したらいい。いい話じゃないか。成功すれば、君は天才高校生マネージャーとして評価されるかもしれないよ。そうしたら成り上がりだって夢じゃない」

　そう淡々と話す新條マモルに向かって、周囲の大人たちは「冗談だろう？」「何を言っているんだ！」などと言いながら焦っている。その中から聞こえた一言、

「こんな奴やつにできるわけがないだろう！」

　それを聞いて俺はプツンと切れた。

　少なくとも俺は、七大天使少女の魅力、そしてソフィアの魅力を、この天才クリエイターとやらよりは絶対にわかっているつもりだ。そしてその自信が、俺にとんでもないことを言わせてしまう。

「ああっ、やってやるよっ！　絶対におまえなんかよりすげえ企画考えてやるからなっ！」

　立ち去ろうとしていた新條マモルの肩が、ピクリと震えた。

「今、なんて？」

「だからっ！　おまえなんかよりすげえの考えてやるって言ってんだよっ！　俺はなぁ～最強の七大天使少女ファンなんだっ！　天才クリエイターだかなんだか知らねーけどよっ！　そんなこと言っておまえこそ自信がないんじゃないのかっ!?」

「…………こんな侮辱を受けたのは初めてだよ。自信がない？　そんなわけがないじゃないか。僕はどんなモチーフであれ、完かん璧ぺきな作品を創ることができる。それがアイドルなんていうくだらないモチーフであってもね。僕の企画は完璧だ。いいよ、じゃあ勝負しよう。君の企画と僕の企画、どちらが優れているか。君が勝ったら、その企画で僕がこのままＣＭを撮とろう。しかし僕が勝ったら、小お野の寺でらソフィアをキャストから外させて貰もらう」
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「バカヤローッ！　なんてことしてくれたんだっ！」

　新しん條じようマモルを怒らせた件は、すでにトビオの耳に入っていた。

「滅多にないチャンスだったんだぞ！　あいつはもともと気難しくて気分屋だから、俺は日ごろから気を遣って種をまいていた。その努力がようやく実を結んだのにっ……！」

　俺とソフィアはシュンとしてうなだれる。七しち大だい天てん使し少しよう女じよのメンバーも黙だまり込んでいた。ソフィアの初仕事の結果を聞くため、レッスンの後に待っていてくれたのである。せっかく楽しみにしていてくれたのに気まずい雰囲気にしてしまって、俺はとても申し訳なくなった。

「そもそもどうしてそんな大事な場面でよりによって遅刻したんだっ！」

「ちゃうねん！　うちがな、防災訓練のこと知らんと、夏祭りで混んでるから別の路線がいいよって永と久わに教えてしもてん」

　真ま乃のちゃんが席を立って俺をかばった。

「そんなことは関係ない。自分で調べなかったことじたいが間違っているんだ。防災訓練の情報など、どんな風にしてでも得ることができる。そんなものは普段の怠慢が生んだただのミスだ」

　トビオの言う通りだった。そもそも遅刻をしなければ、こんな風にもめることはなかった。

　でも…………。

「俺は何な故ぜだかあいつに気に入られていたから、何かで関わる時はその機嫌を損ねないようにいつも細心の注意を払っていたんだ。今の映像業界であいつの存在は欠かせない。今後の仕事を有利にするために、この俺があいつにどれだけのことをしたと思っているんだっ！」

　トビオは顔を真っ赤にして怒った。そしてそんな状況の中で、

「ストイックで硬派なエリートお坊ちゃんが、仕事のためにとお耽たん美びな美少年クリエイターの無理難題を受ける…………ふふふふふ…………」

　と、腐女子な小さ夜よ子こさんがブツブツ言うのでますます微妙な空気になった。この状況でよくそんな妄想ができるなと思ったが、そういえば俺も同じことをさっきの顔合わせの時にしたんだった。ジャンルは違えど、恐るべしオタクである。

　しかしそんな不ふ謹きん慎しんな声は今のトビオの耳には入らなかったらしく、彼は引き続きイライラとしながら話を続けた。

「今から頭を下げればなんとかなるかもしれない。謝罪は早ければ早いほど効果的だ。直接あいつの事務所に行って、なんとか機嫌をとれば……」

　そう、確かにそもそもの原因は遅刻で、俺が悪い。でも、その上で俺は言いたかった。

「でもさ…………そんな風におまえが力を尽くしても、あいつはそもそもアイドルをバカにしてたんだぜ？　俺が悪かったということを前提にしても……それは許せねーよ。むしろ、本心がわかってよかったくらいだ」

「そんなことは知っている」

「えっ！　知っていて一緒に仕事してるの？　なんでだよ!?」

「仕事ってのはそういうもんなんだよ。内心でどんだけバカにされていようがやらなければならないんだ」

「でもあいつの言い方ひどかったんだよ！　アイドルは仕事が中途半端だって……」

「それでも笑っていなくちゃいけないんだよっ！　もしくは、神妙な面持ちで『はいそうですね』と同意する。時と場合で、お世辞も言うし噓うそもつく。楽しい楽しくない、好き嫌い。そんなレベルの話じゃないんだよっ！　仕事には必ず金銭が発生する。だからそれ相応の代だい償しようがあるのは仕方のないことなんだ。我慢料がすなわち給料なんだよ。遊びじゃないんだっ！」

「…………」

　何も言い返すことができなかった。俺は甘いんだろうか？

「やっぱり今すぐに謝ろう。とりあえず電話を……」

　トビオがスマホを取り出した瞬しゆん間かんだった。その手に持ったスマホと、机に置かれたタブレット端末が同時に光り、

『Ｙｏｕ　ｇｏｔ　ａ　ｍａｉｌ』

　外人男性がメールの到着を告げた。トビオは親指をスライドさせるとすぐにその内容を読み、「チッ」と舌打ちをした。

「遅かったか……」

「メール、あいつからだったのか？」

「違う。制作会社からだ。今日の件のことと、今後のことが書いてある。新しん條じようマモルは本気らしい」

「本気って？」

「本気でおまえと企画の勝負をするってことだよ。そのための資料も添付されている。これを参考にして、一週間で企画を提出しろとのことだ。しかもそれを判断するのは、ホーム食品と制作の総合プロデューサーだ。こんな負け試合、はなっから挑む必要なんてないよ」

「やってみなきゃわかんねーじゃんっ！」

「まだわからないのか？　そもそもこれは試合ですらないんだよ。新條マモルを勝たせて小お野の寺でらを外せば丸く収まる。タレントの代わりなんていくらでもいるんだよっ」

「いねえよっ！」

　俺は思わず机を叩たたいて叫んだ。その大声にトビオも驚おどろいていた。

「この仕事は……ソフィアに、ってきた仕事なんだろう？　イメージがぴったりだって。だったら……ソフィアにしかやれないんだよ。それに…………代わりはいくらでもいるなんて、おまえ本気で言ってんのか？」

「…………」

「こんなことになってしまったのは悪いと思っている。でも俺は、俺の大切な人たちをバカにしたあいつが許せなかったんだよ」

「……やっぱりファンをスタッフにしたのは間違いだった。それは……私情だ」

　その時だった。

「私情でもいいんじゃな～い？」

　肩を回して伸びをしながら、えーこ姉さんが言った。

「私だってバカにされたら腹立つわ。誰だれが中途半端に仕事してるって？　こちとらいつも全力投球よ。おかげで毎っ回！　肩こりなんだから」

「それ単に歳のせいじゃ……」

　突っ込みを入れたのはかおるんだ。

「なんですって？」

　どんな小声であろうとも年ねん齢れいに関することは聞き逃さないえーこ姉さんが、すかさずお得意の上から目線で睨にらみをきかす。かおるんは肩をすくめて「いや、なんでも」と言い目をそらすと、今度は俺の方をじっと見た。

「えーこ姉さんに先を越されたけどさ、俺も同意見。中途半端な仕事なんて一度もしたことない。あんたの起こしたことは問題だけど、女装までしてアイドルになった俺のプライドは守ってくれた。熱意、見直したよ」

「うちも同意や！　てかそんなん言われたら殴ってたかもわかれへん。応援するで！　なぁ、ゆりりん！」

「はい、もちろんです」

「うりたんも～！　がうっ☆」

「エリートお坊ちゃんを助けるため、その下で働くうだつは上がらないが元気だけが取り得の少年が、お耽たん美びクリエイターに歯向かってゆく……そして三角関係へ…………うん。私も応援させて貰もらうわ」

「ったく……ほんっとにバカなんだから……」

「あんちゃんは素直やないなぁ～」

「うるさいっ！」

[image: ]

「みんな…………」

　気が付くと全員が立ち上がっていた。まさかみんながそんな風に言ってくれるとは思わなかった。

「なぁトビオ。みんなもこう言ってくれているし、もしかしたらすごく不毛なことなのかもしれないけれど……ダメでもともとなら尚更やってやりたいんだよ……」

　しばらくの沈ちん黙もくの後だった。

「…………勝手にしろ」

　八人から歓かん声せいが上がる。

「ただし、やるからには絶対に勝て。俺だってな…………いつも悔しかったんだ」
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「うーん……偉そうなこと言ったけど、企画ってどうすりゃいいんだよ……」

　トビオに印刷して貰もらった資料を手に、俺は頭を抱えていた。

　コンセプト、ターゲット層、キャッチコピー……言葉は知っていても意味のわからない単語が紙面から滑り落ちる。

「こんな夜中に何やってんだ？」

「わぁっ！」

　参考にするためＣＭというものをよく見てみようと、リビングでテレビを見ながらうんうんと唸うなっていると、いつの間にか背後に親おや父じがいた。

「べっ、別に何でも……」

　ない、と言おうとしたが思いとどまる。そういえば親父はカメラマンだった。しかももともとテレビ業界にいた人間である。今は無職であるこのダメ親父に頼たよるのはなんだかしゃくだったが、背に腹は変えられなかった。

「なぁ、親父。企画って何？」

「おいおい、なんだよその漠然とした質問」

　俺はどう説明したらいいのかわからず、事の顚てん末まつをかいつまんで親父に話した。

「またおまえ面白いことになってんなぁ」

「こっちは大変だよ……そういうわけで、そもそも企画っていうのが何かわからないんだ」

「まぁ言葉だけを説明すんなら……なんつーか設計図みたいなもんだよ」

「設計図？」

「そうだ。その設計図がよければいいモノができるし、それが悪けりゃあモノも悪くなる。まぁ、モノゴトの種みたいなもんだな」

　モノゴトの種。

　その言葉はなんだかとってもしっくりきた。

「俺の業界で言うんなら、そのモノゴトは映像作品になる。いい作品を作るためには、まずいい企画が必要なんだ。おまえがやろうとしているＣＭだって、作品だよ」

「なぁ、親父。じゃあいい作品ってどういうもの？」

「そりゃあまた漠然とした質問だな。うーん……例えばおまえが前に見ていた短編映画」

「えっ。知ってたの？　親父が嫌いそうだったから、寝ている時にこっそり見たのに」

「トイレ行くときにチラっと見えたんだ。というか俺だって新しん條じようマモルくらいは知っているぞ。これでも映像業界の人間なんだからな」

　昔は、じゃねえかと突っ込みたいのをぐっと押さえる。

「あれはあざとい」

「あざといって？」

「そうだなぁ……うけるように作られてるっていうことかな。それを悟られちゃあ粋じゃねえ。心を摑つかまれたかのようにぐっとくる作品ってのはな……なんていうか『好き』で作ってんだよ」

「じゃあ新條マモルのはいい作品じゃないってこと？」

「そうは言ってねえ。俺はそのにーちゃんの作品を否定する気はねーよ。今大人気なんだろう？　だったら成功だ。やり方は人それぞれだからな。どこに重きを置くかも、人それぞれ……自分の人生なんだ。自分のやり方で戦ってこそ人生だろ？」

「なんだか結局よくわからないよ……」

「はははっ。そうだな。俺もいまだによくわかんねーよ。人生は一生勉強だ。ただこれだけは言えるぜ。信念を曲げないこと。それと……好きなものを譲ゆずらないこと、だな。要はおまえの好きなよ～～～～にやりゃあいいんだよ」

　親おや父じはにかっと笑ってそう言った。やっぱりよくわかんねー。親父に聞いたのが間違いだった。
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「ようこそ、ハンバーガーショップＡＡＡトリプルエーへ！　ご注文をどうぞ！」

　疲れた…………。

　連日企画を考えて夜更かしをしているせいで、俺はとても寝不足だった。しかもそんなことは想定外の予定だったため、アルバイトのシフトはいつも通り。正直かなりしんどかった。

「クラシックＡＡＡバーガーのセットを５つですね！　かしこまりました。えっ？　ＡＡＡアップルパイも追加で。はい、かしこまりました。ポテトは揚げたてをお持ちしますので少々お待ちくださいませ！　お次のお客様～」

　そしてよりによって今週は特別クーポンメルマガが配信されている。店内はスマホを片手に持ったお客でごった返していた。

「はい、クーポン51番ですね～。ドリンクは何になさいますか？」

　は、早く途切れてくれ……。

　喉がカラカラになり、声がかすれてきた。寝不足ってのは一番体に良くないのだと、弱冠十七歳にして実感する。

「お次のお客様どうぞ～」

「テリヤキバーガーセット一つ。ドリンクはコーラを二つ付けて頂ちよう戴だい」

「お一つは単品になりますがよろしいでしょうか？」

「よろしくてよ。そしてそのお一つはあんたにあげるわ」

　ん？

　俺は顔を上げた。

「はぁ～いっ♪　悩める青少年っ」

「美み咲さきさんっ！　何？　また締しめ切り前？」

「私は毎日締め切りよ。売れっ子なんだから。それよりあんた今週のクーポン、テリヤキバーガーセットがなかったわよ。社長に言っときなさいよ」

「アルバイトの俺にそんな権限はありませ～ん。７３０円になりまーす」

「言うだけならタダでしょうよ。はい、あんたのコーラ」

「わ、本当にくれるんだ。サンキュー！」

「ったりまえでしょう。この細い身体からだで二本も飲めるわけないじゃない。あっ、ＡＡＡトリプルエー苺いちごサンデー追加で」

「ったく、どの口が言ってんだか」

「ねぇあんた、休きゆう憩けい何時？」

「あと一時間で上がりだよ」

「待っててあげるから、終わったらちょっと私ん所来なさいよ」

「ええっ。待っててくれなくていいし！　どうせまた仕事の愚痴か失恋話聞かされんだろ？」

「失礼ね！　最近は失うような恋もないわよっ！　とにかく！　そのコーラあげたんだから来なさいよね」

「ええっ！　だったらいらなかったし……」

「男女の間にクーリングオフは効きまっしえ～んっ♪　今後のためによく覚えときなさい。じゃあ、後でね～♪」

　美み咲さきさんは追加のＡＡＡ苺サンデーを受け取ると、颯さつ爽そうとレジを去って行った。忙しいのに厄介な人に捕まってしまった。俺はため息をついたが、不思議と少し嬉うれしくもあった。

　美咲さんとの意味のない軽口のやりとりで、なんだか疲れが吹っ飛んだ気がする。適度なストレスは人間にとって必要なものだと授業で習ったことをふと思い出した。それってこういうことなのかもしれない。

「ねぇ、さっきのって歳の差カップルかなぁ？」

　なんてことを考えていたら、並んだ列の後ろからそんな声が聞こえて俺は慌てた。

　違うっつーのっ！
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「お疲れ～勤労少年！」

　ソファ席のテーブルから、美咲さんがひらひらと手を振る。

「ったくさぁ……俺、バイトで疲れてんだけど」

「いいじゃな～い。どうせあんたに用事なんてないでしょう？」

「俺だって色々と忙しいんだからなっ」

「はいはい。ま、とりあえず飲みなさいよ」

　美咲さんはそう言うと、まるで酒を勧めるような手つきでコーラを手渡した。ってかこれ何杯目だよっ!?　よく見ると、テーブルには真新しいテリヤキハンバーガーとポテトがあった。いったいこの人はどんだけ食うんだろう。

「こんなに食べたらいつかデブるぞ」

「私は胃下垂だからいいのよ。それよりあんた、今、大変らしいじゃない？」

　美み咲さきさんは言葉とは裏腹に、どこか嬉うれしそうな顔をしながら言った。

「誰だれから聞いたの？」

「この業界は狭いのよ。ってかあの今をときめく新しん條じようマモルを怒らせただなんて、あんた大した玉ねぇ。見直したわよ」

　そう言いながらくつくつと笑っている。

「見直したって……めっちゃ笑ってんじゃん。こっちは笑いごとじゃないんだからなっ！」

「笑うわよ～。てか私もあいつ嫌いなのよね。すかしちゃってかわいくないじゃない？　同じ天才高校生ならトビオちゃんの方がよっぽどツンデレでかわいいわ～」

「あいつのどこがツンデレなんだよ……」

「とにかく若い男の子にはデレがなくっちゃ、デレが。新條マモル、一度仕事したけど愛想なくてかっわいくないのよねぇ～。だから協力するわよ？」

　そんな理由かよ……と、突っ込みたかったが、行き詰まっていた俺にはどんな理由であれ助かった。さっそく質問をする。

「ねぇ、美咲さん。企画って何？」

「またあんた漠然とした質問ねぇ」

　美咲さんは親おや父じと同じことを言った。

「だってさ、企画ってモノじたいがよくわかんねーんだもん」

「まぁ確かに学校では習わないわね。全てにおいて大切なことなのに。自分の人生だって、企画次第で変わるわ。それくらい大切なモノ」

　またまた親父と似たようなことを言う。

「あんたが書くのは、ＣＭの企画なんでしょう？　ということは、目的は商品を売ること。モノは何？」

「レトルトカレー」

「じゃあそのレトルトカレーを、どう魅み力りよく的な商品に見せるか？　それを考えればいいの。とてもシンプルな話よ」

「でもそれがわかんねーんだよ……」

「そうね。シンプルに考えることこそ難しいのは世の常。そしてわからない時は例に置き換えるというのが思考の近道。このクーポンを見てみて」

　美咲さんが見せたのは、ＡＡＡトリプルエークラシックバーガーセットの割引券だった。

「このハンバーガーの価格は７８０円。ボリュームのあるセットとはいえ、この店ではちょっとお高めだと思わない？」

「思う！」

　実際に俺は、このＡＡＡトリプルエークラシックバーガーを普通に買って食べたことがない。常に金欠なので、どうしても５００円台でお腹いっぱいになるセットを選んでしまうのだ。

「じゃあこのセットを買うのはどんな人たちかしら？」

「うーん……俺が見た感じだと、大学生とか、一番多いのはサラリーマンかな」

「そうね、きっとその辺ね。じゃあもう一度クーポンを見てみて」

　美み咲さきさんに渡されたクーポンの券面をまじまじと見てみる。そこには、スーツを着たサラリーマンが、大きな口を開けてハンバーガーをいざ食べんとしている写真が載っていた。その横には『懐なつかしのあの味、大復活！』と書かれていた。

「その写真のようなサラリーマンが、いわゆるターゲット層。ＡＡＡクラシックバーガーは昔に一度発売されていたメニューだから、小さな頃にそれを食べていた人たちがちょうど今働いているくらいなのね。だから懐かしさを煽あおるキャッチコピーが付いている。これがＣＭ。実際に働いているあんたが見て、サラリーマンの客が一番多いって言うんなら、そのＣＭは成功ね。企画っていうのは、そんな風にＣＭを成功させて商品を売るための計画書みたいなもんよ」

　なるほど……とてもわかりやすかった。さすがは美咲さんだ。

「まず何をメインに訴えたいのかが大切。思わず食べたいと思わせるようなおいしさ、簡単に作れるという便利さ、パッケージのかわいさ……何でもいいわ。まぁ食品だから、基本はおいしさをアピールしなくちゃいけないとは思うけれど」

「なるほど……難しいなぁ」

「そしてもう一つ忘れちゃいけない商品があるわ」

「もう一つ？」

　美咲さんは人差し指を立ててウインクをしながら言った。

「それはソフィアちゃん」

「えっ？」

　ソフィアが商品？

「もちろんＣＭの一番の目的はその商品が売れること。だけど、出演するタレントにだってメリットがなくちゃフェアじゃないわ。無名のアイドルがＣＭで話題になって爆ばく発はつ的に売れたなんていう話、よくあるでしょう？　だから、ソフィアちゃんの魅み力りよくも伝わる内容にしなくちゃいけないのよ。ましてあんたはソフィアちゃん側の人間なんだから」

「要は……ソフィアのいい所をみんなに紹介すればいいってこと？」

「そゆこと。ＣＭって、短いでしょう。その短い時間で、いい所だけをアピールしなくちゃいけないの。究極の自己紹介よね」

「ソフィアのいい所……」

　ピアノがうまい、歌がうまい、おもしろい、無邪気、天てん真しん爛らん漫まん、そして何よりかわいい……たくさん思いついたけれど、それをどうまとめていいのかはわからなかった。

「う～ん、難しいなぁ」

　俺は頭を抱えてテーブルに突っ伏した。すると美咲さんが、俺の肩をツンツンとつついて言った。

「ま、ソフィアちゃんのいい所については…………本人に聞きなさいっ♪」

　えっ？　本人？

　顔を上げると、

「わあっ！」

　そこにはまさしく本人のソフィアがいた。

「ど、どどどうしたの？」

「て、てへへ……」

「心配で見に来たんだってよ。っていうか、あんたが困ってるって教えてくれたのはソフィアちゃんなんだから」

「えっ！　そうなの!?」

　俺が驚おどろくと、

「み、美み咲さきさんっ！　シィーッ！」

　と言ってソフィアは慌てた。

「まーったく、かわいくて性格もやさしいなんて反則よねぇ～。んじゃ、後は若いお二人さんで仲良くやんなさいっ」

「な、ななな仲良くって！」

「永と久わと私はいつも仲良しだよ～。ねっ？」

　いやそういう意味じゃなく。

　ソフィアは相変わらずとんちんかんだったが、心配して美咲さんに相談したり、こうしてアルバイト先まで来てくれたことは、正直すっごく嬉うれしかった。

「さぁ～て。身近な存在である幼おさな馴な染じみと、手の届かない麗うるわしの天使。悩めるモテない系Ｃランク高校生の永久くんは、どっちを選ぶのかしら。ああ～ん、小説のネタになるわぁ～」

　だから一言多いっつーのっ！
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「ふわ～今日は風が気持ちいいねぇ～」

　ソフィアを送りがてら、一緒に帰ることにした。彼女のサラサラした長い髪が、夜風になびく。

「湿気がないから気持ちいいよな」

　なんて、朝に天気予報で聞いた情報をそのまま口にしてみる。

「うんっ！　そうだね」

　その後は、何な故ぜか無言になってしまった。てくてくてくと、足音だけが響ひびく。

「あっ、あんなところに公園があるよ！」

　見つけるが早いか、ソフィアは走り出してしまった。俺は慌てて後を追いかける。

「ブランコだっ！　懐なつかしいっ！」

　ソフィアはさっそくブランコに乗った。彼女はいつも、言うと動くが同時で、俺はそのたびに振り回されっぱなしだ。

「永と久わも乗ろうよっ」

「あ、ああうん」

　二人並んでブランコを立ちこぎする。ここは昔からある小さな公園だった。あまり整備されていないのだろう。足に力を入れるたび、ブランコがキィキィと古めかしい音をたてる。

　キィ……キィ……キィ……。

　夜の公園に、ブランコの音が響く。

「気持ちいいねっ」

「そうだねっ」

「それに、すっごく懐かしいっ」

「確かに。ブランコなんて乗ったのは、何年ぶりだろう!?」

　俺がそう言うと、横で大きく風が動いた。

　ガシャンッ！

　ソフィアがブランコからジャンプした。長い髪が残像のようになびいて、まるで天使の羽に見えた。

「ママとはよく乗ってたなぁ」

　ソフィアは伸びをしながら、誰だれに言うでもなく呟つぶやいた。その後姿を、俺はブランコに乗ったまま見つめる。振り子はもう小さくなっていた。

「あのね、レッスンの時にトビオくんに言われたんだ」

「何を？」

「『今回のＣＭの仕事は、歌やピアノにはまったく関係ない。これからもグラビアや雑誌の取材など、そういう仕事はたくさん来るだろう。もしかしたら小お野の寺でらには不本意かもしれない。でもこれらのことは、最終的におまえの歌やピアノをより大勢の人に聞いて貰もらうための下準備なんだ』って……」

　確かにそうだ。今回の仕事も、もともとのソフィアのやりたいことではない。

「まったくの無名で先生にもついていない私が、正攻法でピアノで有名になることは難しいんだって。だけどアイドルがプロ並みのピアノを披ひ露ろうしたら、それは絶対に話題になるからって。永久もそう思う？」

　俺は、音楽室で初めてソフィアのピアノを聴きいた時のことを思い出した。

「うん、思うよ。だってさ、アイドルがプロ並みのピアノを弾くって、考えただけでもワクワクするよ。きっとみんな驚おどろく。俺も、ソフィアのピアノや歌をできるだけたくさんの人に聴いて貰もらいたいから」

「ありがとう」

　ソフィアはにっこりと笑った。

「トビオくんはね、七しち大だい天てん使し少しよう女じよのことは手段にしてもいい、って言ったの。でもね、私はそんな風には思ってないんだ。そりゃあ始めは抵抗があったけど、今はアイドルのことがとっても楽しい。音楽って、本当にたくさんの種類がある。アイドルはその種類の一つで、もしかしたらその中でも一番可能性のあるジャンルなのかもって思ってるよ」

　ソフィアは大きく両手を広げて、笑いながら言った。その姿を見て俺は、ごく自然にこう尋ねる。

「なぁ、ソフィア。ピアノを弾きたいか？　歌を歌いたいか？」

「うんっ！　私、頑張るよっ！　そのために、ＣＭも出たいっ！　だから……永と久わも頑張ってねっ！」

「おうっ！」

　月明かりに照らされて鼻歌を歌うソフィアを見ながら、俺は思った。

　ピアノと歌……その両方を、ＣＭで披ひ露ろうすることはできないのかな？

　俺の中で、ひとまず企画書に書くべきテーマが決まった。
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「とはいえ…………」

　それをどうやってＣＭにしたらいいのか、まったくわからない。メインはレトルトカレーなのだ。そこにどうやってピアノと歌を絡めればいいんだろう？

「わっかんねぇ～……」

　俺は頭を抱えながらリモコンを操作し、録画した番組のＣＭだけを見ていった。とにかく色んなＣＭを参考にするために、ＨＤに長時間の録画をしたのだ。

『懐なつかしのあの味が大復活！　ＡＡＡトリプルエークラシックバーガー！　今なら特別クーポン配信中♪』

『あなたもすぐに好きになるっ！　スグスキらーめん！』

『初心者もＯＫ！　体験だけでもＯＫ！　あなたのペースでＯＫ！　何でもＯＫな自由に学べる英会話教室は、ＯＫ塾！』

　世の中には色んなＣＭが溢あふれている。しかしその中で頭に残るようなものは、一握りだ。その一握りになるには、どうすればいいんだろう？

「うーん……普段ＣＭなんて飛ばしちまうからな。意識して見たことなんてねぇや……」

　ん？

　自分で言った言葉に、どこか違和感を覚えた。

　俺は今、メインの番組を飛ばして、ＣＭだけを見るという行為をしている。本来なら、飛ばされるのはＣＭの方である。

　そう、ＣＭは飛ばされるのだ。

　リアルタイムで見ていれば目にすることもあるだろうが、録画機器の発達した今日び、テレビ番組をリアルタイムで見る人は少ないのではないだろうか。そうでなくても、このレトルトカレーは、塾や勉強で忙しい中高生を応援するというのが商品コンセプトなのだ。塾や勉強で忙しい状況では、尚更見たいテレビ番組は録画することになるだろう。

　そうだ。そもそも今時、テレビＣＭを意識して見る奴やつがいるんだろうか？

　自分自身を振り返ってみる。こういう状況になったから、俺は今リビングで真剣にテレビを見ているが、普段は自分の部屋でパソコンに向かっていることの方が多い。

　七しち大だい天てん使し少しよう女じよファンが集うＳＮＳサイト『天てん使し電でん脳のう世せ界かい』に入り浸って、動画を見たりゲームをしている時間の方が長いのである。リビングにいたとしても、スマホで同じことをしている。

「テレビって……みんな見ているのかな？」

　根本的な疑問が湧いた。しかしこれはテレビＣＭとしてのオファーである。そこを変えるわけにはいかない。

「じゃあ、テレビＣＭを見させるにはどうしたらいいんだろう……？」

　その時俺の頭に、七大天使少女のゲリラライブ配信のことが浮かんだ。

　それは動画配信サービスを使った放送で、ある日突然にライブの映像が流れるというものである。突然と言っても、各メンバーアバターが事前に情報を教えてくれるため、その日その時間にそのページに行けば誰だれでも見ることができる。レアなライブ映像を配信したり、時には舞ぶ台たいの裏側なんかも流してくれる。俺は情報を手に入れると、いつもその時間を心待ちにしてパソコンに向かうのだ。そして同じようにそれを楽しみにするファンで、いつも視し聴ちよう数すうはすごい。コメントでファン同士が交流できるのもまた楽しい。

　そう、あらかじめわかっていれば、人は見に行くのだ。

「…………なんかわかりそうな気がしてきたぞ」

　レトルトカレーのＣＭ、ソフィアの魅み力りよく、ピアノ、歌、そして…………。

　様々なキーワードが、俺の中で一気に一つになった。そしてこれを実現させるには、トビオの力を借りなくてはならない。
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「勝手にしろと言っただろ？　どうして俺が手を貸さなきゃならないんだよ」

　案の定の答えが返ってきたが、俺はめげない。

「どうしてもおまえの力が必要なんだっ！　頼たのむっ！」

　昨日の夜、企画を思いついてから俺は一気にそれを書き上げた。これがＣＭとして良いものなのかどうかは、正直よくわからない。ただ、とにかくトビオに見て欲しかった。

「だから俺は手なんて貸さない」

「そんなこと言わずにさ。とりあえず読むだけ読んでみてよ。なっ？　頼むよ！」

　俺の悲痛なお願いに観念してトビオは、

「…………読むだけだからな」

　しぶしぶ企画書を受け取ってくれた。

「あ、ありがとうっ！」




「………………」




　トビオは黙だまって企画書を読んでいる。沈ちん黙もくが重たい。ぺらりと紙をめくる音が、妙に耳に付く。トビオはページをいったりきたりしながら、時折首をかしげたり、手で顎あごを触ったりした。

　やっぱりダメなのかな……。

　その神妙な面持ちから、そう思った時だった。

「これ、おまえ一人で考えたのか？」

「えっ、う、うん。そうだけど……」

　トビオは再び、ページに目を落とす。ぺらり、ぺらり。俺は唾を飲み込んだ。

「なかなかの出来だ」

「えっ？　本当に!?」

「ああ。多少強引なところもあるが、面白い」

「ほ、本当の本当？」

「俺はいいと思ったものは素直にいいと言う。邪推するな。この発想は俺にはできない。うん……面白いと思う」

「や、やったぁっ！」

　俺は喜んで飛び上がった。

「おまえにそんなこと言われると思わなかったよ、そりゃあちょっとは自信あったけど、でも素人の発想かな～なんて悩んだりもして」

「いや、その素人の発想がよかった」

「それ……褒ほめてる？」

「ああ。今のこの状況ではな。少なくとも新しん條じようマモルには絶対に思いつかない企画だ。もしかしたら……もしかするかもしれないぞ」

「本当に!?」

　俺は素直に嬉うれしかった。

「世の中のエンターテイメントってやつが、誰だれに向けて作られているかわかるか？」

「えっ。そんなのわかんないよ」

「いわゆる『普通の人』に向けて作られているんだ。大衆向け、なんて言葉をよく耳にするだろう？　とにかく、世の中には『普通の人』がほとんどで、だから何かを売ろうとする時はその大多数の『普通の人』向けに作らなければならない。だけど、時折メディアってやつはそれを見誤るんだ。何な故ぜかわかるか？」

「だから俺に聞かないでよ、わからないよそんなの」

「一応礼れい儀ぎとして言葉のキャッチボールをしてやってるんだよ。メディアが何故『普通の人』の需要を見誤るのか。答えは簡単だ。制作側にいる人間はある意味で『普通の人』ではない。例えば新條マモルのように幼い頃から才能に溢あふれチヤホヤされている者。あまりにも内部のことを知っているいわゆる業界人。そういう類の人間が一番わからない、あるいはわからなくなってしまうものこそが『普通の人』の気持ちなんだ」

　おそらくその『普通の人』に該当する俺は、『普通の人』の気持ちがわからないということがよくわからなかった。

「そもそもさ、『普通の人』ってのはどういう人なの？」

　トビオは少し間を置いてから答えた。

「おまえには言いづらいが、いわゆるＣランク層のことだ。『普通』という定義が存在しないがゆえに、一番人数を占める層の考え方がすなわち『普通』となる。だけど、残念ながら世の中を動かしているのはその層ではない。Ａランクなんだ。どうして世の中がいつまでもよくならないと思う？　答えは簡単だ。この世の仕組みを作っているのがＡランクだからだよ。政治家にしたって、皆一様に育ちがよく金もあり学歴もあるエリートだ。そんな奴やつらに貧困層の気持ちがわかるわけがないだろう？　だからとんちんかんな法ができる。Ｃランクに有利な仕組みは作られないんだよ」

　脈絡のないヘビーな話に、とてもブルーになる。何故俺は企画書を見せてここまで貶おとしめられたのだろうか？

「あ、あの……トビオくん？　ちょっと色々心が痛いんですが……」

「ああ、悪かった。つい本当のことを喋しやべってしまった」

　いやいや、だからそれが痛いんですけど！

「別に凹へこませたかったわけじゃないんだ。心が痛かろうが何だろうが、現実として今はそういう世の中なんだよ。そして『普通』の奴やつらがそれに参加することをあきらめちまっている。チャンスは０ではないのに……」

「珍しく『俺ら』に優しいな？」

「別に俺は、はなっから厳しいわけじゃないよ。前にも言っただろう？　戦わずしてあきらめて、そのくせ文句ばかりを言っている人間が嫌いなだけだ。前置きが長くなったな……。さっきも言ったように、Ａランクには大衆の気持ちがわからない。俺だってそうだと思う。七しち大だい天てん使し少しよう女じよのプロデュースをしているが、本当の意味でのファン心理はもしかしてよくわかっていないのかもしれない。おまえを見ているとつくづく思うよ。ああ、本当のファンってのはこういうもんなんだなって。だからその意見はなんていうか……その……すごく…………助かる」

　トビオは赤面をしながら、聞こえるか聞こえないかという声で最後の言葉を言った。

「だから……褒ほめたんだよ、あれはっ！」

　ええっ？　今ままでの全部それを証明するための説明だったのっ!?

　本当にこいつはなんていうか、どこまで素直じゃないのだろう。こんなに器用になんでもこなすのに、友達にストレートな気持ちを伝えるという簡単な場面でこんなにも不器用。それを踏ふまえると、日々の皮肉や嫌味も、その奥底にある本音を隠すための長い長い言い訳のような気がして、そう思うとそれはむしろかわいいの領域になってくるから不思議である。こいつにそんなかわいい一面があるだなんて、なんだかおかしくなってしまった。

「ぷっ……くくく……」

「なっ、何笑ってんだよっ!?」

「い、いや……なんでも」

　あんずのことも相まって、なんだかどんどんと親近感が湧いていくのを感じた。人間、深く接してみないとわからないこともあるものである。もしかして、食わず嫌いというのが一番もったいないのかもしれない。

「とにかくおまえが褒めてくれたってことはわかった。ありがとう。正直俺、自信なかったんだ。だけどおまえってすげえじゃん？　そんなおまえに褒められたら、すっげえ安心した」

「ふんっ」

「というわけで……じゃあもう一度あらためて頼たのむよ。手を貸してくれないか？　この企画を成功させるためには、どうしてもおまえの力が必要なんだ」

「ああ、わかった。これならやってみる価値はあるだろう。ただし…………」

「ただし？」

「やるからには徹てつ底てい的にやるからな！　俺は負けることが一番嫌いなんだ。だから妥協は絶対に許さない。必ず……勝つ！」

「うん、わかった！」

　俺は力強く頷うなずいた。
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「う～ん……問題はこの部分なんだよなぁ……」

　トビオの協力は得られることになった。だがしかし、そのために宿題が一つ。台本と呼ばれる、シナリオが必要だということなのだ。

「シナリオなんて俺に書けるかなぁ～～」

　さっきからパソコンの前にずっと座っているが、画面は真っ白だ。イメージ映像は頭に浮かんでいるのに、それをいざ文章にしようとすると、どうしたらいいのかまったくわからない。俺は初めて美み咲さきさんを心から尊敬した。

「とはいえ美咲さんに頼たのむわけにはいかねーしなぁ……」

　ただでさえ前回お世話になっているのだ。それに今回の件は俺が引き起こしてしまったことだし、マネージャーとしてのプライドにかけても、自分自身でなんとかしたかった。

「うーん……シナリオ……シナリオ……」

　キーボードをカチャカチャと、書いては消し書いては消しを繰くり返す。その時、机に置いていたスマホが震ふるえた。メールだった。

「おっ、誰だれからだ～？」

　開いて見ると、智とも花かからだった。あいつからだなんて、珍しい。

『夜遅くにごめんね。調子はどう？』

　メールには絵文字と共にそう書かれていた。

『絶好調だよ！　いい企画を思いついたんだ』……

　俺は企画の内容を書き込む。少々長くなってしまったが、そのまま送信した。しばらくして返事がくる。

『すごい！　面白そうだね。でも、国語が苦手の永と久わにシナリオなんて書けるの？』

「うっ……」

　さすがは幼おさな馴な染じみである。

　俺が今まさに悩んでいる部分をいきなり指摘された。しかしここは再びマネージャーとしての、いや男としてのプライドである。

『書けるよ！　っていうか、今まさに書いているところ。超すげーのができそうな予感』

　送信すると、すぐにまたスマホが震えた。

「早っ！」

　開いてみると、こう書かれていた。

『本当に？』

　たった四文字での端的な日本語。どうりで返信が早いはずである。そしてこいつは、どうしていつもこうするどいのだろう。

　どう返したものかと考えていると、俺の返信を待たずに再びスマホが震ふるえた。

『私が書こうか？』

　えっ？　智とも花かが？

　それは思いがけない申し出だった。確かにあいつは読書家で文章も得意だ。でも、俺のことを手伝ったって何のメリットもない。

『大丈夫だよ。なんだか悪いし』

　思わずそう言って断ってしまった。すると今度は少し時間が経たった後、返信があった。

『いいの。永と久わの役に立ちたいから』

　メールにはそう書かれていた。

「本当にいいのかな……」

　スマホを片手にしばし考えた。正直、智花が手伝ってくれるならとても助かる。でも期限も短いし、智花に大変な思いをさせたくなかった。俺は悩みながら、メールを書いては消し書いては消しを繰くり返す。そしてとうとう送信ボタンをタップした。

『ありがとう。じゃあ、お願いするよ』

　その一文を送った後、どうしてだか胸がわくわくした。この企画にあいつも関わることが、なんだか妙に嬉うれしかったんだ。
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「はい、これ」

　放課後。智花が教室にやってきて、クリアファイルを差し出した。

「えっ！　もう終わったの？」

　智花は笑顔で頷うなずいた。ファイルの中に入っているのは、例のＣＭ企画用シナリオである。

　あのメールをやりとりした翌日、俺はさっそく智花にそのイメージを伝えた。さすが読書家の人間は基本が違うようで、俺が箇条書きで書いた内容を、智花はその場ですぐにわかりやすく直してくれた。しかしまさかそれから一日で完成するなんて。感謝の気持ちでいっぱいだった。

「でも私シナリオなんて書いたの初めてだから、うまくできているか……」

「見てもいい？」

「うんっ」

　そう言いながらも、「うんっ」の声が弾んでいる。きっと少し自信があるんだろう。俺は智花のそんな表情を見てわくわくした。数枚のシナリオはすぐに読めた。だけど、俺は何度もそれを読んだ。智とも花かが、少し心配そうに俺の顔を覗のぞきこむ。

「ど、どうかな……？」

　俺は尋ねられてからもう一度読み返した。

「…………すげえ！」

「本当に？」

「うん！　すげえよ！　俺のイメージ通りだ！　なんていうか……目の前に映像が浮かんだもんっ！」

「よかったぁ」

　智花はほっと胸を撫なで下ろしていた。

「初めてでこんな風に書けるなんてすげえよ。前に見た、美み咲さきさんのシナリオみたいだ！」

「あっ、それを参考にしたの。それとこういう本を買って」

　鞄かばんから取り出したのは、『シナリオの書き方』という本だった。そこまでしてくれたのか……。俺はなんだか、胸が熱くなった。

「わざわざありがとう。本当に嬉うれしいよ。俺、昔から智花に助けられてばっかだな」

　それは素直に口から出た言葉だった。そう、なにげなく素直に。だから、

「えっ……」

　そう言って智花が真っ赤になったのを見て驚おどろいてしまった。
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「ど、どうしたんだよ？　顔、真っ赤だぞ！」

「だ、だってだって……永と久わが変なこと言うからっ」

　ええっ？　俺おかしいこと言った？

「へ、変かな？　素直にお礼の気持ちを言っただけだよ。衣装のことにしても、色々教えて貰もらったしさ。ていうかおまえ、そもそもどうして急にそんなに協力的になってくれたんだ？　昔はさ、俺がアイドルのこと話してると怒ったじゃん」

「それは……」

　智とも花かは言いにくそうにうつむいた。

「それは……？」

　とてもとても長い沈ちん黙もくの後。

「た……楽しそうだったからっ！」

「えっ？」

　それは予想していない意外な答えだった。

「永久が七しち大だい天てん使し少しよう女じよに夢中になった頃……どうしてだろう。なんだかとっても寂しかったの」

「寂しいって？」

「私たち、小さい頃からよく一緒にいたよね。それなのに、永久は私の知らない世界で、私の知らない夢中なものを見つけてしまった。いつも楽しそうにアイドルのことを話す永久は、なんだか外国語を話しているみたいで……寂しかった。変よね、こんな気持ち」

「変じゃ、ないよ」

　その気持ちは、なんとなく俺にもわかった。智花の部屋で『ストロベリィティーン』を見つけた時の俺の気持ちと、きっと同じなんだろう。

「その寂しさは、どうしてか悔しいに変わったの。楽しそうに話す永久を見るたびに、その話題に入りたいなって思ってた。本当はね、テレビやネットで見たりしてみたの。かわいいなって思った。だけど、それを素直に言えなかった。でも今ならわかる。悔しいっていうのはね、素直になれない自分が悔しかったんだ」

　智花は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「そんな私を、素直にさせてくれたのは小お野の寺でらさんなの」

「ソフィアが!?」

「うん。永久がトビオくんや小野寺さんと仲良くなりだした時、私の悔しさはもっと大きくなった。だって、みんなとっても楽しそうだったんだもん。私も仲間に入りたかった。でもまた素直になれなかった。そんな時、偶然に永久の家でみんなに会って……秘密を知って……小野寺さんと友達になったって言ったのは本当だよ。あの日の帰り道、色んなことを話したんだ。小野寺さんは、すごく素直に色んなことを話してくれた。それを見て、とってもうらやましかった。私もこうなりたいなって。それを思わず口に出しちゃった。『小お野の寺でらさんは素直でいいね』って。そうしたらね、あの子、なんて言ったと思う？」

　俺は首をブンブンと横に振った。

「『素直ってなぁに？』だって」

　ぷっ……と、二人同時に吹き出した。なんともソフィアらしい答えだ。

「それを聞いてね。ああ、天てん真しん爛らん漫まんってこういうことかって思った。かなわないなぁって。でね、その後も『なぁに？　なぁに？』って聞くから、そう聞かれると素直ってなんだろうって思ったの。でね考えた結果……」

「結果？」

「好きなものを好きって言うことかなって、そう思った」

　俺は声に出さなかったが、大きく頷うなずいた。

「そう言ったらね、小野寺さんこう言ったの。『なぁ～んだ、そんなの簡単じゃんっ♪』って。そしたら不思議なの。本当に簡単に思えてきちゃった。だからね、永と久わに素直に言ったの。仲間に入れて欲しいって。楽しそうだからってひがむんじゃつまんないよね。楽しそうだからこそ、素直に仲間に入れてって言えばいい。こんなに簡単なことだったんだ」

　それは俺がトビオに『何かやらせて欲しい』と頼たのんだ時の気持ちと同じだった。あいつのことを素直にうらやましいと思った俺は、素直にその気持ちを伝えた。そしたら、憧あこがれだった七しち大だい天てん使し少しよう女じよのスタッフになることができた。色々と大変だけれど、今は毎日がとても楽しいしやりがいがある。それだけで日常が変わったんだ。

　簡単なようで、難しい、素直。難しいようで、簡単な、素直。

　でも、素直にしていると楽しいことは確かだった。

「でも、素直っていいね……だって……」

　智とも花かは少しもじもじとしてから、顔を上げて言った。

「永久からこんなに嬉うれしい言葉を貰もらえたんだもんっ」

　え……？

　智花は満面の笑みを浮かべていた。その笑顔に、何な故ぜだかドキッとしてしまう。

　こいつ、こんなにかわいかったっけ？

「べ、べ、別にたいしたこと言ってねーよ。ありがとうって言っただけだし！」

　いかん！　こんなにキョドっていては、智花にあやしまれてしまう！　ていうかどうしたんだよ、俺!?

　赤面してしまいそうなのを抑えようと、頭の中で素数を数え始めたその時だった。

「永久～！　智花ちゃ～ん！」

　ソフィアがやってきた。俺と智花は、慌ててクリアファイルを隠す。

「それ、なぁに？」

「な、なな何でもないよ。なぁ、智とも花か!?」

「う、う、うんっ！」

　どう考えてもめちゃめちゃ何かあるだろう？　というキョドりっぷりであったが、そのおかげでさっきのキョドりを同化させることができたので、ある意味ナイスタイミングでの登場だぜソフィア！　と、俺は心の中で親指を立てた。

　そしてこのキョドりの理由であるが、企画のことはソフィアに内緒なのだった。そして内緒にすることじたいが、企画の一部なのである。智花にはもうこのことを伝えてあったので、だから二人して焦ってしまったのだ。しかし純粋なソフィアはそんな俺たちの様子を不ふ審しんに思うこともなく、無邪気に尋ねてきた。

「ねぇ永と久わ！　企画は順調？」

「いや……やべーよ。全然思いつかないんだよ」

「ええっ！　あと二日しかないよ！　だだだ大丈夫なの？」

「うん……ダメかもしんないや」

「ええええっ!?」

　そしてより企画を盛り上げるために、噓うそをつく俺。

「大丈夫かなぁ？　心配だよ～」

　ソフィアはそれこそ素直にそのことを心配した。俺と智花は顔を見合わせてアイコンタクトを取った。

　ちょっと心苦しいけれど、これで下準備はＯＫだ！
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　いよいよプレゼンの当日がやってきた。

「っしゃあ～！　プレゼン日和だぜっ」

　そんな日和があるのかはさておき、今日は気持ちよすぎるくらいの快晴である。緊きん張ちようからかなりの早起きをしてしまった俺は、さっきからずっと荷物のチェックをしている。

「人数分のコピーに……自分用のメモ……っと。よしっ！　これで完かん璧ぺきだなっ」

　指差し点検をしながら独り言を言っていると、背後から寝ね惚ぼけ顔の親おや父じがやってきた。

「ふわあああ～～～……なんだよ、休みだってのにやけに早いな」

「今日は運命の日なんだよっ」

「おっ。例のプレゼンの日か！」

「そゆことっ。あっ、俺はもう行くからな。朝食くらい自分で食えよ」

「へーいっ！　…………なぁ、永と久わ」

「何？　俺もう行くんだけどっ！」

　約束の時間まではまだまだ余裕があったが、なんだかじっとしていられなかった。慌しく荷物を詰めると、バタバタと身だしなみを整える。

　そんな風にとても緊張をしていたが、同時にわくわくもしていた。

　こんな気持ち、小学校以来だ。

　なんてふと思う。学芸会や運動会。俺は目立つような大役をしたことなんてなかったけれど、それでもあの時は全員に必ず役割があった。母さんが弁当を作って、必ず見に来てくれたっけ。俺はどんな小さな活かつ躍やくでも、母さんにそれを見せるために頑張った。そしてどんな小さな活躍でも、母さんは必ず褒ほめてくれた。毎年の楽しみな行事だった。

　人は誰だれかのために頑張る時、楽しいって思えるんだ。

「じゃあ……行きますかっ」

　気合いを入れて、頰ほおを両手でパンッと叩たたく。玄関で靴を履はく俺に、再び親父が話しかけた。

「なぁ、永久」

「だから何っ!?」

「おまえ…………いい顔してんなっ」

　そんなことをわざわざ？　と、俺はキョトンとする。親父は親指を立ててニカッと笑っていた。だから、

「おうっ！」

　と言って同じポーズを返した。よくわからないけれど、なんだかそう言われたことが嬉うれしくて、

「いってきまーすっ！」

　と、勢いよく家を出た。




　　　　　　　　　　　　＊




「えっと、勤務表はどこだったっけ？」

　ソフィアとの待ち合わせ場所に行く前に、俺はＳＨＩＤＯプロダクションの事務所に立ち寄った。プレゼンはスタッフとしての仕事になるため、事前に勤務表を書かなければならないのだ。タイムカードを押して、今日のスケジュールを書き込んでいたその時である。

　プルルップルルッ。

「わぁっ！」

　急に事務所の電話が鳴った。短い音は内線だ。誰だれもいなかったので、取次ぎくらいはしておこうと電話を取った。

「はい」

「もしもし……永と久わか？　あんな……今すぐ……休きゆう憩けい室に来て欲しいねん」

　電話口の声は真ま乃のちゃんだった。今日はレッスンは休みのはずだ。どうしてスタジオにいるんだろう？

「真乃ちゃん？　どうかしたの!?」

「く、苦しいねん……」

「えっ？　わ、わかった！　すぐに行くよ！」

　真乃ちゃんはとても息苦しそうな声だった。何があったんだろう？　俺は休憩室へと走った。




「真乃ちゃん、大丈夫っ!?」

　ドアを開けると、そこにはテーブルに突っ伏した状態の真乃ちゃんがいた。

「と、永久……ごめんなぁ……うち……今日自主練しにきたんやけど……なんや急に調子悪くなってな……なんか胸んとこが苦しいねん……」

「えっ、本当に!?　風邪かな？」

「わからへん……とにかく……苦しくて……」

　どうしよう、とても辛そうだ。胸が苦しいだなんて、何か大きな病気なのかもしれない。

「ここ、仮眠室あったよね？　とりあえずそこに行って横になろう！」

「永久、ごめんなぁ……ありがとう……」

「お礼なんていいから。ほら、肩貸すよ」

　真乃ちゃんは言われるがままに俺によりかかった。

　ほわん。

　女の子独特の、甘くていい香りが俺の鼻び腔こうをくすぐる。加えて、真乃ちゃんの巨乳が俺の二の腕に密着した。

　う、うわ……やわらかい……。

　ちょっと、いや、かなり動揺したが、今はそんな不ふ謹きん慎しんなことを考える場面ではない。俺は仮眠室へと急いだ。




「ほら、ここに寝転がって」

「ん……」

　真ま乃のちゃんは力が入らないようで、されるがままベッドに寝転がった。

「布団、いる？」

「いい……なんか……熱いねん……」

「熱があるのかな？　ちょっと待ってて。体温計探してくるよ」

　部屋を出て行こうとしたその時だ。

　グイッ。

「わっ」

　真乃ちゃんに袖を引っ張られた。

「永と久わ……行かんといて……」

　ええっ!?

「い、いや。ちょっと体温計を取りに行くだけ……」

「そんなんええから。苦しくて怖いねん。側そばに居てほしい……」

　ええええっ!?

　真乃ちゃんは俺の袖を摑つかんで離はなさない。しかも、俺は今それによりベッドに腰掛ける形だ。体調が悪いとはいえ、いくらなんでもアイドルとスタッフこの体勢はまずい気がする。

「わ、わかったよ。しばらくは側にいるから、手離して。ね？」

「……いやや」

　い、いややって。

　いつもは勝気な真乃ちゃんが、妙にシュンとしてしおらしく首を振った。

　な、なんだこのかわいさ……！

　しかも方言の破は壊かい力りよくたるや。

　って、俺は何を思っているんだろう。真乃ちゃんは体調が悪いのだというのに、不謹慎にもほどがある。落ち着くためにも、やはり体温計を取りに行かねばなるまい。

「真乃ちゃん、俺やっぱり体温計を……って、何してんのっ!?」

　言いかけて思わず大声を上げてしまった。

　真乃ちゃんが…………服を脱いでいる。

　えええええええっ!?

「永久ぁ……なんか……熱いよぅ……」

　確かに今は七月だが、冷房の効いた部屋は暑いということはない。だからやっぱり熱が出ているのだろうと思うが、それにしてもいきなり脱ぎ出すとはいかがなものか。

「あ、熱いってどうすればいいんだ？　あっ、あれか！　あの、おでことか冷やすやつ！」

　俺が慌てている間にも、真ま乃のちゃんはプチプチとブラウスのボタンを外していく。真っ白なフリルの付いたシンプルな半袖のブラウスの下は、レモンイエローのキャミソールだった。

　え、こ、これって下着じゃないよね？

　真乃ちゃんはすっかりボタンを外してしまった。キャミソールはとてもぴったりとしていて、胸の形がよくわかった。谷間も覗のぞいている。俺は恥ずかしくて、顔を真乃ちゃんの方に向けることもできない。

「ま、真乃ちゃん！　布団、掛けた方が……！」

「だって熱いねんもん……」

「いやでも……」

「永と久わ……ずっと側そばにおって……」

　その言葉で我に返り腕時計を見る。さっきからだいぶ時間が経たっていた。早く桜さくら町まちのスタジオに行かなくてはいけない。でも……真乃ちゃんをどうすれば……。

「真乃ちゃん！　俺、今日ソフィアのＣＭのプレゼンなんだ。もう少ししたら行かなくちゃいけない。戻って誰だれかスタッフさんに連絡してみるよ。それか、真乃ちゃんのマネージャーさんとか事務所の人に連絡して……」

「いややっ！　その間、うち一人やん！　なんやわけわからんくらい体調悪ぅて、心細いねん……頼たのむから永久、側におって？」

　真乃ちゃんは泣きそうな顔でこちらを見た。よっぽど体調が悪いのだろう。どうしよう。いてあげたいけれど、もう遅刻なんてヘマをするわけにはいかない。

　俺は腕時計を睨にらみながらしばし考えた。その時。

　ほわん。

　さっきの感覚が再び訪れる。真乃ちゃんが俺に抱きついていた。

「え、ちょ、ま、真乃ちゃんっ！　何してんのっ！」

「永久、行かんといてっ」

　うう……でも……俺には大切な役割があるんだ。それは絶対に……譲ゆずれない！

「ごめん、真乃ちゃん。俺、やっぱり行くよ」

　そう言った瞬しゆん間かんだった。真乃ちゃんの顔が、一気に曇くもった。

「そっか……そうやね……永久はソフィアのマネージャーやもんな。うちのことなんてどうでもええ…………って、えっ!?」

「どうでもいいわけないだろおおおおっ！」

　俺は真乃ちゃんをお姫様抱っこした。

「え、ちょ、と、永と久わ！　何してるんっ!?」

「いいからっ！　ちょっと我慢してっ！」

　そしてそのまま仮眠室を出て、外へと向かう。

　俺は七しち大だい天てん使し少しよう女じよが大好きだ。そして真ま乃のちゃんはその愛すべきアイドルのメンバー。ソフィアのことは大事だ。アイドルとしても応援したい。でも、それを比べることはしない。どうでもいいなんてわけがないじゃないか。

　そう、俺が選んだ選択肢は、二人ともなんとかする！　だった。




　　　　　　　　　　　　＊




「真乃ちゃん、しっかりつかまって！」

　俺が選んだ選択肢、それは……。

「じゃあ、行っくぞ～！」

　チャリだった。

　とにかく病院に連れて行こうと思ったが、最寄の病院は桜さくら町まちのスタジオの途中で下車をしなければならなかった。それでは間に合わないし、体調の悪い真乃ちゃんを歩かせるのも気が引けた。電車がスムーズに来るとも限らない。だから俺は、渋滞も遅延も関係ない、世界最強の乗り物であるチャリンコをセレクトしたのである！

「ごめんね、急ぐから！」

　俺の身体からだはすぐに汗を搔かき、Ｔシャツはぴったりと貼り付いた。それでも一生懸けん命めいに漕こいだ。もうすぐソフィアとの待ち合わせ場所だ。

「あっ、永久～！　……って、真乃ちゃん!?　どうしたの!?」

「体調が悪いんだ。詳しい説明は後でするから！　とにかく乗って！」

「ええっ！　の、乗ってって、ええっ!?」

　真乃ちゃんは荷台に座っている。

「真乃ちゃんの後ろ！　ここに足をかけて……二ケツするみたいに！」

「えっと……こ、こう!?」

「ちょっと安定悪いけど、きっとソフィアなら大丈夫！　じゃあ……行く……ぞ～……」

　ペダルを踏ふみ出したものの、やはり三ケツというのはとても重い。安定を失なくした自転車はしばらくふらふらとしたが、やがてまっすぐ走り出した。

　お、重い……けど…………頑張れ、俺！

「うおおおおおお～！　どっちも間に合え～！」

　気合を入れて走り出す。

「永久～！　頑張れ～！」

　ソフィアも叫んだ。

　タイヤがふわりと浮いた。下り坂に差し掛かる。三人分の重量はかなりのもので、ものすごい風を切った。

「真ま乃のちゃーん、大丈夫～？　もうすぐだからねー！」

　叫んでみたけれど、風の音でかき消されてしまった。だから、

「あんた……ほんまにアホや……」

　真乃ちゃんが何て答えたかもわからなかった。ただ、俺につかまった両手をぎゅっとされたことは覚えている。




　　　　　　　　　　　　＊




「はぁはぁ……はぁはぁ……ま、間に合った……」

　夏の日差しの中、自転車を人生で初めての三ケツをし、俺のＨＰはすでに０に近かった。Ｔシャツは汗でびっしょりである。

「永と久わ、大丈夫？」

「だ、大丈夫……」

　体力的には大丈夫ではなかったが、真乃ちゃんを無事に病院に送り届け、こうして桜さくら町まちスタジオにも間に合ったのでほっとした。同時に緊きん張ちようも舞まい戻ってきたが、しっかりせねばと背筋を伸ばす。
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「ソフィアこそ大丈夫か？　足、痛くない？」

「うん……でも永と久わ。私まだ永久の考えた企画知らないよ。さっきの大丈夫は、そっちの大丈夫もあるのだ」

「ああ、それなら心配しないで。あっ、ほら行くよ！」

　俺たちはスタジオの中へと入った。




「今度は遅刻はしなかったようだな」

　そこには新しん條じようマモルをはじめ、この前のスタッフがずらり勢ぞろいをしていた。スーツを着ているのはホーム食品の人たちだろうか。やはりこの雰囲気には圧倒される。俺はごくりと唾を飲み込んだ。

「今日はよろしくお願いします」

　頭を下げると、新條マモルは「ふんっ」と一言言って一いち瞥べつした。代わりにあのねちっこいディレクターが喋しやべる。

「なんだその格好は。普段着な上に、汗だくじゃないか。失礼だぞ、まったく……本当にやる気があるのかい？」

「あります」

「返事だけはいっちょまえだな。まぁ、のこのことここまでやってきた勇気は褒ほめてあげるよ。でもね、このプレゼン対決の提案はいわばマモルくんの温情だったんだよ。君は普通の高校生だからね。非情に切り捨ててはショックを受けるかもしれないという配はい慮りよだったのに」

「わかった上で来ました。それくらい、俺も真剣なんです」

「無知というのは怖いね」

　その普通の高校生相手にこれだけ真剣に嫌味を言う大人もどうかと思ったが、それに関しては同じことを思ってくれた人がいたようで、間に割って入ってくれた。

「まぁまぁ。君も子供にそんなことを言わないで」

　見ると、この中では一番年配と思おぼしきカジュアルな私服のおじさんだった。

「俺は面白ければどっちでもいいんだから。その意味で公平に判断させて貰もらうよ。あ、君たちとははじめましてだったね。スケジュールが詰まっていてこの前の顔合わせには行けずに、挨拶が遅れて申し訳ない。プロデューサーの君きみ島じまです」

　君島さんは、俺たちに歩み寄って握手を求めた。

「あっ、こ、こちらこそよろしくお願いします。俺はマネージャーの佐さ藤とう永久です。そしてこちらが七しち大だい天てん使し少しよう女じよの候補生、小お野の寺でらソフィア」

「よっ、よろしくですっ！」

　緊きん張ちようしているのか、ソフィアは握手した手をブンブンと振った。

「よろしく、ソフィアちゃん。写真通りかわいいね。いや、実物のがもっといい。一緒に仕事できるといいな」

「はいっ！」

　君きみ島じまさんはとても物腰の優しい人だった。でも、瞳ひとみの力はとても強くて、その奥からはなんていうか意思の強さが感じられた。トビオの優しいバージョンって感じだ。

「挨拶はもうその辺でいいよ。さっさと始めよう」

　不機嫌そうに新しん條じようマモルが言う。それに追い立てられるように、スタッフたちがバタバタと準備を開始した。

「プレゼンの順番はどっちからにする？　僕はどっちでもいいけれど。どっちだろうが結果は同じだろうからね」

「俺は後にします」

「先に僕のプレゼンを見て大丈夫かな？　ＯＫ、わかった。じゃあ僕から」

　新條マモルは（自分は何もしてはいないけれど）準備を始めた。




　　　　　　　　　　　　＊




「以上が僕の作品の構想です」

　プロジェクターによって映し出された映像が終わった。しばらくの間を置いて拍手が起こる。各所から「すごい」「さすがだ」という声が漏れ聞こえた。

　確かにそれはすごかった。

　新條マモルは、企画じたいをすでに映像化してきたのである。コンセプトやイメージを、ＣＧを使った世界観で表現していた。ＣＭキャラクターとなる女の子もＣＧだった。あいつの映画によく出てくる女優さんのような顔立ちをしている。あくまでソフィアを使いたくないらしい。ＣＭ内容としては、その独特の世界の住人の話で、（おそらく）地球から手に入れたレトルトカレーを女の子が自分の好きな男の子にあげるというものだった。独特の世界でいう、何か試験らしきものがあるらしい。映像はすごかったが、全体的によくわからないといった感じだ。

　しかしこいつの作品はそのわからないところが魅み力りよくだと雑誌で読んだことがある。その意味では非常に新條マモルらしく、ファンにとってはたまらないのだろう。それに、短い時間でかなりのインパクトを残すことはできると思う。

　でも俺は、それでも負ける気がしなかった。

　トビオの言葉があったからかもしれない。このレトルトカレーのターゲットは普通の中高生だ。そして俺はその普通の中高生に該当する。その俺が見て、すごいとは思えどよくわからなかった。カレーのおいしそうな様子もあまり伝わって来ない。おなかがすいている時には、見た目美しいフランス料理よりも、ジャンクフード、なのである。

「やはりさすがだな、マモルくん」

　君きみ島じまさんが静かに言った。

「恐縮です。ちょっと作り込みすぎてしまいました」

「ははっ。本当だ。このまますぐにＣＭになるくらいだよ」

「ああ、でもＣＧの女の子は実際の子を使います。いい子がいるんです。僕の知り合いで、モデルなんですが……」

　これ見よがしに他のタレントの名前を挙げた。ちくしょう、覚えてろ！

「わかったよ。じゃあ次は永と久わくんだ。準備はいいかな？」

「はい。その前に一本電話をいいですか？」

「この場で電話？　やっぱり非常識だな。これだから……」

　新しん條じようマモルの言葉は無視して、俺はトビオにコールした。

「もしもし。準備はできた。頼たのむ」

　それだけを言って電話を切った。

「では……お願いします。あっ、ソフィア。そこに立って」

「えっ？」

　俺はソフィアを前に立たせた。そして大きく深呼吸をして叫ぶ。

「３、２、１…………キュー！」




　バァンッ！




　威勢のいい音と同時に、ドアが開いた。そこにはデジタル一眼の５Ｄを持ったトビオと、真っ赤なロリポップキャンディを持ったあんずの姿。「ああああっ、Ａｎ様っ……」。スタッフにファンがいたのだろう。どこからか声が聞こえ、そしてその後すぐにその声を自ら抑えるための「んぐっ」という声が聞こえた。わかる……わかるぜその気持ち！

　いきなりの出来事に騒そう然ぜんとする中、一番驚おどろいていたのはソフィアだった。

「ト、トビオくんにあんずちゃんっ！　ど、どうしたのっ!?」

　しかしそれには答えずに、トビオは淡々とカメラをまわす。そしてＡｎ様はもう、入っていた。

「小お野の寺でらソフィアッ！」

　子犬のようなキャンキャン声と、独特の舌ったらずな物言い。そしてトップアイドルの貫かん禄ろく。その雰囲気に押されて、ソフィアは思わず気をつけをし、

「ははははいっ！」

　と「は」がいっぱいの返事をした。

「あんたさぁ、ＣＭの仕事が来たらしいじゃない？」

「はははい。そうでございます！」

「生意気なのよっ！」

「え、ええっ!?」

「まだ候補生になったばっかりだって言うのに、ＣＭですってぇ？　世の中そんなに甘くないのよっ！」

「ご、ごごごごめんなさいぃ～～～」

　ソフィアは困り顔で、ふえええんと今にも泣いてしまいそうだった。

「あんたは事務所の後こう輩はい。あたしは先せん輩ぱい。入ったばかりのあんたに、ＳＨＩＤＯプロダクションの掟おきてを教えてあげるわ！　アイドルとしてまだまだ半人前のあんたに、ＣＭなんて百年早い。だから…………」

「だか……ら……？」

「テストをするわ」

　あんずはニヤリと不敵に笑い、

　ガリッ！

　と絶妙のタイミングでロリポップキャンディを嚙かみ砕いた。おそらくここはアップになっていることだろう。

「テ、テスト？」

「そう、テスト。その内容は…………」

　あんずは充分に間を取ってから、息を吸い込み声を張り上げた。

「ガチンコ！　小お野の寺でらソフィアは一週間でレトルトカレーＣＭのオリジナルソングを作れるかぁぁあ～～～～！」

　一いつ瞬しゆん、室内がシーンと静まり返った。その後に、

「ええええっ!?」

　ソフィアの悲痛な声が響ひびき渡る。

「あんずちゃんどういうこと？」

「聞いての通りよ。あんたには一週間でオリジナルソングを作って貰もらうわ。作れなかったらＣＭの話はナシよ。結果は一週間後の七月二十日、生放送にて披ひ露ろうして貰うわっ！」

「な、生放送!?　ちょ、ちょっと待ってあんずちゃんっ！」

　すがるソフィアをまったくスルーして、あんずはカメラの方向へと向き直る。

「は～いっ♪　と、いうわけで～。候補生の小お野の寺でらソフィアは一週間でカレーのＣＭソングを作れるのかっ！　結果は七月二十日になーんと生放送にて大大大発表～♪　皆さーん！　その日はソフィアちゃんのドキドキの瞬しゆん間かんを、見逃さない～でねっ♪　それじゃあ、バッイバ～イっ！」

　さっきのイジワルな雰囲気はどこへやら。小こ悪あく魔まから天使へと一瞬で姿を変えるのは、さすがはトップアイドル、第一天使ミカエルことＡｎ様である。そして、

「それでは失礼します」

　と、ビジネスモードで仰々しく頭を下げると部屋から出て行った。

　スタッフの人たちとソフィアは、まさに「ポカーン」といった表現がぴったりの様子で呆ほうけていた。「な、なんだったんだ？」「さぁ……」という話し声が聞こえる。すかさず俺は前に出た。

「以上が俺のプレゼンです」

「え？　……ええっ!?」

　出演者で当事者であるはずのソフィアが一番驚おどろいている。

「今のは本当にやらせなしのガチンコです。ソフィアの特技はピアノと歌なんです。フリーオーディションは、アカペラのオリジナルソングで通過しました。伝説にもなったフリーオーディションですから、ファンであればそのことは必ず知っています。だからまず、ソフィアの個性を生かすためにこういう無茶振りをしました。そして一番の魅みせ所は、それが一回こっきりの生放送だという点です」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　生放送って、ＣＭをテレビで生放送するってことなのか!?」

　嫌味なディレクターが、立ち上がって声を張り上げた。

「はい。今の映像は、七しち大だい天てん使し少しよう女じよファンが集うＳＮＳサイト『天てん使し電でん脳のう世せ界かい』にて流そうと思います。放送日は夏休みに設定しました。中高生は、これから始まる長い休みを楽しみにわくわくしています。そんな日にこの放送です。なんだかそれだけでわくわくして、見てみたいと思いませんか？」

「無茶だっ！　テレビＣＭの生放送だなんて聞いたことがないっ！　それに一回こっきりだなんて、それじゃあＣＭの意味がないじゃないか！　これだから素人はっ！」

　ディレクターの声に賛同するかのように、室内がざわつく。そんな中で君きみ島じまさんだけが「ふうむ」と唸うなったのが見えた。

「だから日時指定なんです。ただ流れてしまうＣＭよりも、一回こっきりでもインパクトがある方が心に残ると俺は思うんです。例えば『天使電脳世界』では、時々ゲリラライブと称した動画の生放送があります。その生放送は告知があるために、ものすごい視し聴ちよう数すうになるんです。あらかじめわかっていれば、予約視聴もできます。この仕組みが、そのままテレビＣＭにも応用できると思ったんです。もちろんネットでも生放送をします。そして放送した後は、そのＣＭを今度は動画として『天てん使し電でん脳のう世せ界かい』にて公開する。そうすれば繰くり返し見てもらえます」

「テレビとネットは違う！」

「じゃあ尚更です。俺たちの周りでは、テレビよりもネットを見ている子たちの方が断然多い。エンジェルカレーのターゲット層は中高生です。それなのに中高生がＣＭを目にしなければ意味がないじゃないですか。俺は普通の高校生です。そして、これが今の普通の高校生の現状です。その現状から企画を考えました。七しち大だい天てん使し少しよう女じよは、しっかりとしたコンセプトがあるため、あまり素の部分を出したことがありません。その意味でも、ＣＭ生放送は絶対に話題になると思っています。以上です」

　俺は頭を下げた。

　さっきまでのざわつきが打って変わって、室内はシーンと静まり返っていた。その沈ちん黙もくに、胸が押しつぶされそうになる。でも、やりきった。さっきのガチンコのシナリオは智とも花かが書いてくれたものだ。そしてトビオとあんずが協力をしてくれた。ソフィアには少し悪いことをしてしまったが、彼女ならきっとこなせるだろうし、何より初めて公の場でピアノを弾く機会になる。みんなで力を合わせて、作り上げた企画だ。

　絶対に、通って欲しかった。

「うん、面白かったよ。ありがとう、永と久わくん。それじゃあ私たちは別室で相談をするから、しばらく待っていて下さい」

　君きみ島じまさんはゆっくりと席を立った。

「ふぅ……」

　一仕事を終えて、俺は安あん堵どのため息をつく。ひとまず何か飲み物でも飲もうかと思ったその時だ。

「あ」

　目の前に、頰ほお袋ぶくろに食べ物をたっぷり入れたハムスターのような顔のソフィアがいた。

「ぷぅ～～～～！」

　あの企画は、ソフィアにとって本当に本当のガチンコドッキリであった。突然の出来事な上に、あの無茶振り。彼女が怒るのも無理はなかった。

「もうっ！　永久っ！　なんで秘密にしていたの!?　私、ビックリしちゃったじゃんっ！」

「え、えっと……ほ、ほら！　お、俺はソフィアの生のリアクションが欲しくて。やらせじゃつまんないだろ？　リアリティってやつだよ、リアリティ！」

　色々と言い訳をしてみるも、ハムスターの頰袋はいまだ膨ふくれたままだ。そして、

「もぉ～～～～永久のばかぁ～～～～！」

　ソフィアの叫び声がこだまする。

　安堵のため息をつくには、まだ早かったようだ。
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　信じられなかった。

「じゃあ、よろしくね」

　俺は君きみ島じまさんと握手をしていた。なんと、ＣＭの企画には俺が選ばれたのだ。

「あ、あのっ……」

　自信はあると豪語していたけれど、いざ選ばれてみるとなんだか夢みたいで、どうして俺が選ばれたのか不思議だった。

「どうして俺のを選んでくれたんですか？」

「最初に言っただろう？　俺は面白ければどっちでもいいって。マモルくんの企画はもはやそれが一つの作品だった。もちろんすばらしかったよ。でも君の企画の方が面白かった。それだけだ」

「面白い……」

「エンターテイメント業界において、面白いことは基本だからね。あのドッキリじたいが企画だなんて、久々にわくわくしたよ。ソフィアちゃんがオリジナルソングを作ることができるのか、俺も見てみたいと思った。いち視し聴ちよう者しやとしてね。それだけ」

「ありがとうございますっ！」

「しかし懐なつかしいなぁ」

「えっ？」

「昔ね、ああいう番組が流は行やっていたんだよ」

「そうなんですか？」

「アイドルや素人に無茶振りをしてね。その成長を見守るんだ。時代が変わっても、面白いと思うものは変わらないんだな。でも……魅みせ方は確実に変わっていくんだ」

　君島さんは遠い目をして言った。

「それを君に教えられたよ。ありがとう。リアル高校生の意見、参考になった」

「そ、そんな……」

　俺なんかにもこうしてストレートにお礼を言うこの人は、とても度量のある大きな優しい人だと、そう思ったその時だ。背後からヒステリックな叫び声が聞こえた。

「僕が負けただって!?　そんなの何かの間違いだっ！　おまえっ、紫し藤どうくんのコネを使ったんだろう!?」

「コネ使ったんならあいつ自らあんなことするかよっ！　俺は正々堂々と勝負したっ！」

　仕事が絡まないのであれば、ただの同年代の高校生である。俺は遠えん慮りよなくタメ口を使わせて頂いた。

「しかもなんだあの低俗な企画はっ！　俺はあんなもの絶対に撮とらないからなっ！」

「ああっ！　俺が勝ったらその企画でおまえが撮さつ影えいをするって話だったけど、あれ、もういいよ。トビオが言っていたんだ。この程度ならわざわざ新しん條じようマモルが撮らなくても俺で充分だって。だから、サンキューなっ！」

　すると新條マモルは顔を真っ赤にして、

「く～～～～…………当たり前だっ！　こっちから願い下げだっ！」

　そう言うと出て行ってしまった。

「おかしいな。撮りたくないって言うから、撮らなくていいよって言ったのに怒るなんて……」

　そう呟つぶやくと、横で君きみ島じまさんが笑い転げていた。

「あ、あれ？　どうしたんですか？　俺、なんか変なこと言いました？」

「い、いや……」

　君島さんはまだ笑っている。おかしくておかしくてたまらないといった感じだ。そしてようやく笑い止やむと、俺の肩をポンと叩たたいて言った。

「あ～おっかしい。君、きっと大物になるよ」

「えっ？」

「これからよろしくね！」

　そして再び握手。

　なんだろう？　よくわからないが気に入られたみたいだ。

　とにかく勝負に勝つことができた喜びと嬉うれしさで、俺はいっぱいだった。そしてそれをソフィアとも分かち合おうと話しかける。

「ソフィア、よかったなっ！　…………あ」

　しかし目の前にいたのは、再びハムスターと化したソフィアであった。

「ぷぅ～～～～！」

「あ、あれ？　どうしてまだ怒ってんの？　俺たち勝ったんだぜ？」

　しかしソフィアは膨ふくれたままだ。そしてブツブツと呟いた。

「生放送……オリジナルソング……」

「あ……」

　俺はようやくハムスターの理由を把握する。そうか。勝負に勝ったということは、ソフィアにあの無茶振りの試練が課せられたということだ。

「え、えっと……ソフィアならきっとできるよ！」

　とりあえずにっこりと笑ってみる。膨れっ面のハムスターは、今度は涙目になって言った。

「永と久わのばかぁ～～～～！　嬉しいけど緊きん張ちようするよう～緊張するけど嬉しいけどでも緊張するし嬉しいし、あう～～～～！」

　混乱するソフィアには悪いけれど、その様子がなんだかおかしくて、俺は腹を抱えて笑ってしまい、再び怒られたのであった。
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　ここはハンバーガーショップＡＡＡトリプルエー。そこに俺とトビオ、智とも花か、あんずの四人で集合をしていた。

「小お野の寺でらさん、大丈夫かな……？」

　智花が呟つぶやく。

「あいつならきっと大丈夫だよ」

　俺が答えた。

　今日は生放送の前日である。決起集会ということで、皆で集まることになったのだ。とはいえこの一週間、俺たちはソフィアの様子をまったく知らない。本当のガチンコにするために、本番までは様子を窺うかがわないと決めたのである。それはソフィアの希望でもあった。最初はあんなにパニックになっていたのに、彼女はすぐにオリジナルソングの種を思いついたらしい。それからはとても張り切っていた。

「心配なのは歌詞のセンスだ。うーん、やっぱり少しはアドバイスすればよかったかな」

「お兄ちゃん、心配性ね。大丈夫よ、あいつ変なとこで度胸すわってるし。でなきゃフリーオーディションであんな変な歌歌わないわよ」

「そりゃそうだ」

　俺はあの時のことを思い出して吹き出してしまった。

「あっ！　小野寺さん！」

　そんなことを話していると、ソフィアがやってきた。

「みんな～～お待たせっ！」

　その表情からは状況は読み取れない。それでもとりあえず元気そうで、げっそりしているなんてことはなかったのでひとまずほっとした。

「調子はどう……って聞きたいところだけれど、それは禁句だもんな」

「うん。特に永と久わには絶対に教えな～いっ！　この前の仕返しだもんっ」

「し、仕返しって……あれは仕方なく……」

「ぷんだっ！」

　ソフィアはそっぽを向く。そのやりとりを見てみんなが笑った。

「さっ、とっとと乾杯するわよ。あたしは忙しいんだから。早くジュース買って来なさいよ、クソバカ下僕！」

「え、ええっ!?」

　あんずに免疫のない智花がその呼び名に驚おどろいている。いや、うん、普通驚くよな。

「だからその呼び方やめろっつーの！」

　俺は後ろ手に指をさしながらレジへと向かう。レジにいたのは、元ヤンキーの小こ坂さかくんだった。俺だとわかり「お疲れっす～」と声を掛ける。そして、

「永と久わちん、なんか最近楽しそうじゃん？」

　と言った。俺は、

「まぁね！」

　と言って五人分のジュースを受け取ると席に戻った。

　そう、傍はた目めにもわかるほどに、毎日が楽しい。それはとても幸せなことだった。




「お待たせ～！」

　ジュースをテーブルに置き、各々がそれを手に取る。

「それじゃあ明日のソフィアの成功を願って……カンパ～イッ！」

　チンッという音は鳴らなかったけれど、俺たちは乾杯をした。

「がんばれよ、ソフィア！」

「うんっ」

「生放送はまずその雰囲気に圧倒されがちだ。いつものペースでいけ」

「わかったっ」

「ちゃんと見るからね。楽しみにしているから」

「ありがとう、智とも花かちゃん！」

　次はあんずが何か言うのだろうと、皆が注目をする。しかし当の本人はストローを弄びながら、鋭するどい視線をソフィアに向けた。

「あたし、あんたのこと嫌いだったわ」

「えっ？」

　この場面で何を言い出すのだろうと、みんな凍りついた。

「あたしは本気でアイドルをやっている。それなのに、あんたはお兄ちゃんに気に入られたってだけで、たいした信念もなく入って来た。そう思っていたわ。それなのにみんながチヤホヤして、その理由が友達だから……あたしの大嫌いな、甘ったるい世界。だから……嫌いだった」

「あんずちゃん……」

　ソフィアは心配そうに見つめた。

「でも、あんたは真剣だった。レッスンの様子を見てそれはすぐにわかった。歌の才能だって、お兄ちゃんが気に入った理由がすぐにわかった。初めてのダンスも一生懸けん命めいにこなして、だから……あんたがみんなから好かれる理由がちょっとわかった」

「あ、あのっ……あんずちゃん。私のこと今でも嫌い……なのかな？」

「別に普通」

「ふ、普通!?」

「勘違いしないで。あたしは人を好きになったりしないの。嫌いか普通しかないのよ」

　育ちゆえに根本が悲観的体質である俺は、それを聞いてなんて悲しい二択なのかと思ってしまった。が、ソフィアの解釈がすごかった。

「なんだぁ～じゃあ好きってことだねっ！」

　ええっ!?

　ソフィアを除く四人の心の声が聞こえたかのようだった。

「な、なんでそうなんのよっ！　あんたって本当お気楽ねっ！」

「え、ええええ？　違うの!?」

「あーもうっ！　とにかく！　そんなこのあたしが認めて手伝いまでしてやったんだから、成功しなきゃ承知しないからねっ！」

「はぁ～いっ！」

　あんずは顔を赤くして怒っていた。そしてそれと対照的にのんびりした様子のソフィアがおかしくて、俺たちは緊きん張ちようの前日だってのに、笑って過ごすことができたんだ。
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　七月二十日。

　俺たちはいよいよ生放送の当日を迎えた。

「そこ照明当たってないぞ～！」

「位置確認お願いしま～す！」

「おい、これじゃ間に合わねえぞっ！」

　スタジオ内はピリピリと緊きん迫ぱくした雰囲気に包まれていた。トビオから聞いてはいたが、これほどまでとは思わず、俺は圧倒されていた。でも考えてみれば当たり前のことだ。生放送は、一回こっきりなのである。しかも今回は、その短い時間の一回こっきりをテレビのＣＭとしても流すのである。前代未聞、予告されたＣＭの生放送は、じわりじわりと話題になっていた。そしてその結果が、今日の一いつ瞬しゆんで決まる。

「小お野の寺でらさん入りま～す！」

　メイクを終えたソフィアがスタジオ入りした。衣装はあんずから貰もらった水色のギンガムチェックワンピースと、俺がプレゼントした白のサンダルだ。制作側から用意もできると言われたが、この格好がいいとソフィア自身が決めたのである。

「ソフィア、頑張ってね！」

　こっそりと話しかけると、小さな声で「うんっ」と頷うなずき、親指を立てた。

　きっとソフィアなら大丈夫！

　俺は何な故ぜだか、とても強く確信していた。

　心配よりも、ソフィアのピアノと歌声を全国に聞かせることができるというのが何よりも嬉うれしかった。きっとみんな驚おどろく。あの時音楽室で初めてソフィアを見た時の、俺のように……。

「ピアノ位置ここでいいですかー？」

「はい、ＯＫでーすっ！　では小野寺さんスタンバイお願いしまーすっ！」

「はいっ」

　ソフィアがピアノの前に腰掛ける。とても凛りんとした顔をしていた。ああ、やっぱり彼女はピアノが大好きなんだ。

「一分前でーすっ！」

　ＡＤさんが声を張り上げる。

「８、７、６、５、４、３…………」

　３秒から先は無言になり、最後にさっと手が振り下ろされた。




　ソフィアのオンステージが、始まった。
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「高たか城ぎ」

　ツインテールの小柄な少女が、廊下を歩いていたショートカットの少女を呼び止める。少女は、ビクリと肩を震ふるわせて立ち止まった。

「なんや、あんちゃんか。びっくりさせんといて。どうしたん？」

「もう体調はよくなったの？」

「あ、ああ！　あれな。あれ、なんや食べもんにあたってしもたみたいやねん。まったくおかんの料理どんだけやねんなぁ？　冷や汗出るわ、腹のついでに胸も苦しいわで、死ぬかとおもたわ」

　体調はよくなったのかと聞いておきながら、その回答には何も反応を示さない。そしてもう一つ質問をした。

「あんたは見ないの？」

「何を？」

「小お野の寺でらソフィアの生放送よ。もうすぐだからって、みんな休きゆう憩けい室に集まっているわ」

「せや！　今日やんなぁ！　うちうっかりして仕事入れてもうたわ。今からすぐに行かなあかんねん。あ～しもたなぁ。なんでうちってこんなドジなんや～」

　ツインテールの少女、あんずは黙だまっていた。そしてその沈ちん黙もくが続けば続くほど、高城真ま乃のはまるで何かを誤ご魔ま化かすかのようにペラペラと話し続けた。

「あんちゃん、うちの代わりに見といて？　あっ、でも終わった後に動画サイトで配信されるんやなっ。それ見たらええか。せやったらあかんわ！　見ても結果うちに言わんといてな！」

　あんずは引き続き黙り込んだまま、高城真乃の目をじっと見た。そして充分に間を取って言った。

「見たくないだけでしょう？」

　高城真乃は、再び肩をビクリとさせる。

「あんたが陥れようとした小野寺ソフィアが、成功するところを見たくないだけでしょう？」

「…………」

　今度は高城真乃が沈黙をする番だった。頭こうべを垂れて、心なしかそのギュッと握られた拳が震ふるえている。そしてしばらくすると、顔を上げた。彼女の顔に張り付いていた表情は、満面の笑みだった。

「あんちゃん、何言うてるん？」

　あんずは高城真乃を見つめたまま、目をそらさない。

「あんたが防災訓練の情報を知らないはずがない。あのポスターのイメージキャラクターに選ばれたのは、あんたの事務所のタレントじゃない」

「せやったっけ？　うち、同じ事務所でも他の子とあんまり仲良うないねん。だからそういうのはわかれへんわ」

「そう」

　冷ややかな声だった。そしてため息をつき、何やらＡ４の紙を取り出すとそれを渡した。

「できればあんたから言って欲しかったけれど。これ」

　その紙を受け取った高たか城ぎ真ま乃のの顔が、さっと青くなった。

「あたしは日々のレッスンだけじゃなく、他のアイドルの情報やイベントについても毎日調べているの。情報収集もあたしにとっては大切な努力の一つ。そしたら面白いものを見つけたわ」

　そう言って再びその紙を自身の元に取り戻す。そして高城真乃に見せながら言った。

「『期待のニューアイドルグループ！　〝神しん聖せい七しち大だい女め神がみ〟満を持していきなりのソロライブデビュー！』」

　高城真乃は完全に動揺をしていた。

「あんちゃん……」

「『神聖七大女神』……なんだかどっかのアイドルと似た名前ね」

「あんちゃんっ！」

　悲痛な声であんずの名前を呼ぶも、彼女は話すのを止やめなかった。

「これは『月刊あいどり～む』の来月号の記事。校正前の原げん稿こうをコネで手に入れたわ。ごめんね。あたしは努力もするけどコネも使う。そしたらこのパクリアイドルグループを見つけた。そして……このアイドルプロジェクトを運営しているのはあんたの事務所だわ」

　高城真乃はもう名前を呼ぶことさえしなかった。黙だまったまま、青くなり震ふるえている。

「しかも『大天使会議』のある八月にデビューをぶつけてくるだなんてね。まぁでも、そんなパクリアイドルのことはどうでもいいのよ。問題はそのメンバーの欄らん…………あんたの名前があったわ。ねぇ、どういうこと？」

　あんずはその部分を指でさす。そこには確かに、高城真乃の名前があった。

「黙っているならそれでいい。でもあたしを舐なめないで。他にはあんたの事務所に所属する、いまいちパッとしない売出し中のアイドルが名を連ねている。そして七人だというメンバーの欄には、まだ空欄があるわ。あんたの事務所……小お野の寺でらソフィアを潰つぶしてここに引き抜くつもりだったんじゃないの？」

　高城真乃は何も答えない。

「黙っているのなら、あたしはあたしの都合のいいように解釈する。あんたが事務所と何を企たくらんでいるかは知らない。好きなようにすればいいわ。でも……あたしは……」

　さっきまで強気でいた彼女が、今度は逆に肩を震わせた。本当はショックだったのだろう。高たか城ぎ真ま乃のは、初期から共に歩んで来た仲間でありライバルであった。だからこそ、あんずはこのことが許せなかった。

「あんたの事務所の社長に言っておいて。小お野の寺でらソフィアに目を付けたセンスだけは褒ほめてあげる。でもあの子はあんたの手には負えないってね。あんたのことは……あんたが自分で決めたらいいわ。それじゃあ、あたしは小野寺ソフィアを見に行くから」

　ツインテールを翻ひるがえすと、くるり踵きびすを返してあんずは去って行った。残された高城真乃は両手の拳を握り締しめる。そしてぽつりと言った。

「うちだって……好きでしてるんとちゃうんや……」
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　スタジオにソフィアが登場した瞬しゆん間かん。

　気のせいだろうか？　なんだか、一瞬で空気が変わった。

　カメラに向かって、ぺこりとお辞じ儀ぎをするソフィア。ゆるゆるとカールしたやわらかなロングヘアがふわりと舞まう。ピンスポットの照明が、ソフィアとピアノに当たっている。それはすぐ近くにあるのに、なんだかとても距きよ離りがあるように感じられた。

　登場の時には賑にぎやかなＤＪのナレーションが流れていたが、今は打って変わってＢＧＭも無くシーンと静まり返っている。

　スタッフ全員が、息を飲んでソフィアに注目していた。俺は生放送中のパソコン画面と、目の前のソフィアを交互に見ている。視し聴ちよう数すうは、順調にどんどんと増えていった。反応がリアルタイムでわかるのが、ネットの生放送でのいい所だ。やっぱり同時中継にしてよかったと思う。すぐに購こう買ばいにつながるように、画面の下にはエンジェルカレーのバナー広告も設置した。

　ソフィアがピアノの椅子に腰掛ける。そして一呼吸おいてから口を開いた。

「『エンジェルカレー』ＣＭオリジナルソング、タイトルは…………『カレーライスは天使ちゃん』ですっ！」

　一瞬の沈ちん黙もくのあと、スタジオから笑いが起きた。俺は生放送中のパソコン画面を覗のぞき込む。実際の音声とは少し遅れて、ソフィアがタイトルを言った瞬間にコメントがどっと溢あふれた。

『ちょｗ　タイトルｗｗｗ』

『候補生ソフィアたんいきなり自じ爆ばく』

『伝説のフリーオーディション超え期待』

『とりあえず見守ろうぜ』…………

　コメント数と視聴数のカウントが、目に見えて増えていく。

　よし、いいぞ！

　俺は手に汗を握って、視線を再びピアノの方向へと移した。

　ふんわりとしたワンピースを纏まとった、栗くり色いろのロングヘアの少女がそこにいる。今日の主役であるソフィアは、鍵けん盤ばんの上にそっと両手を置き、目を閉じるとすぅーっと深呼吸をした。

　ピン……ポロン……。

　確かめるように音が鳴る。そして少し前まえ屈かがみになったかと思うと、急に重厚感のある前奏が始まった。さっきのタイトルからは想像もできない、まるでクラシックを思わせるような曲調。もう誰だれも笑っている人はいない。誰もがソフィアに釘くぎ付づけだった。

　ピンポロン……ポンッ♪

　音は様々に変化した。クラシックのようだと思わせておいて、いつの間にかその曲調は明るくポップなものに変わっている。身体からだが勝手にリズムを刻んでしまう。そして彼女が再び深呼吸をして『カレーライスは天使ちゃん』の歌が始まった。

『あなたの好きなものは～なんですかっ？　私は～～カレーライスっ♪　天使のカレーに出会ったの～♪』

　ソフィアのオリジナルソングは、相変わらずへんてこな歌詞だった。でも、もう誰も笑わなかった。

　まるで包まれるかのようなピアノの音色と、彼女の美しい歌声。

　スタジオにはそれだけが存在していた。

　ああ、この感じ……。

　俺は音楽室でソフィアに初めて出会った時のことを思い出した。

　あの時俺は、掃除道具箱の中から彼女の演奏を聞いていた。音楽になんてまったく詳しくない俺が、瞬しゆん時じに彼女のピアノに魅み了りようされたっけ。聞いているうちに、まるで宇宙にいるような不思議な感覚になったんだ。その時と同じ感覚がまた蘇よみがえった。俺は目を閉じる。













　どこまでも広がる真っ暗な宇宙に、色んな音が惑星みたいに浮かんでいた。そしてその周りを、歌声の流星群が飛び回り遊んでいる…………。













　ああ、やっぱりソフィアはすげえや。

　気が付くと、スタジオ中のスタッフが俺と同じように目を閉じていた。きっと俺と同じように、ソフィアの作り出した音楽の宇宙にいるんだろう。パソコンの画面に目を移す。そこには再びコメントが殺到していた。

『ソフィアたんすげええええ』

『歌うますぎ』

『ピアノ、プロ並でしょ』

『ソフィアたんのライブ見てみたい！』

『推おしメン決定！』

『この歌ＣＤにして欲しい』

『ずっと聞いていたいなぁ～』…………

　その数に比例して、視し聴ちよう数すうはまるで壊こわれたメーターのように続々と増えていく。

　大成功だ！

　俺は小さくガッツポーズをした。
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　スタジオは拍手に包まれていた。

「す、すげえ……」

「なんだあのピアノ……」

「これで新人か？　歌もうますぎる……」

「俺、なんかめっちゃカレー食いたくなったもん」

「俺も！　まぁ歌詞は変だったけどな」

　カットの声と共に、スタジオからはさっきのコメントと同じく絶賛の嵐が巻き起こった。

　生放送はほんの数分であったが、その数分はソフィアの魅み力りよくを伝えるのに充分だった。

「あ、ありがとうございます！」

　ソフィアは方々に頭を下げた。そこにプロデューサーの君きみ島じまさんが近寄って声を掛ける。

「いや～よかったよ、ソフィアちゃん。見てごらん、これ。コメントがこんなにたくさん」

「わぁ、本当だ！」

「賞賛のコメントばかりだ。サイト内に貼った『エンジェルカレー』のバナーからの注文も殺到しているようだ。大成功だよ」

「ありがとうございます！　ふわあ～嬉うれしいなぁ」

　サイト上の反応は凄すさまじかった。どんどんと増えていった視聴数は、最終的には十万人を超えた。目に見えるリアルタイムの反応というのはとても嬉しく、俺は思わず目頭が熱くなった。

「テレビＣＭの方はどうでしたか？」

「それもかなり評判がよかったらしい。視聴率はすぐにはわからないが、放送が終わった瞬しゆん間かん、局にメールが殺到したよ。久々に面白いものを見たって」

「本当ですか!?」

　よかった……本当によかった！

　俺はソフィアに駆け寄った。

「ソフィア！　成功おめでとうっ！」

「ありがとう！　こんなにたくさんの人が見てくれて、私すごく嬉うれしいよ」

「俺も自分のことみたいに嬉しいよ。夢への第一歩だな！」

「うん！　ママも見ていてくれたかなぁ？」

「きっと……いや、絶対に見てくれているよ。そして、喜んでいると思う」

「うんっ！」

　ソフィアはこれ以上ないってくらいの、キラキラした笑顔で頷うなずく。俺たちは手を取り合って喜んだ。
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「おはようございま～っす！」

　今日も元気に、天国への扉を開ける。

　なんて言うとちょっと語ご弊へいがあるが、死ぬほど幸せであるという意味で、間違ってはいない。

　ソフィアの生放送は本当に大成功を収めた。プロデューサーの君きみ島じまさんはもちろんのこと、ホーム食品のお偉いさんや業界の色んな人たちに褒ほめられて、俺は有頂天だった。ソフィアの人気も目に見えて上がっていたし、なんだかいいことずくめだぜ！

　なんて満面の笑みでレッスンスタジオに登場したのであるが、そこにいる天使たちはまるでお葬式のように暗い顔をしていた。

「あ、あれ？　みんなどうかしたの？」

　尋ねたが、皆はうつむいたまま答えない。しばらくして、唯一ゆりりんが顔を上げて言った。

「真ま乃のちゃんが……」

「真乃ちゃんがどうかしたの？」

　そういえば姿が見当たらない。まだ調子が悪いのだろうか？　もしかしてそれが重大な病気だったのだろうかと焦ったその時だった。

「辞めたのよ」

「えっ？」

　声がした方向を振り向くと、そこにはあんずがいた。

「え、ちょ、辞めたってどういうこと？」

「さっきお兄ちゃんに辞表を渡しにきたわ。そういうことよ」

「そういうことって……」

　突然の出来事に、俺はわけがわからなかった。

「でもまぁいいんじゃない？　辞めたっていっても、七しち大だい天てん使し少しよう女じよプロジェクトを辞退したってだけのことなんだし。それに……次の仕事もちゃーんとあるみたいだし」

　あんずが数枚の紙を机に放った。その一枚を手に取る。それは雑誌の一ページを印刷したようなものだった。そしてその記事を読んで思わず声を上げた。

「なんだよこれ!?」

　そこには、新しくデビューする『神しん聖せい七しち大だい女め神がみ』というアイドルグループのことが書いてあった。それだけなら、なんだよこのパクリアイドルって笑い飛ばせる内容だった。だけどその記事にあるメンバー一覧を見て、俺は声を上げたんだ。

　そこには…………高たか城ぎ真ま乃のの名前があった。

「ど、どういうことなんだよこれ……」

「見ての通りよ。これは来月発売予定の『月刊あいどり～む』の記事。だからここに書いてある内容は本当よ。あいつはこれのために七大天使少女を辞めたのよ。あたしたちを裏切ったの」

「そ、そんなこと……」

　あの真乃ちゃんに限ってあるはずはない。俺はそう思いたかったが、真乃ちゃんが辞表を出したのは事実なのだ。それに追い討ちをかけるようにトビオが言った。

「あいつの事務所はずっとアイドルビジネスをやりたがっていた。しかしもともとグラビアアイドルばかりを扱っていた事務所だから、そのノウハウを持っていない。そんなところに高城真乃が七大天使少女のメンバーになった。それを好都合とばかりに、あいつを使ってノウハウを盗んだんだ。やられたよ……」

　そう言われると全ての辻つじ褄つまが合ってしまい、俺は黙だまり込んだ。

「しかもあいつはソフィアを引き抜くための妨害にも一役買っていたらしいぞ」

「ええっ!?」

「俺ももっと早くに気が付くべきだった。フェイスチェンジで事件を起こした梅うめ村むらちゆりはあいつと同じ事務所だし、おまえにやたらと構うのも不自然だった。あれはおまえを通じて小お野の寺でらに近付こうという魂胆だったんだろう。現に、あいつのアドバイスのせいでホーム食品との打ち合わせにも、おまえたちは遅刻をした。まぁそれが吉となったことについては計算外だったろうがな」

「そんな……」

　確かに真乃ちゃんは俺にやたらと話しかけてきた。それは全てこのためだったのだろうか？　でも、俺がそんな真乃ちゃんに励まされたことは事実だった。

　明るく元気で、人を笑わせることが大好きな真乃ちゃん…………。

　そんな彼女の「本当」は？

「真ま乃のちゃんはそんな子じゃないよっ！」

　皆が一斉に声の方向を振り返る。ソフィアだった。

「真乃ちゃんはそんな子じゃないっ！　いつも一人で練習する私に声を掛けてくれた。永と久わもよく元気付けられたって言ってた！　だから……真乃ちゃんはそんなことしないよっ！」

「でも現にここに名前が載っているのよっ！」

　あんずが応戦するが、ソフィアはめげなかった。

「きっと何か理由があるんだよっ！　だって……皆、真乃ちゃん本人から聞いたのっ!?」

　スタジオがシーンと静まり返る。そしてその静寂を破ったのはえーこ姉さんだった。

「まったく……恥ずかしいわね」

　机に両手をついてゆっくりと立ち上がり、話を続けた。

「ソフィアの言う通りだわ。誰だれもあの子から直接には聞いていない。信じてあげないといけなかったのは、本当はずっと一緒にいた私たちの方だったのにね」

「そうでした。私も、真乃ちゃんの明るさにはいつも助けられていた。いつもあんなに前向きだった彼女が、こんなことをしなくちゃいけなくなってしまった理由が、何かあるのかもしれないです。でもそれは本人に聞いてみなくちゃわからない……」

　ゆりりんが言う。他のメンバーもこくりと頷うなずいた。あんずだけが唇を嚙かみ締しめている。そんな彼女にかおるんが言った。

「Ａｎ様だってきっと同じ気持ちだよね。人一倍メンバーのことを思っている。だからショックなだけ。誰よりもあの子を信じたいのは……Ａｎ様でしょう？」

　あんずはしばらく黙だまっていたが、キッと顔を上げて言った。

「どんな手段を使ってでも、あいつから直接話を聞くわ」

　メンバーは力強く頷いた。俺も、真乃ちゃんから本当のことを聞きたかった。




　　　　　　　　　　　　＊




　その翌日、七しち大だい天てん使し少しよう女じよの公式ＳＮＳサイトである『天てん使し電でん脳のう世せ界かい』は、ちょっとしたパニックだった。

『ビッグニュースやでぇ～！　なんと～！　本日夜の七時より高たか城ぎ真乃が爆ばく笑しよう漫談ゲリラライブを行いま～すっ！　アイドルがまさかの漫談ライブ！　しかもＳＨＩＤＯプロダクションのスタジオから生放送や！　爆笑必至の漫談ライブ！　まのまの推おしもそうじゃないあなたも、見逃さんといてなっ！』

　真乃ちゃんのアバターが笑顔で告知をしている。この声はボイスチェンジャーで真乃ちゃんに似せて貰もらった、うりたんの声である。

「へっへ～！　なかなか似てるやろお～！　がうっ☆」

「あははっ。うりたん関西弁が移ってるよ！」

「が、がうっ！　なんでやーっ！」

　あたふたしながら再び関西弁を繰くり出すうりたんに、みんな笑顔になった。

　ここはＳＨＩＤＯプロダクションのスタジオ。真ま乃のちゃんアバターが告知したゲリラ漫談ライブは、真乃ちゃんには知らせていない。

　本人から理由を聞こうと連絡を取ったが、電話もメールもつながらなかったのだ。事務所はもちろん取り次いでくれるわけもなく、どうしたら真乃ちゃんが戻って来てくれるのかと考えた結果思いついたのが、この作戦だった。

「あーあ。こんなに大々的にやっちゃって、来なかったらどうするつもりなのよ？」

　あんずが俺に迫る。

「絶対に来るよ」

　俺は一番短い言葉で答えた。

「だといいけど」

　この作戦は俺が考えたものだった。真乃ちゃんのアバターにゲリラ漫談ライブの告知をさせる。しかも生放送だ。真乃ちゃんがいなければ成り立たない。俺には確信があった。人一倍ファン想おもいな真乃ちゃんは、辞表を出してからも絶対に『天てん使し電でん脳のう世せ界かい』を覗のぞいているはずだ。アバターはご丁寧に生放送の収録場所まで告知している。責任感の強い彼女は、これを見て絶対にここにやってくるはずだ。

「しかしまた生放送をするとは思わなかったな」

　そう言いながら、着々と準備を進めるトビオ。

「ソフィアのＣＭのおかげだよ。あの企画があったからこの作戦を思いついたんだ。必殺、生放送！　視し聴ちよう者しやを見に来させる作戦、今度は……まさかの本人を来させる作戦！　ってね」

「真乃ちゃんもドッキリだぁ」

　ソフィアが笑った。

「ちょっと！　笑うのはあいつが本当に来てからよ」

　あんずはさっきから厳しい発言ばかりだが、今ではその気持ちもよくわかる。推測で物事を判断することは絶対にしないのだ。実際に見たもの、感じたことしか信用をしない。逆に言えば、そうして感じたものは絶対的な存在になる。だから、俺やソフィアを見直してくれた。そんなあんずのためにも、俺はこのやり方が一番いいと思った。

「真乃ちゃんは……絶対に来る！」

　そして七しち大だい天てん使し少しよう女じよというアイドルじたいを誰だれよりも想っている俺の役目は、信じ続けることだ。




　　　　　　　　　　　　＊




「あと五分か……」

　トビオが腕時計を見て呟つぶやいた。

　生放送の開始時間である19時が近づいている。真ま乃のちゃんの姿はまだなかった。だんだんとメンバーが焦り出しているのがわかる。機材の準備はもう万端整っていた。あとは本人を待つだけ……。

「このままだと仮に来なかった場合のパターンも考えておかなければ……」

　トビオのその言葉でみんなの緊きん張ちようが増す。時計を見ると、もう五分は切っていた。思わず秒針の動きを追ってしまう。手の平は汗でびっしょりだった。長い針が再び動き、トビオが叫んだ。

「あと……一分だぞっ……！」

　頼たのむ……真乃ちゃん……来てくれっ……！




　カチッ。




　長針が音を立てて、19時を告げた。

「くそっ」

　トビオがパソコンを操作する。用意しておいた音楽付きのオープニングが流れた。視し聴ちよう数すうはすでにかなりの数になっている。ＢＧＭの音量が上がり、あと数秒で本編だというその瞬しゆん間かんだった。




　バアンッ！




　スタジオのドアを開ける大きな音。そして、

「高たか城ぎ真乃のっ！　爆ばく笑しよう漫談ゲリラライブ～～～～！」

　大きな声と共に真乃ちゃんが登場した！

　トビオが慌てて、固定していたカメラを手に持ち替え、真乃ちゃんの方に向けた。

「ヒロインは遅れて登場！　ってな。まぁ実際はのんびり夕飯食うてて遅刻したんやけど。ってほんまのこと言ってどないすんねんっ！　あっ、おかん！　ハンバーグうまかったで～♪」

　カメラに顔を近づけると手をひらひらとさせる。アップで顔を撮とっていたカメラはそのまま下にそれて真乃ちゃんのＴシャツを映した。そのカメラの動きに合わせて俺も視線を移す。そこには筆で書いたような文字でこう書かれていた。

『まのまの神かみ推おしっ！』

　自作なのだろうか。しかも下はジャージだった。

「ぷっ」

　その格好に思わず吹き出してしまう。それはパソコンの前にいるファンたちも同じだったようだ。

『ちょｗｗｗ　まのまの格好ｗｗｗ』

『自分で神推しＴシャツを着ちゃうのがまのまのクオリティ』

『いきなりの出オチｗｗｗ』……

　と、しょっぱなから爆ばく笑しようコメントが溢あふれた。

「ちょ～『出オチ』ってなんやねん！　こっちはめっちゃ気合い入れてきてんねんで！」

　そしてまさかのパソコン画面を自ら覗のぞき込む。ネット上で会話が成立したファンはとても喜んでいた。このことでまた視し聴ちよう者しやが沸く。

「よっしゃあ～！　んじゃあさっそく高たか城ぎ真ま乃のの爆ばく笑しよう漫談ライブいきますかぁっ！　まのまのの～～～～間の悪い話！　って、あれ？　もしかしていきなり滑ってる!?」

　真乃ちゃんは登場してすぐに、みんなを自分のワールドへと引き込んだ。コメントもスタジオも、笑いで溢れている。

　これが、七しち大だい天てん使し少しよう女じよの『第四天使ウリエル』、まのまのの魅み力りよくなんだ……！




　　　　　　　　　　　　＊




「みんな……本当にごめんっ！」

　生放送が終わるなり、真乃ちゃんは頭を下げた。腕組みをしたあんずが、みんなを代表して答える。

「あたしたちは謝罪が聞きたいんじゃない。どうしてあんたが七大天使少女を裏切らなくちゃいけなかったのか……聞きたいのはそれだけよ」

「……わかってる」

　真乃ちゃんは両拳を握り締しめて頷うなずいた。

「俺、どうしても真乃ちゃんがそんなことするなんて思えないんだ。スタッフになったばっかりでガチガチに緊きん張ちようしていた俺を、楽しい話で和ませてくれた。アドバイスをくれたり場を盛り上げてくれたり、楽しい場所にはいつも真乃ちゃんが……」

「でも……それもこれも全部、あんたらを騙だますためやったんや」

　俺の言葉を、真乃ちゃんが遮った。

「えっ？」

「堪忍な、永と久わ。あんちゃんや紫し藤どうさんから聞いたやろ？　その通りやねん。七大天使少女のノウハウを盗み、一番勢いがある時にそこを抜けて大だい打だ撃げきを与えること。そして有能な新人を知名度が上がる前に潰つぶして引き抜くこと。それがうちに課せられた指令やった。うちは……事務所が新しくアイドルグループをデビューさせるための、いわばスパイやったんや……」

「そ、そんな……どうしてっ!?」

　俺はやっぱり信じられなかった。例え本当にそうだったとしても、あの真ま乃のちゃんがそれを実行するとは思えなかったのだ。

「それは……うちがＣランクやったから……」

　真乃ちゃんはうつむいてそう言った。大人気アイドルである七しち大だい天てん使し少しよう女じよのメンバーは、その将来性から全員が軒並みＡランクである。俺はてっきり、それはみんなの元々の才能であると思っていたから、少し驚おどろいてしまった。

「うちはずっとアイドルになるのが夢やった。せやけどうちは貧乏で、ダンススクールやボーカルレッスンに通うなんてとてもできひんかった。夢はあっても何の才能もなかったうちは、事務所に入ることもできずに、自分で地下アイドルとして活動していたんや。初めは楽しかった。好きな歌を好きなように歌える。ちょっとずつやけど、ファンも付いた。でもな……地下アイドルには限界があることを知ったんや。好きなことを好きなようにするっていうことには、責任がないねん。責任がないのは……趣しゆ味みと同じや。うちは悩んだ。そんな時に…………史上最強のアイドルグループに出会ったんや……！」

　真乃ちゃんはキラキラとした笑顔で、メンバーを見た。

「七大天使少女……」

　俺が呟つぶやくと、真乃ちゃんは力強く頷うなずく。

「せや。初めて見たんは動画やった。まだ発足したばっかりのプロジェクトでメンバーも少なかったけれど、それでもこのアイドルグループは群を抜いていた。ほんまに……キラキラ輝かがやいていたんや。キレのあるダンス、抜群の歌唱力、そして天使のような笑顔……。これがほんまもんのアイドルや！　全国区のプロなんや！　って……うちはすっかり魅み了りようされてしまってん。すぐにどうしたらここに入れるかを調べたんや。方法は簡単やった。今と同じフリーオーディション。でも……当時は今とは違う大きなネックがあったんや……」

「ネック？」

　俺が尋ねると、変わりにトビオが説明をした。

「フリーオーディションは、今でこそ完全フリーの自由参加型をとっているが、当時はどこかの事務所に所属しているのが条件だったんだ。まだ発足し立てのアイドルグループだったから、ある一定のクオリティを確保するためだった」

「どこの事務所にも入っていないうちは焦った。七大天使少女はすでに話題になっていて、フリーオーディションの参加希望者はどんどんと増えていたから。そんでな、とにかく早くオーディションを受けたかったうちは、なんも考えんと小さな事務所に入った。そこはタレントスクールも兼ねていてな、そこへ入校することを条件に、必ず事務所に入れてくれたんや。すぐに仕事が来れば、その給料を学費に当てられるって。だからそこに入ることを決めた。でも……後から知ったんや。仕事なんて全然来いひん。来るのは水着での撮さつ影えい会や、仕事と称したギャラも出ない事務所内のワークショップだけ……結局、残ったのは高い学費だけやった……」

「よくある手口だな。結局は、スクールの学費だけが目的なんだ。弱小の事務所は仕事が少ない。だから仕方のないことではあるし、本当にタレントになろうと思っているのにそれを知らないというのは単なる情報弱者でしかない」

　トビオはあくまで厳しかった。俺は二人から話された現実に打ちひしがれる。

「せやね。本当にそうやと思う。うちは浅はかやった。情報にもランクがあることを知らへんかったんや。悔しくて悔しくて……そんな時にうちを救ってくれたんが今の事務所やった」

　真ま乃のちゃんは遠い目をする。

「うちを引き抜いてくれた上にな、借金を全部肩代わりしてくれたんや。もちろん、その分を仕事で稼かせぐことが条件やけどな、そんなん当たり前や。うちは本当に感謝した。今の事務所では、仕事もいっぱいあった。七しち大だい天てん使し少しよう女じよのオーディションもすぐに受けさせてくれた。うちは努力して努力して、それを勝ち抜いたんや。でも……条件はもう一つあった……」

「それが……七大天使少女の妨害をすること……」

　俺が呟つぶやくと、真乃ちゃんは黙だまって頷うなずいた。

「でも勘違いせんといてな。悪いのはうちやねん。こんなことになったけれど、事務所には感謝してる。あの時助けて貰もらわれへんかったら、うちはこんなに素敵なアイドルグループに入ることできひんかった。悪いんは……断れへんかったうちや……昔からそうやねん。自分に自信がなくて、だから意思が弱くて……そんな自分を変えたくてアイドルになったはずやのにな。うちは……やっぱりどこまでもＣランクなんや……」

「そんなことないよっ！」

　俺は声を張り上げた。

「そんなことないっ！　真乃ちゃんにはすげえ才能があるじゃないかっ！」

「永と久わ……」

「俺を励ましてくれたのは本当に敵情視察だったのかもしれない。でも、嬉うれしかったのは事実なんだ。そのことは変わらない。それは真乃ちゃんの言葉が持つパワーだよ。さっきの生放送だってそうだ。一いつ瞬しゆんでファンの心を摑つかんでいたじゃないか！　真乃ちゃんは人を笑顔にする力を持っている。人を笑わせて楽しくさせるって、すげえ才能だよっ！」

　真乃ちゃんの目に、みるみるうちに涙が溜たまった。

「ありがとう……ありがとう永久……」

「ねぇ、だから七大天使少女を辞めるなんて言わないでよ。また……一緒に頑張ろう？」

　しかし真乃ちゃんは首を振った。

「あかん。これはけじめや。辞表は、もう一枚あんねん。うちは事務所も辞める。そして正々堂々と……一からやり直す。それを決意させてくれたんは……永と久わとソフィア！　あんたらやで！」

「ええっ!?」

　俺とソフィアは同時に驚おどろく。

「ソフィアの生放送な、後から動画で見たんや。…………悔しかった」

「悔しい……？」

　ソフィアが小首をかしげて聞く。真ま乃のちゃんはゆっくりと頷うなずいた。

「自分の大好きなことにまっすぐ向き合って、堂々とピアノを弾き歌うソフィアは、めっちゃキラキラしてた。その時な、初めて七しち大だい天てん使し少しよう女じよを見た時のことを思い出したんや。ずっと忘れていたあの感覚……そこに憧あこがれて目指してきたはずやのにうちは何をしてるんやろうって……それで決めたんや。何もかも一から、やり直すって。ソフィア……うちに大切なことを思い出させてくれて、ありがとうな」

　真乃ちゃんがにっこりと笑う。

「嫌だようっ！　行かないでよ、真乃ちゃんっ！」

　ソフィアが悲痛な声で叫ぶ。その時だった。

「辞めるだなんて、一番卑ひ怯きようなけじめのつけ方ね」

　スタジオを出ようとする真乃ちゃんを、あんずの言葉が止めた。

「あんたの事情なんて知ったこっちゃないわ。七大天使少女のルールは、トップのあたしが決める。あたしはまだあんたを許していないわ」

「あんちゃん……」

「事務所への辞表はそのまま提出しなさい。そして……裸一貫ＳＨＩＤＯプロダクションに移い籍せきするのよっ！」

「ええっ!?」

　真乃ちゃんもメンバーも、驚きの声を上げた。

「これは命令よ。うちは少なからず被害にあった。あんたの罪は…………七大天使少女としてこの場所で償つぐなうべきよっ！」

「あんず……！」

　俺は嬉うれしくなった。メンバーの顔も、パァッと輝かがやく。

「残った借金くらいうちが払ってあげるわ。ただしその分は働いて貰もらうけれど。もっとも、天下のＳＨＩＤＯプロダクションにとっては、こんなことへでもないけど。ねぇ、お兄ちゃん」

「ふんっ。まぁ、ちょうど喋しやべりのできるタレントが欲しかったところだ。ただし、バラエティ番組強化アイドルとして、みっちりしごかせて貰うからな！」

「あんちゃん……紫し藤どうさん……みんな……みんなありがとう…………」
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　真ま乃のちゃんは再び目に涙を浮かべた。

「よかったねぇ！　真乃ちゃんっ！　また一緒にできるよう～！」

　ソフィアが真乃ちゃんの手を取ってぴょんぴょんと飛び跳ねる。二人を取り囲んだメンバーも、同じように笑顔で飛び跳ねた。

「みんなありがとう……うち……また新しくここで頑張るっ！　でも……一つだけ気になることがあるんや。うちが事務所を辞めても、きっと『神しん聖せい七しち大だい女め神がみ』はそのままデビューすると思うんや。それだけは止められへん……」

「それは絶対に大丈夫だよっ！」

　俺は大きな声で叫ぶ。これだけは断言できた。

「『七しち大だい天てん使し少しよう女じよ』は、最強のアイドルグループだあっ！　だからどんなライバルが現れたって……絶対に負けることはないっ！　そのことを、最強ファンの俺がここに保証しますっ！」

　右手を上げて高らかに宣言する。しばらくの沈ちん黙もくの後、弾けたようにみんなが笑い出した。

「な、なんやねんそれっ！」

「ったく、いつも根拠ないわね。まぁ間違ってないけど」

「うんうん！　その通りっくま～！　がうがうっ☆」

「そうですね。私たちは負けません！」

「いつも全力で行くわよっ！」

「男の娘こアイドル、舐なめて貰もらっちゃ困るからね」

「確かにこんなに妄想力を搔かき立てられるアイドルグループはそうそうないという意味で最強ね」

　真ま乃のちゃんにあんず、うりたん、ゆりりん、えーこ姉さん、かおるん、小さ夜よ子こさんが、口々にそう言って、俺と同じように右手を上げる。

「ふわあ～っ！　やっぱり七しち大だい天てん使し少しよう女じよは素敵なアイドルグループだねっ♪」

　そして最後に、ソフィアが元気よく両手を上げた。再び笑いが起こる。

「ふんっ。手前味み噌そだが、俺もたいしたアイドルグループを作ったもんだな。ライバルについては気にするな。すでに手は考えてある。その時はな……俺も最強のニューアイドルグループを投入するつもりだ」

「えっ!?　どういうこと？」

「天使と悪あく魔まは表裏一体。真っ白な羽を持つ天使の優しい微笑ほほえみの裏には……もう一つの顔、堕天使の黒い羽が隠されていた……ちょっぴりダークな小悪魔アイドルグループ！　その名も……ＤＥＶＩＬ７！」

　それは、一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　一瞬で俺の脳内には、ピカピカと黒光りするセクシーな小悪魔風ボンテージ衣装を纏まとったメンバーの妄想イメージが到来したのである。

『あたしと一緒に、堕おちてみない？』

　妄想の中のメンバーが、妄想の決め台詞ぜりふを吐いた。

「俺も……ちょっと遊んでみたくなってね」

　トビオが格好つけてふっと笑ったが、そんなことに構っていられない。

　そ、そのコンセプトめっちゃやばいんですけど～！

「ちょ、ちょっと俺それ見たいっ！　だから、ライバル登場むしろ希望っ！」

「ちょ！　あんた何言うてんねんっ！」

「どうせ衣装がセクシーになるだろうからっていうやらしい魂胆なんでしょうっ！」

　あんずに蹴けりを入れられてもめげない俺を見て、メンバーが爆ばく笑しようをした。

「だって見てみたいんだもんっ！　ＤＥＶＩＬ７～～！」

　俺の叫びがこだまする。

　こんな風にして最後はふざけて終わってしまったけれど、あの言葉だけは本当に心の底から言ったものだった。




『七大天使少女』は最強のアイドルグループだあっ！




　　　　　　　　　　　　＊




『事務所の先せん輩ぱいであり七しち大だい天てん使し少しよう女じよのトップアイドル、Ａｎ様からのまぁさぁかぁの無茶振り！　果たしてぇ～候補生アイドルの小お野の寺でらソフィアはその無茶振りに応えることができるのかぁ～！　本日その結果をぉ～…………なななぁーんと生放送っ！　この歴史的瞬しゆん間かんを見逃すなぁっ！　それでは小野寺ソフィア～～～カモーンッ！』

　毎度毎度の、ハンバーガーショップＡＡＡトリプルエー。

　今日も今日とて、俺たちはここに集合していた。テーブルの上のノートパソコンから、テンションの高いＤＪ風のナレーションが響ひびき渡る。

「ちょ、ちょっと永と久わ～また見ているの？」

「だーってこれすげえ感動するんだもんっ。やっぱソフィアのピアノと歌、いいよなっ」

　引き続き、ピアノの音と共にソフィア自作の『エンジェルカレー』のテーマソング『カレーライスは天使ちゃん』が流れ出す。

「相変わらず斬新な歌詞だな。しかしまたこれがウケたらしい。あまりに話題なので『カレーライスは天使ちゃん』の期間限定配信をしてみたら、すごいダウンロード数になった」

　トビオがスマホをいじりながら呟つぶやく。

『だ・か・らっ～♪　カレーライスは天使ちゃん～♪　食べるとまるで羽が生えたみたいに心が飛んでいくの～♪』

「永久～恥ずかしいよう～もう止めてよう～」

「いいじゃん、自分で作った曲なんだからさっ」

「でも、本当に曲はいいわよね。聞き入っちゃう」

「あんたおとなしそうな顔して割と言うわね、『曲は』って。きゃははっ」

「え、ち、ちがっ。そういう意味じゃ……」

　相変わらずあんずに慣れない智とも花かである。

「う～ん、でも本当にいい曲だよ」

　俺はソフィアの歌とピアノに聞き惚ほれた。いや、みんなが聞き惚れている。ファンの心はもちろんのこと、たくさんの人の心を大きく揺さぶったソフィアの演奏。しばらくそれに酔いしれていると、あんずが言った。

「ねぇ、もうすぐ八月ね」

　ストローを弄びながらニヤリと笑っている。

「それがどうかした？」

「あんたファンならピンと来なさいよっ。八月は年に二回ある『大天使会議』の夏の開催月でしょう!?」

「あ、ああそうか」

「ったく……あんた本当にファンなわけ～？」

　それは存分に存じ上げておりますけれども他にも八月というキーワードで連想するものはたくさんあるわけで……と心の中で文句を言う。

「あんたは出場できるのかしら？」

「ふ？」

　ソフィアはキョトンとした顔をした。そうか。もうすぐ七月が終わり、順位が更新される。そこで20位以内に入れば、ソフィアは『大天使会議』に出場できるんだ。そしてそこで七人に選ばれたら…………七しち大だい天てん使し少しよう女じよのメンバーになれるっ……！

「そっか……今月は運命の月だ……」

　そんな時にタイミングよくこの仕事が来たソフィアは、本当に運がいい。ＣＭのおかげで、人気も知名度もぐんぐん上がっていた。もしかすると、もしかするかもしれない。

「20位以内に入るといいねっ！　小お野の寺でらさん」

「うんっ！」

「きっと入るよ。だって、ソフィアすげえ人気だもん！」

「入って貰もらわなくちゃ困る。そしてあのＰＶで新曲を出すんだ」

　俺たちは力強く頷うなずいた。

「あっ、『守しゆ護ご少しよう女じよ哀あい歌か』だ！」

　その時、店内ＢＧＭで七大天使少女の曲が流れた。

「なんか……スタッフになってみるとその曲がこうして外で流れているのを聞くのが変な感じだな」

「そうか？　俺は何とも思わない」

「あたしも」

「はいはい、俺はどうせ一般人ですよ。でもさ……いつかこうしてソフィアが歌う曲も流れたりすんのかな？」

「歌だけじゃない。あの新曲はピアノも入れるんだからな」

「私のピアノと歌が流れる……ふわあ……夢みたいっ！」

「いつかそうなるといいね。小野寺さん！」

「言っとくけどあたしはライバルだからねっ」

　高飛車で我わが儘ままだけれど努力家のあんず、エリートでひねくれているが強い信念を持ったトビオ、おとなしくてちょっとドジだけれど優しい智とも花か、良くも悪くも天てん真しん爛らん漫まんで素直なソフィア…………そして平々凡々な家事好きの俺。

　俺はあらためてみんなの顔を見つめた。

　確固たるランク分け制度の中で、境遇も性格もまったく違う俺たちがこうして今一緒にいて、そして同じ方向を見ている。

　それは、七しち大だい天てん使し少しよう女じよというアイドルグループが出会わせてくれた大切な仲間だった。

「なぁ！　とりあえず更新日まではまだ日にちがあるし、せっかくの夏休みなんだからみんなでどっか行かねえか？　プールとか海とかっ！」

「わぁ～いっ♪　賛成っ！」

「ちょっとプールとか海ってあんたの魂胆丸見えじゃないのっ！　あたしは海ならリゾートしか行かないからねっ」

「わ、私も水着はちょっと……山とかの方が……」

「え～～～～絶対プールか海がいいっ！」

「おい、勝手に話が進んでいるが夏休みはみっちりレッスンだからな！」

「ええ～～～～!?」

　四人の声が揃そろい、さすがのトビオもたじろいでいた。その様子にみんなが弾かれたように笑う。大好きな友達との夏休みは始まったばかり。俺は楽しい予感しかしなかった。




　そして楽しい予感というのは、とてもよく当たるのである。










あとがき




　皆様、こんにちは。美み月つきりんです。

　このたびは『俺の天使アイドルは恋愛禁止！』二巻を手に取っていただき、本当にありがとうございます！

　デビューが決まってから、何な故ぜだか色んな出来事が押し寄せて来まして、激痛の胃腸炎で人生初の救急車に乗ったり、原げん稿こう書いたり、本人一番びっくりな結婚をしたり、原稿書いたり、引越しをしたり、締しめ切りに胃が痛くなりながら原稿書いたり……と、なんだかよくわからないうちに日々が過ぎていきました。デビュー作のあとがきにて、人生何があるかわからない的なことを書いたような気がするのですが、まさに自分がそのフラグ通りの人生を歩んでおります（……うん、でも基本的には胃が痛くなるか原稿ですね）。

　そんなこんなで、人生に右往左往しつつも、こうして二巻が出せたことを本当に嬉うれしく思っています。

　さて今作ですが、ソフィアちゃんのアイドルとしての初仕事であるＣＭ撮さつ影えい、そして永と久わくんがマネージャーに挑戦するというお話がメインになっています。そしてサイドストーリーとして、アイドルグループ『七しち大だい天てん使し少しよう女じよ』の一部メンバーのお話を書きました。

　メインのキャラクター設定はもちろんですが、実はこの『七大天使少女』メンバー一人一人にも、かなり綿密な設定をしております。アイドルになった理由、家庭環かん境きよう、どんな洋服ブランドが好きか……などなど。自分自身がアイドル好きなので、それはとても楽しい作業ではありましたが（笑）。

　そんな風に思い入れのあるキャラクターたちのエピソードが少しでも書けたことは、今回のとても嬉しいことの一つでもあります。

　もしよろしければ、皆様のお気に入りのキャラクター、推おしメンなんかを教えていただけたら、これまたとっても嬉しいです！

　そして今回も、たくさんの方にお世話になったことを感謝したいと思います。担当編集の黒くろ崎さきさん、素敵なイラストを描いて下さった亜あ方かた逸いつ樹きさん、本書の発行に携わってくれた全ての方々、協力して支えてくれる家族や応援してくれる友人、そして何よりもこの本を手に取り読んで下さった読者の皆様へ……。

　本当に、ありがとうございました！




　願わくば、また次にお会いできる機会がありますようにっ……！





美月りん
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美み月つきりん

うちで飼っているオトシンクルスです。泳ぐ魚を見ると癒されます。この子はあんまり泳ぎませんが。水族館に行きたい今日この頃。
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イラスト／亜あ方かた逸いつ樹き

休みに九州までキャンプツーリング行ってきました。

阿蘇の景色は雄大で素晴らしかったです。

また行きたい！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「美月りん」係

「亜方逸樹」係











本書は書き下ろしです。
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